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　　　序話　ジャックランタン失業編







　俺の名前は鳥と坂さか橙とう也や。またの名をジャックランタン。

　職業は──怪人。




　悪の秘密結社ゼロウ・ファミリーに所属する怪かい人じんだ。




　最初に断っておくが、怪人だからといって別に人間離ばなれした外見というわけではない。怪人化しなければ外面は普ふ通つうの人間だし、そもそも怪人に戻もどる機会すらない。

　この二十一世紀に悪の秘密結社なんて流は行やらないのだ。

　昔は正義の味方も怪人も毎日のように戦っていた。しかし今となっては怪人なんてただの日ひ陰かげ者だ。正義の味方が蔓まん延えんしている現代で犯罪なんかしようものならすぐさま留置所行きか、もしくは正義の味方に討とう伐ばつされてしまう。

　そんな世せ知ち辛がらい現代社会において怪人というアイデンティティーを失った俺は、とある秘密結社で使用人の真ま似ね事ごとなんかをしている。

　今日もピリリという携けい帯たいの電子音で叩たたき起こされ、雇こ用よう者から出勤を命じられた。

『今すぐ総そう帥すい室に来なさい。大事な話があるわ』

　枕まくら元もとにあった携帯を引き寄せ、その簡潔なメールを読む。

「……あー」

　寝ねぼけた頭を無理矢理覚かく醒せいさせて、布ふ団とんから起き上がる。

　そこは必要最低限しか家具がない簡素な六畳じよう間ま。中心に布団が敷しかれていて、あとは窓際ぎわに勉強机とタンス、姿すがた見みがあるくらい。

　布団を畳たたみ、寝ね間ま着きから部屋着に着き替がえる。寝ね癖ぐせを直すために姿見を覗のぞき込むと、そこには気けだるそうな顔をした男が映っていた。髪かみは全体的に黒く、右サイドの一束だけがメッシュを入れたように赤せき橙とう色しよく。

　少しハネている髪を適当に整えてから部屋を出る。すると十畳ぐらいのリビングがある。木製の四角い座ざ卓たくに大きなテレビ。一いつ般ぱん家庭にありそうな、ごくごく普ふ通つうのインテリア。

　玄げん関かんの方へ行けばキッチンやバスルームがあるが、今はそちらに用はない。俺はリビングから繫つながるもう一つの部屋……『総帥室』というプレートが貼はり付けられたドアをノックする。

「入りなさい」

　内側がわから女の子の綺き麗れいな声が聞こえた。許可を得たのでドアを開けると──そこはやっぱりどこの家庭にでもある普通の私室だった。

　向かって正面の窓際には勉強机。右手の壁かべ際にはベッドが置かれており、女の子らしいファンシーなぬいぐるみが散乱している。

　で。

「──遅おそいわ橙とう也や、一体何秒待たせるのよ」

　窓際の勉強机。

　そのイスにふんぞり返って座っている少女が一人。

　見た目は十二歳ほど。しかし実じつ年ねん齢れいは十六歳。鮮あざやかな金きん髪ぱつを黒い髪留めでツーサイドアップにしている。白のキャミソールに黒いフリルスカートという、せっかく可愛かわいらしい私服なのに……その肩かたから伸のびる漆しつ黒こくのマントがすべてを台無しにしている美少女。
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　あれはゼロウ・ファミリーの総帥に代々受け継つがれていく由ゆい緒しよ正しいマントなのだとか。

　一いちノの院いん凛り奈な。

　この２ＬＤＫを根ね城じろとする悪の秘密結社ゼロウ・ファミリーの総帥だ。

「……いや秒って。それくらい待ってほしいとこなんだけど」

　隣となりの部屋からここに来るまで、どう頑がん張ばっても秒はかかる。

　さすがにそれは怪かい人じんの俺でも無理がある要求だ。

「それくらい気合いで何とかしなさい。結社の古ふる株かぶである貴方あなたがそんな体ていたらくだと、他ほかの者に示しがつかないでしょう？」

「他ほかの者って誰だれよ。同じマンションに住んでる人達？」

　不ふ機き嫌げんそうに目を細める凛り奈なに、素す直なおな疑問を口にした。

　悪の秘密結社ゼロウ・ファミリーの構成員は以下のとおりである。

　総そう帥すい一名（凛奈）。

　怪かい人じん一名（俺）。

　総勢二名。

　つまり弱小だった。

　ゼロウ・ファミリーといえば昔は結構有名な組織だったが。現在ではあるかどうかすら世間に疑われている、小さい組織なのだった。

「ったく。言うことだけはいっぱしだよな。こんな弱小組織、たぶん他にねえぞ」

「あら？　弱いことの何がいけないのよ？　弱くたっていいじゃない」

「や、悪いとは言わないけど。よくもねえだろ」

「組織を大きくするのが面めん倒どう臭くさい。人を雇やとって管理するのも面倒臭い。世界征せい服ふくとか、もう本当にどうでもいいわ」

「うわ、一組織のトップにあるまじき自じ堕だ落らくっぷり」

　この金きん髪ぱつ少女、何か自分が弱者であることに誇ほこりを持っているような節がある。

　その昔。生活費を稼かせぐためにバイトしている俺が『お前もバイトしたら？』と進言したら『組織のトップとして、働いたら負けだと思ってるの』とか言ってきたし。

「まあそれはともかくとして。大事な話って何だ？」

　深く追つい及きゆうしてはいけない気がするので話を戻もどす。

　考えたら負けである。

「ああ、そうね。忘れるところだったわ……はいこれ。回覧板が来たから、お隣となりの渡辺わたなべさんに届けておいて」

　勉強机の上にあった回覧板を、はい、とこちらへ手渡す凛り奈な。

「……いや別にいいけどさ」

　もしかしてこれが大事な話なのか、とため息を漏もらしていると、

「ああ。それとね、橙とう也や」

　明らかに回覧板のついでといった感じに、凛奈はその小さな口を開いた。




「悪の秘密結社ゼロウ・ファミリーは、今日で解体するから」




「……………………」

　この総そう帥すい、今何て言った？

　解体。

　何を？

　組織を解体。

　…………は？

「はああぁぁぁぁ──ッッッ!?」

　あまりに衝しよう撃げき的だったので思わず持っていた回覧板を二つに引き裂さいてしまう。

　あ、すいません渡辺さん。でも今はそれどころじゃないんです。

「ちょっと、いきなり大きな声を出さないでよ」

　こちらの叫さけびを聞いた凛奈は心底うざったそうに耳を塞ふさいでいた。

「え、ちょっ、待っ……何それ!?　解体って、マジかよ!?」

「当然じゃない」

「だって解体ってそれ、この組織がなくなるってことだろ!?」

「ま、まあね、ちょっと恥はずかしいけど……そういうことになるわね」

「そこ照てれ臭くさそうにうつむくとこじゃねえから!!」

　何でこいつは『お前、あいつのこと好きだろ？』『ま、まあね』みたいな空気を醸かもし出しちゃってるの!?

「待て待て待て待てッ！　何でいきなり組織がなくなるんだ!?　正義の味方にアジトの場所がバレたとか!?」

「え？　……えっと、正直に言っちゃうとね」

　こちらの問いに凛り奈なは申し訳なさそうに頰ほおをかいた。

「やっぱり二人だけの組織じゃ色々と回らないのよ。貴方あなたのバイト代だけじゃ、ここの家賃払はらうのがやっとだしね」

　意外と地味な理由だった。

「どうすんだよ!?　俺、ここなくなったら行くとこねえって！　いきなり無職とか泣きそうなんだけど!?」

「んー、橙とう也やは『ジャックランタン』なんだから……そうね、街がい灯とうにでも転職すれば？」

「テメェ！　今時の街灯はＬＥＤだっつーの！　点火式ランタンの俺なんかがなったら後ろ指差されて笑われるわ！」

「ジョークが通じないほどテンパってるのね」

　普ふ通つうはテンパるだろ。逆に何でお前はそこまで冷静なんだよ。

「あー……頭痛い」

　唐とう突とつすぎる話に額を押さえる。

　結社がなくなる。その事実に、俺は凄すさまじい無力感に襲おそわれた。

　……できれば、もう二度と味わいたくなかった。

　ふと、落ち込んでいる俺へ凛奈が優やさしげな声こわ音ねで話しかけてくる。

「何よ、そんなに組織がなくなるのが嫌いやなの？」

「そんなの当たり前──」

　つい大きな声を出しながら顔を上げる。

「ふふ。それじゃあ、そんな橙とう也やに耳よりな話があるわ」

　と、視線の先。

　目前のイスに座っている少女が肘ひじ掛かけに頰ほお杖づえをつきながら、悪あく魔まのような微ほほ笑えみを浮かべていることに気付いた。

　小さな唇くちびるは三日月のように弧こを描えがき、大きな目は半開き。見ているだけで虐いじめられているような気分になる、酷ひどく嗜し虐ぎやく的な笑顔。

「……」

　……あー、やべえ。またあの笑顔だ。

　嫌いやだなー。絶対何かの厄やつ介かい事ごとに巻き込まれる予兆なんだよなー、あれ。

「組織は解体を免まぬかれて、わたしも橙也も衣食住が保証されて、貴方あなたは職を失うどころか世間的にもっと評価の高い職業に就つける案があるのだけど……どう？　聞いてみる？」

　そんなうまい話があるわけない。

　が、たぶん拒きよ否ひ権はないのだろう。聞いてみないことには始まらないし、俺は渋しぶ々しぶ「どんな話でございましょうか」と尋たずねてみる。

「実はね。組織解体の話を聞いたお祖じ父いちゃんの友達が、わたし達の住む場所を用意してくれるんだって。その代わり、わたしはその人が学園長をやっている学校に通うことになったの」

「へえ。そりゃあ大変だな」

「何他ひ人と事ごとみたいに言ってるの。橙とう也やも一いつ緒しよに通うのよ？」

　もう転入に必要な書類も送っちゃったし、と凛り奈なが不思議そうな顔をした。

　……まあ凛奈の傍ぼう若じやく無ぶ人じんっぷりは今に始まったことではないので、別にいいけど。

　それよりも俺はとても気になることがあるんだ。

「……学校って、一体どこの？」

　俺が聞くと、凛奈はニィと今の状じよう況きようを心底楽しむかのような笑えみを浮かべやがった。




「白はく陽よう花か学園──かの有名な、正義の味方育成学校よ」







　俺の名前は鳥と坂さか橙也。またの名をジャックランタン。

　悪の秘密結社ゼロウ・ファミリーに所属する怪かい人じんだ。

　そしてこの度たび……非常に不本意ながら、正義の味方に転職するみたいだ。













　　　一話　総そう帥すいと怪かい人じんの通学風景







　十年前。世界に存在する悪の秘密結社の大半が滅ほろび去った。

　後に『善悪戦争』と呼ばれる正義の味方と悪の秘密結社の戦い。だがそれは戦争とは名ばかりで、その実態は『正義の味方による結社の強きよう襲しゆう・掃そう討とう作戦』だった。

　宣戦布告もなく、突とつ然ぜん始まった結社の殲せん滅めつは一いつ般ぱん人に被ひ害がいをもたらすこともなく……わずか二ヶ月ばかりで終結した。

　悪の秘密結社が表おもて舞ぶ台たいから消える、という形で。

　だが皮肉なことに、戦争とは多くのものを失う代わりに得るものもある。

　世に言う、魔ま導どう技術の進化。

　魔導とは、ある現実をあらざる現実へと導く技術。

　導式とは、あらざる現実へと誘ゆう導どうするための人工の理ことわり。

　善悪戦争により今までの魔導は『旧式魔導』と名を変え、それに代わり世間には『新式魔導』が普ふ及きゆうする。

　導式の誘ゆう導どう補助と魔ま力りよくの循じゆん環かん機構を搭とう載さいした魔導アイテムの登場により、誰だれもが使えるようになった魔導は超ちよう常じよう的な神秘としてではなく、純然たる科学技術として社会の発展を促うながした。

　それが現代。

　結社の大半が滅ほろび、魔導が普ふ及きゆうした世界は──正義の味方によって統治され、平和な社会を築き上げている。




　その象しよう徴ちようの一つが──噂うわさの白はく陽よう花か学園だ。




　少し古い言い方をすれば『ヒーロー養成機関』。しかしヒーローという言葉が『女性差別だ』とどっかの団体が抗こう議ぎして差別用語になり、正義の味方に統一されてからは『正義の味方育成学校』という呼び名が定着している。

　簡単に言ってしまえば、一いつ般ぱん教養も学べる正義の味方の専門学校だ。

　最大の特徴としては一般九科目の他ほかに『人助け』という実習があることか。

　どうしてそんなことが文部科学省に認められ、学校法人としての体裁を保てるのか。残念ながら俺の知るところではない。

　ただ噂うわさでは白陽花学園を卒業すると、準二級国家資格を得られるということだ。それは国家の正義を名乗っていい資格であり、さらにその上の二級国家資格、純国家資格というクラスがある。

　悪の秘密結社が表おもて舞ぶ台たいから消えて十年。国家資格を得た正義の味方が公務として何をするのか。残念ながらこれも怪かい人じんである俺の知るところではない。

　テレビのニュースなどで魔導関連の犯罪を解決している姿を見る限り、たぶん凶きよう悪あく犯罪から国民を守る警察の特とく殊しゆ部隊みたいな扱あつかいだろう。まあ個人と部隊の差はあるが。

　そんな正義の味方を育成する白陽花学園。

　そこに凛り奈なは通うという。

　悪の秘密結社の総そう帥すいなのに。




　　　　◆◆◆




「何よ橙とう也や、まだ拗すねてるの？」

　白陽花の学生寮りように荷物を送り、引ひっ越こしの作業も滞とどこおりなく終わった日曜日。

　学園が運営しているという通学バスをベンチに座って待っている間、隣となりにいる凛奈がそう切り出してきた。

　ここに至るまでに電車は使っていない。バスを乗り継ついでやって来た。引っ越しの荷物もほとんど運送業者に任せたので、手荷物は指定された学生鞄かばんしか持っていない。

　時刻は早朝六時半を回ったところ。日曜ということもあり、通学バスを待っているのは俺と凛り奈なの二人だけだった。

　さらに白はく陽よう花かは半はん寮りよう半通学らしいんで、他ほかの学校に比べて外から登校する生徒達は少ない。バス待ちしている人間がいないのも、そこらへんに起因しているのかもしれない。

「別に、拗すねてねえよ」

「噓うそ、拗ねてるじゃない。言いたいことがあるならちゃんと言いなさいよ」

　現在の凛奈は白陽花学園指定の制服を着ている。クリーム色のブレザーに赤を基調としたネクタイ。黒のプリーツスカートという、ちょっとオシャレな制服。

　……が、例のゼロウ・ファミリーに伝わる総そう帥すいマントを羽織っているため、その外見の異様さは極限に達していた。

　ここに来る前に『これはお祖じ父いちゃんから譲ゆずり受けた結社の証あかしなんだから外すわけにはいかない！』なんてマントを脱ぬぐことを頑かたくなに拒きよ否ひしていた。

　ちなみに俺の服はというと普ふ通つうの学ランだ。ワイシャツを出し、上着のボタンも全開という着こなしである。

「じゃあ言わせてもらうけど」

「あ、ちょっと待って。心の準備するから。何言われても傷付かないようにするから」

　すーはーすーはーと大おお袈げ裟さに深呼吸し、準備を整える凛奈。

　……こいつ、本当に俺の話を聞く気あるのか？　わざと話を遮さえぎってないか？

「はい、いいわよ。何？」

「白陽花に通うことにあまり気が進まない」

「……すっごい傷付いた」

「えぇッ!?　今のでも相当オブラートに包んだんだけど!?」

　心の準備が無む駄だに終わってるじゃねえか。

　このままではラチが明かないと判断し、胸を押さえている凛奈を無視して話を進める。

「だってさ。ゼロウ・ファミリーが解体するって聞いた、えっと……前総帥ジイさんの友人が、自分の経営してる学校に通わせようとしてるんだろ？」

「そうね。それがどうかしたの？」

「いやどうかしたのっていうか……それ、俺達が弱小組織だからいいようにこき使おうとしてるだけじゃねえの？」

　ありえない話ではない。何せ相手は正義の味方。俺達、悪の秘密結社の敵である。

　いい感じに弱っている敵を見付けたから『あ、こいつら自分の傘さん下かに加えてこき使おう』と算段を立てたんじゃないだろうか。いくら前総帥ジイさんの友人だからって、正義の味方だし。そう簡単に信じられないもんである。

「だからどうも乗り気がしねえなーと。なーんか自分がすでに社会的弱者だって現実を突つき付けられてるみたいで」

　社会的弱者なんだけどね。

　悪の秘密結社と怪かい人じんは、十年前に正義の味方に惨ざん敗ぱいしてるから。

「あら？　別にいいじゃない弱くても。素す敵てきなことだと思うわよ？」

　しかし当事者である凛り奈なはあっけらかんと、ともすれば嬉うれしさすら込めて微ほほ笑えんだ。

「いやまあ弱いことを否定するつもりではないけど。素敵ではないと思うな」

「どうして？　だって悪の秘密結社って、どこの世界でも倒たおされるモノでしょう？」

「……」

「橙とう也やったらわかってないわね。いい？　正義の味方には対置される悪が必要なのよ。憎にくまれる悪、倒される悪。そういう世間の悪意を受ける存在があって初めて、正義の味方は世間に認められて『正義の味方』たりえるのよ」

　この金きん髪ぱつ少女ときたら。いつもは『自分はか弱いんだー』とか言っておきながら、何でそういうとこだけ微び妙みように強いんだよ。

「だから弱くてもいいじゃない。その必要悪があることで世界がちょっとでも幸せになれるなら……ほら、そう考えればわたし達って正義の味方の味方でしょう？」

　それって素敵じゃない、と凛奈は満面の笑みを浮かべる。

　何でこの少女は、自分たちを滅ほろぼした相手の『味方』などと口にできるのか。

　答えは簡単だ。

　一いちノの院いん凛奈はどこまでもお人ひと好よしだから。

　悪の秘密結社の総そう帥すいのクセに。

「……さあな。俺は正義の味方に散々酷ひどい目に遭あわされてるし。つーかぶっちゃけ嫌きらいだし。正義の味方の味方なんて口にされても、その素敵さはいまいちピンとこな──」

「あ、見て見て橙也！　白はく陽よう花か学園はいくつかの学科に分かれているらしいわ」

　こっちを無視して、凛奈はいつの間にか学生鞄かばんから取り出していた学校案内のパンフレットを読んでいた。

「……」

　大だい丈じよう夫ぶだ、怒おこってない。凛奈が俺の話を聞かないのは日にち常じよう茶さ飯はん事じだから。

「それで学科によって制服が違ちがうんだって。わたし達のはＤＨ学科ってとこの制服みたいよ」

　凛奈は手にしていたパンフレットをこちらに見せびらかしてくる。

　そこにはモデルとなる生徒達が多種多様の制服を身に纏まとっている写真が載のっていた。

「そのＤＨ学科って何を学ぶ学科なんだ？　つーかＤＨって何？　指名打者？」

「あ、バスが来たわ」

　ひょこ、とベンチから立ち上がった凛奈は道路を指差す。

　その先には法定速度よりも若じやつ干かん速めの速度で近付いてくる白いバスがあった。

「……ま、いいか」

　ＤＨ学科がどんな学科なのかはバスの中で聞こう。

　白はく陽よう花か学園の通学バスが道路の向こうからやって来る。全長十メートルくらいの大きくも小さくもないそれが近付いてくるのを見て、俺もよっこらせとベンチから立ち上がった。

　バスは停留所にいる俺と凛り奈なの前までやって来て、




　そのまま通り過ぎていった。




「「……」」

　通過していったバス。遅おくれてやって来た風が、俺と凛奈を空むなしく煽あおる。

「……何だ、俺達がいるって見えなかったのか？」

　普ふ通つう見逃のがすか？　と眉まゆを顰ひそめた、その時。

　通り過ぎていったバスの後部座席辺りの窓が開けられた。

　窓から顔を出したのは凛奈と同じ制服を着た女子。

　その娘こは停留所にいる俺達に向かって、

「助けて！」

　と、切せつ迫ぱくした様子で叫さけんできた。

　しかしそれも一いつ瞬しゆん。バスから顔を出した女子は、内部にいた男の手によって引き戻もどされる。

　その男は、覆面で顔を隠していた。

　確か目出し帽ぼうとかいう、両目と口の部分に穴が空いているやつだ。ほらあれだ、強ごう盗とうが着けているような、あの覆ふく面めんだ。

「「……」」

　凛奈と俺は再び沈ちん黙もくする。

　やがて俺は一いつ緒しよに事の顚てん末まつを見ていたお隣となりさんに話しかけた。

「……なあ、あれってもしかして」

「助けるわよ」

「早ッ！　わざとわからないフリしてうやむやにしようとしてたのに!?」

　助けを求める乗客。覆面の男。停留所を無視して爆ばく走そうするバス。

　まあ率そつ直ちよくに言えばバスジャックだろうさ。

　白陽花学園の生徒達は度たび々たび一いつ般ぱんの事件を解決しているため、世の犯罪者達に恨うらまれることが多いという。で、その勝手な逆さか恨うらみのせいで命を狙ねらわれることも少なくないらしい。

　あれもそうなのだろうが、しかしだ。

「助けるって……何で俺達がわざわざ」

「わたし達が通う学校の生徒達が危険に晒さらされてるのよ？　助けてあげるのが、これから学舎を共にする者の務めじゃない」

　そう言って、こちらを振ふり向く凛り奈なは例の嗜し虐ぎやく的な微ほほ笑えみを浮かべていた。

「……またかよ」

　その顔を見た俺は思わず額を押さえていた。

　それは凛奈の少々変わった癖くせだ。

　悪の秘密結社ゼロウ・ファミリー。その総そう帥すいをやっているクセに、凛奈は妙みようなところで正義感が強い。困っている人を放ほうっておけなくて、何だかんだ言い訳しながら手を差し伸のべる。

　そんな時、何な故ぜか彼女は──ドＳ顔で微笑む癖がある。

　まあ虐いじめっ子こみたいな笑え顔がおになるのは構わない。悪の秘密結社っぽいし、そこに不満があるわけではないが……何でそれが、人を助けたい、と思った時に出てくるのか。

　困ったことに凛奈のこの正義感は遺伝らしい。彼女の祖父である前総帥ジイさんも正義感が強い好こう漢かんだったのだ。

「……あのなぁ、凛奈。お前がお人ひと好よしで、正義感マックスで、『お前もう悪の秘密結社なんかやめちまえよ』って思うくらい誰だれ彼かれ構わず助けようとするのは重々承知してるんだけどさ」

「な、何か微び妙みように棘とげがある言い方ね」

「あるだろそりゃあ。だってバスジャック犯だぞ？　助けに行って、お前が怪け我がなんかしたらどうすんだよ。最悪死ぬかもしれねえんだぞ？」

「で、でも！　困っている人は見すごせないじゃない！」

　駄だ々だをこねるような調子で凛奈はきっぱり宣言した。

　お前もうマジで悪の秘密結社なんかやめちまえよ。

「ほら、もうバスは見えなくなってるし、今からじゃ追い付けねえって。警察か正義の味方が何とかしてくれるだろうからさ、見なかったことにして次のバスに乗ろうぜ」

「大だい丈じよう夫ぶ、わたしは橙とう也やの足を信じてるわ」

「……何、その期待に満ちた目。走って追い付けってか？」

　怪かい人じん化もしてない状態で走行してるバスに追い付けるわけねえだろ。

「痛ッ！　痛たたたッ！」

　と、凛奈がいきなりうずくまった。

「まずいわ橙也……あのバスジャック犯が気になりすぎて、わたしの胃がストレスで痛み出したわ！　これはもう貴方あなたがあのバスを停とめて生徒を助けるしか……ッ！」

「助けるしか、じゃねえよ！　俺は絶対嫌いやだからな！」

「何よ、わたしの胃に穴が空いたらどうするの!?　もしそれで入院なんかしたらちゃんと毎日お見み舞まいに来てくれるの!?　わたしって兎うさぎみたいにか弱いから一日でも来なかったら寂さびしくて死んじゃうわよ!?」

「どんな脅きよう迫はくの仕方!?」

　お腹なかを押さえながらうずくまる凛り奈なと、断固としてバスを助けに行くことを拒きよ否ひする俺。

　そんなふうに俺達がぎゃあぎゃあ騒さわがしく言い争っていると、

「あの……大だい丈じよう夫ぶですか？」

　当然ながらそんな怪あやしい二人を見逃のがすはずもなく、通りかかったお節せつ介かいさんが声をかけてくるわけで。

　振ふり向くと、そこにはママチャリに跨またがった女性がいた。日曜だというのに休日出勤するＯＬさんなのか、ピッチリとしたスーツを身に纏まとっている。

「「……」」

「えっと……？　ど、どうしたんですか？　あの、お腹なか痛いなら救急車呼びましょうか？」

　俺と凛奈の視線が戸と惑まどっている女性のママチャリに注がれる。

　えっ、マジで？

　このタイミングでママチャリって……もしかしてそういう流れなの？




　　　　◆◆◆




「クソォォッ！　やっぱりそういう流れかァァッ!!」

　ＯＬさんからママチャリを借り、俺と凛奈はジャックされた通学バスを追った。

　もちろんペダルをこぐのは俺の役目だ。

　風に煽あおられる車体。高速で流れていく風景。時折法定速度で走る車を追い抜ぬいているところを見ると、時速六十キロは軽く超こえているようだ。

「おい凛奈！　もう無理、限界だってこれ！　怪かい人じん化しないと無理！」

　クソ！　転校初日っつーか、まだ学校にすら辿たどり着いてねえのに何で俺はこんな波は瀾らん万ばん丈じようしてんだ!?　つーかこの自転車、ギアチェン付いてないんだけど！

　いくら怪人の力が微び量りように残っているとはいえ、人間の俺ではこれ以上のスピードは望めない。なので怪人に戻もどっていいか後ろの荷台に乗っている凛奈に聞いたのだが、返答は一向にない。

「ねえちょっと聞いてる!?　これ以上スピード出せねえから抑よく制せい導式は解除していいか!?」

　俺は少しだけ後ろを振り向く。すると俺の腰こしに摑つかまっている金きん髪ぱつ少女は顔を顰しかめながら、

「えっ、何ッ!?　何か言った!?　風の音で聞こえないわ!!」

「だから怪人に戻っていいかって聞いてんの！」

「カルボナーラなんて食べてる場合じゃないでしょう！　何考えてるのよ！」

「何が起きた!?　俺とお前の間にどんな音声変へん換かんが起きたッ!?」

　それ『か』しか合ってねえだろ！　と叫さけぼうとした時、進行方向にセダンが走っているのに気付いた。

「チッ！」

「きゃっ！」

　車線を変へん更こうしてセダンをかわす。その先にも軽ワゴンが走っていたので、再び車線を戻もどして追い抜ぬいた。自転車を傾かたむける度たびに凛り奈なが小さな悲鳴を上げながら俺の腰こしにしがみついてくる。

　もう前方に車がいないことを確かく認にんし、車体を真まっ直すぐに立て直した。

「怪かい人じんに戻らなきゃこれ以上のスピードは出せないっつってんの！　わかるか!?　確かにこんな町中で変異するのは問題かもしれないが──」

「ちょ、ちょっとそんな、制服が似合ってるなんて……今、そんなこと言われても困るっていうか……ば、バスジャックを止めてから、もう一度ちゃんと言ってほしいというか……」

「何これ!?　もしかしてこのママチャリ、会話が成立しなくなる魔ま導どうでもかけてあんの!?」

　凛奈の『俺の話を聞かないスキル』に拍はく車しやがかかってるんだけど！

「あ、見て！　追い付いたわ！」

　凛奈は俺の背中越ごしに前方を指し示す。

　見ると、大体百メートルくらい先を通学バスが走っていた。どうやら会話しながら必死にこいでいる間に追い付いたようだ。いや会話はしてねえか。

「怪人になるまでもなかったか。よし！　このまま横に並ぶけど、それでいいな!?」

「えぇッ!?　そ、そんなこといきなり言われても……ッ！　ここは人目があるし、そんな外でなんて……で、でも！　橙とう也やがどうしてもって言うなら、こ、この事件を解決してからだったら、わたしはいいわよ……？」

「ちょっと待て！　俺、今何て言ったことになってんの!?　ねえ、何か凄すさまじいこと口走ったって勘かん違ちがいされてない!?」

「ふふ。そうね、そうと決まれば早くこの事件を解決しなきゃね！」

「あーもうメンドクセェッ！　事件解決した後に何が起ころうがそれでいいよ！　訂てい正せいすんのだりぃよ！」

「本当ね!?　絶対よ！　今さら『実は違いました』とか言っても許さないからね！」

「聞こえてんじゃねえかァァッ!!」

　叫さけびながらペダルを強く踏ふんで加速。前方を明らかに法定速度以上のスピードで走る通学バスに追い付き、チャリを並走させる。

　全力で自転車を走らせながらも、バスの内部を冷静に観察する。凛奈と同じ制服を着た人間は後部座席側がわに集まっている。その数、おおよそ二十人。

　その生徒達に対し銃じゆう器きを向けている黒い覆ふく面めんの男が一人。何か通信機のような物で誰だれかと通話中の赤い覆面が一人……さらに一人、運転手に銃口を突つき付けている青い覆面もいる。

　バスジャック犯は三人。車内に乗り込めれば怪人化していない俺でも制圧できる人数だ。

　問題はどうやってバスに乗り込むかだが……

　と、犯人の内の一人。通信機を持った赤い覆面がこちらに気付いたらしく、バンッ、と勢いよく窓を開けた。

「な、何者だオマエら!?　つ、つーか自転車って何だよ!?　どういう脚きやく力りよくしてんだ!?」

　風の音でよく聞こえなかったが、窓から顔を出した赤覆ふく面めんはチャリで爆ばく走そうする俺達を見て驚きよう愕がくしているのがわかった。

　まあ普ふ通つうはそうだよな。俺だって凛り奈なに命令されなければ、自転車で暴走バスを追いかけるなんて真ま似ねはしない。

　と、荷台に座っていた凛奈が身を乗り出した。

「ちょっと貴方あなた！　何の罪もない子供達に銃じゆうを突つき付けるなんて──」

「おい、バス停とめろ覆面野や郎ろう！　さもなきゃ力尽ずくで停めるぞ！」

「……橙とう也や。今はわたしが喋しやべってたのよ？」

「ちょ、痛ッ！　お、おい凛奈、暴れるなって！」

　どういうことだ。凛奈が俺の後頭部にガツガツ頭突きしてくる理由が皆かい目もく見当もつかない。

「とりあえずさっさとバスを停めて子供達を解放しろ！　つーかお願いだから停めて！　足がそろそろ限界なんです！」

　無む駄だだとわかりつつも一応呼びかける。

　しかし赤覆面は俺の言葉を聞き、意外な行動に出た。

　彼は覆面の穴から覗のぞく目をちょっとだけ丸くしたかと思うと、

「ちょ、ちょっとそんな、覆面が似合ってるなんて……今、そんなこと言われても困るっていうか……ば、バスジャックが終わってから、もう一度ちゃんと言ってほしいというか……」

「何でだ!?　この状じよう況きようでテメェの覆面を褒ほめるわけねえだろ!?」

　照てれ臭くさそうにうつむく赤覆面を俺は精せい一いつ杯ぱいの罵ば倒とうする。

　この呪のろいの自転車め！　どこまで俺の会話を邪じや魔ますれば気がすむんだ！

　赤覆面は並走するこちらにショットガンの銃じゆう口こうを向けてくる。

「でも、ダメなんだ……オレはこの作戦を完かん遂すいしなきゃならない……オレとオマエは敵同士だから……だからッ！」

「えっ、何この物語クライマックス的な雰ふん囲い気き!?」

「そうだな。出会いさえ違ちがえば、オレ達は友になれた……ッ！」

「橙とう也や！　わたしよりあの男を取るっていうの!?」

「ちょっと待って！　頼たのむから俺に説明して！　今どういう会話が展開されてることになってんの!?」

　と、赤覆面がショットガンのトリガーに指をかけたのが見えた。

「──あばよ、兄弟」

　最後までふざけた台詞せりふを口走り、赤覆面はやりきれなさそうな笑えみを浮かべてトリガーを絞しぼる。

　あ、やばい。

　そう思った瞬しゆん間かん、乾かわいた銃じゆう声せいが鳴り響ひびいた。




　　　　◆◆◆




　複数ある白はく陽よう花か学園の校舎の内、ＤＨ学科校舎の一階廊ろう下かを一人の少女が歩いていた。

　背せ丈たけは一三〇センチもない。腰こしにまで届く真白な長ちよう髪はつ。前まえ髪がみを切り揃そろえ、顔付きは外見の幼さに似合わず凛り々りしい。動きにくそうなゴシック調の白いドレスを着込んでいるが、その歩ほ幅はばは大きく、ずんずんと力強く歩ほを進める。

　と、少女はとある部屋の前で足を止める。

　ＤＨ学科職員室、というプレートが提さげられた部屋のドアを彼女は無造作に開け放ち、挨あい拶さつもなしに室内へと入った。

「シャルロット先生」

　職員室の出入口に一番近いデスク。そこに座っていた二十代前半の女性教員が入ってきた白髪の少女を見るなり、落ち着いた様子で立ち上がる。それに続いて室内にいた数人の教員達も立ち上がって軽く頭を下げた。

　だがシャルロットと呼ばれた少女はそれに応こたえず、わずかに片かた眉まゆをひくつかせた。

「学園長だよ、剣つるぎ井い英えい子こ。君はここの教師になって一年になるが、いつになったらその学生気分が抜ぬけるのだ？」

「あっ、申し訳ありません。シャルロット先生」

「だから……いや、もういい。状じよう況きようは？」

　状況を聞くシャルロットの下もとに剣井が歩み寄ってくる。

「本日〇六三〇、市内の南部・駅前の停留所に停とまった白陽花学園直営の通学バスが『悪の秘密結社ＤＩＥダイ那ナ爪ソウ』を名乗る犯行グループにジャックされました。日曜の部活、委員会などで学園へ登校しようとしていたＤＨ学科生徒十八名が人質に取られています」

「む？　全員ＤＨ学科の生徒なのか？」

「はい」

「なるほど。それにしてもそんな名前の結社は聞いたことないが……名前がわかっているということは犯行声明があったのか？」

「はい。現在留置所に捕とらえられている仲間の解放を要求してきています。要求に従わない場合は人質と共に白陽花ここへ特とつ攻こうをかける、と」

「フン。そういう要求を政府にしないで妾わらわ達にするという頭の悪さだけは理解できた」

　シャルロットはそう皮肉げに呟つぶやきながらも、だが軽視はできんな、と口に出さず思考する。

　人質と共に特攻。つまり犯人達は己おのれの保身を考えていない。彼らはカルト系の結社なのか、それとも自じ滅めつ覚かく悟ごの何かがあるのか。

　何はともあれ死を厭いとわない手合いは厄やつ介かいだ、とシャルロットは内心だけでため息を漏もらす。

「救出班は？」

　シャルロットが聞くと、剣つるぎ井いは酷ひどく頼たよりなさげな表情になった。

「今日は日曜の早朝ということもあり、教員の大半がまだ学園に来ていなくて。一応連れん絡らくはしました。しかし救出班を編成するにはもう少し時間がかかるかと」

「……」

　あまりの体ていたらくに今度こそシャルロットはため息を吐ついた。

　今から十年前。まだ悪の秘密結社がごまんと存在していた頃ころはこんな事件など小しよう事じの内にも入らなかった。当時から白はく陽よう花か学園は犯罪者達から目の敵かたきにされていたが、生徒達が人質に取られても、正義の味方の模も範はんとなる教員達が即そく座ざに解決していた。

　それが今は『日曜の早朝だから集まらない』という。結社の大半が表おもて舞ぶ台たいから消えて十年。正義の味方が平和ボケするには充じゆう分ぶんすぎる時間なのだろうか。

「やれやれ。今日は客人の応対をしなければならないというのに。できれば妾わらわ抜ぬきで解決してほしかったのだが……まあいい。警察との連れん絡らくは？」

「それが……警察に知らせたら見せしめに人質を何人か殺す、と。あくまで今回のことは学園で進めろとの要求で」

「ほう？　それはまた頭が回るというか……ずいぶん無茶なことを言ってくれるな」

　相手の行動を勝手に軽視していた自分に、妾も平和ボケしているかもしれんな、とシャルロットが自じ嘲ちよう気味に笑った、その時。

「ッ！　非通知の着信があります！　おそらく犯行グループからの通信です！」

　無機質な電子音が鳴り響ひびくのと同時、三十代半ばの男性教員がそう声を上げた。

　しん、と静まり返る室内。

　緊きん張ちよう感が張り詰つめる静せい寂じやくの中、シャルロットが厳格に指示を出す。

「ここにいる全員に聞こえるようにスピーカーにしろ。応対は妾がする。他ほかの者は静かに、音声はできるだけ録とっておけ」

「わかりました！」

　教員達が次々に頷うなずく。シャルロットの隣となりにいた剣井がデスクの上にあった電話の受話器を取る。それをシャルロットに手て渡わたした剣井はスピーカーボタンを押し、デスクから一歩引いた。

　それと入れ替かわるようにシャルロットがデスクの前まで歩み、数秒の間を置いてから受話器に語りかける。

「犯人か？」

『……あぁ？　誰だれだオマエ。さっき電話に出た奴やつとは違ちがうな』

　スピーカーから聞こえてきたのは男の低い声だった。

（魔ま導どうアイテム、少なくとも機械での変声すらしないとはな。警察との連れん絡らくを禁ずる時点でもっと頭のキレる奴やつらかと思ったが……）

　もしかして自分の評価は間ま違ちがいだったのか、とシャルロットは訝いぶかしみながら、

「妾わらわは白はく陽よう花か学園の学園長、シャルロット・ハイドランジアだ。これから貴き様さまらの通信はここの責任者である妾が受ける」

『はあ？　白陽花の学園長ってかなり高こう齢れいじゃなかったか？　声がやたら若いが』

「よく言われる」

『……はっ、なるほどね。正義の味方育成学校の学園長様が若作りとはな。いいのか？　正義の味方がそんな他人を騙だますようなことをして？』

「……」

　シャルロットの握にぎっていた受話器が、ビギリッ、と軋きしんだ。

　その様子を見ていた教員達が『お、落ち着いてください学園長！』『大だい丈じよう夫ぶです！　ババアはババアでも需じゆ要ようがあるロリババアですから！』『そういうのがストライクゾーンな人もいますって！』と小声でフォローを入れた。

　貴様ら絶対に減げん俸ぽう処分にしてやるからな、とシャルロットは無言で教員達を睨にらみ付け、受話器を持ち直す。

「貴様達の要求は聞き及およんでいる。しかし貴様らの仲間を釈しやく放ほうするというのは、妾の一存で決められるものではない。せめて警察や政府との意思疎そ通つうをしなければ──」

『だったらさっさとしな。だが通報は却きやつ下かだ。絶対に公おおやけにするな。アンタは白陽花の学園長様だろ。どうせ幹部とコネがあんだろうから、許すのは個人的な連れん絡らくのみだ』

「……人質は無事なのだろうな？　それが確かく認にんできなければ貴様達の要求は吞のめない」

『安心しろ。なんなら人質の声ぐらい聞かせて……ってオイ！　何だありゃあ!?』

　と、今まで冷静に話していた犯人が急に取り乱した。

「？　どうした？　人質の安否を確認させ──」

『じ、自転車で並走してやがる！　馬ば鹿かな!?　このバス、八〇キロは出てんだぞ!?』

「？」

　シャルロットは受話器を耳から離はなし、説明を求めるように教員達の顔を窺うかがう。しかし彼達も何のことかわからないと言わんばかりに首を振ふった。

『な、何者だオマエら!?　つ、つーか自転車って何だよ!?　どういう脚きやく力りよくしてんだ!?』

　その後スピーカーからは、バスの窓を開けた音と激しい風音が聞こえ始めた。

「……自転車だと？」

　シャルロットは犯人の断片的な言葉を聞き、とある事態を推すい測そくする。

　どうやら、実に考えづらいが……犯人達がジャックした高速で走るバスに、その、自転車で並走する者がいるようだ。

　どこの馬鹿だそんな馬鹿なことをする馬鹿は、と内心でバスに並走する自転車の乗り手を罵ば倒とうした、その時。

『ちょっと貴方あなた！　何の罪もない子供達に銃じゆうを突つき付けるなんて──』

『おい、バス停とめろ覆ふく面めん野や郎ろう！　さもなきゃ力尽ずくで停めるぞ！』

『……橙とう也や。今はわたしが喋しやべってたのよ？』

『ちょ、痛ッ！　お、おい凛り奈な、暴れるなって！』

　再びスピーカーから聞こえてくる声。

　風の音で聞き取りづらいが、しかしそれは確かに先ほどの犯人とは異なり、若い男女の声だった。

「────」

　その二人組の声を聞いた瞬しゆん間かん、シャルロットは呆あつ気けに取られたように目を丸くした。

　今のはおそらく自転車に乗っている者達の声だが、彼女が驚おどろいているのは別の理由だ。

　一つは幼さが残るが、透すき通った綺き麗れいな響ひびきを持つ少女の声。

　もう一つは粗そ野やで野や蛮ばんで、しかしどこか摑つかみ所どころがない少年の声。

　そのどちらも、シャルロットは聞き覚えがあった。

「シャルロット先生？　どうかなさいましたか？」

「ふ、ふふッ」

「？」

　いきなり笑い出したシャルロットに、剣つるぎ井いがさも訝いぶかしげな表情を浮かべた。

　そしてシャルロットは受話器を電話に戻もどし、スピーカーのボタンを押して通話を切った。

「えっ、シャルロット先生？」

「今回の件はこれで終わりだ。警察に連れん絡らくして至急現場へ向かわせろ。妾わらわも向かう……っと、そうだな。事件の詳しよう細さいを警察の連中に説明するため、最低一人は同行してもらう」

　まるでもう事件が解決したかのような指示を出すシャルロットに教員達はざわめいた。

「あの……大だい丈じよう夫ぶなんですか？　警察に連絡したら生徒を殺すって言ってましたけど？」

　そんな彼らの疑問を代表するように剣井が問う。

「それにさっきの声、若い男女のものでした。もしかして生徒の誰だれかが犯人達を取り押さえようとしているのでは」

「ん？　ああ、心配いらん。あいつらは生徒ではない……いや、生徒ではないが生徒になる者といったところか」

　その言葉に剣井は『？』と疑問の色を濃こくする。

　まあわからないだろうな、とシャルロットは苦笑した。

「シャルロット先生はさっきの子達を知ってるんですか？」

「まあな。一人は古い友人の孫で、もう一人は……そうだな、腐くされ縁えんだ」

　とにかくだ、と続ける。

「今回の事件はあいつらがすぐ解決する。君達は事後処理の手配を進めればいい」

「……本当にいいんですか？　生徒ではないっていっても、まだ子供みたいですよ？」

「問題ないと言っているだろう。それにな、いくら生徒とはいえ、この白はく陽よう花かに通う正義の味方の候補生達だ。これくらいの事件は自力で解決してもらうのが普ふ通つうだ」

「またそんなこと言うんですね。ＰＴＡに怒おこられても知りませんよ？」

「ふん。それは君らの責任だろう。生徒達をしっかり育てておかなかったのが悪い」

　シャルロットは職員室から出るため、出入口まで歩いていく。

　ドアを開け、廊ろう下かに出たところで一度だけ立ち止まり、

「とりあえず──ちゃんと生徒達を育てていなかった君達は減げん俸ぽうだ」

　教員達はそれぞれ悲痛の叫さけびを漏もらした。

　その光景を見たシャルロットは満足そうに一回頷うなずき、ドアを閉めて歩き出す。

「まったく、血は争えんな。正義漢ぶって厄やつ介かい事ごとに首を突つっ込むところなんか貴き様さまそっくりだぞ、ゼロウ。もう悪の秘密結社などやめてしまえばいいのにな」

　廊下を歩きながら彼女は呟つぶやく。

　まるで旧友との再会を楽しむかのように。

　それに、と彼女は付け足す。

「フン。いきなり姿を消したかと思えば……まさかゼロウの孫に飼われていたとはな」

　貴様もつくづく変わらないな、と先ほどよりも嬉うれしそうに。

　皮肉と小気味のいい嘲ちよう笑しようを織り交ぜながら──恋人に思いを馳はせるような優やさしげな表情を、老ろう獪かいな少女は浮かべていた。
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「やべえ、死ぬ！　つーか千切れる、指が千切れるッ！」

　俺の現状を説明しよう。

　ショットガンの弾だん丸がんを回かい避ひするため、凛り奈なを抱かかえてバスの屋根に飛び移った。

　が、ここで誤算。

　バスは予想以上のスピードで走行していたらしく、屋根に乗った瞬しゆん間かん、バランスを崩くずした。

　そのまま屋根の上をゴロゴロ転がり、バスの後ろ側がわから投げ出されそうになった。

　そして『あ、これ、このまま落ちたら死ぬわ』と悟さとった俺は屋根の終わり際ぎわ、運よくあったテールランプに全力でしがみついている。

　片手で。

「あっ、煽あおられてる！　鯉こいのぼりも真っ青なくらい体が横になってる!!」

　体は投げ出され、左腕うでで凛奈を抱え、二人分の体重を右手の握あく力りよくだけで支えている現状。

　うん、マジで死ねる。

　つーか何でこんなところで死にそうになってんの俺？　ただ学校に行こうとしてただけだぞ？　それがどう転がればバスジャックを止める流れになんの？

「凛り奈な！　もうそろそろ握あく力りよくの限界だから、お前は俺の体を伝って屋根に戻もどれ！」

「何言ってるのよ、橙とう也や」

　俺の腕うでの中で一いつ緒しよに鯉こいのぼり気分を味わっている凛奈は、むっ、と唇くちびるを尖とがらせる。

「わたしが運動苦手なの知ってるでしょう。そんなことできるわけないじゃない、ふーんだ」

「どうして拗すねんだよ！　お前、今の状じよう況きようわかってんの!?」

「え、だって橙也ならこんな状況を抜ぬけ出すくらい楽勝でしょう？」

「前々から思ってたけどさ！　お前は俺にどんだけ期待してんだよ!?」

　全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを置いてくれるのは悪い気はしないが。走ってバスに追い付けとか、この状況を抜け出せとか、正直その期待が重い。

「く、のッ！」

　とりあえず凛奈の期待に応こたえるべく、俺は全力でバスのリアガラスに蹴けりを入れようとした。

　が、こちらの蹴りが窓に接せつ触しよくする瞬しゆん間かん、パキンッ！　と甲かん高だかい音が鳴り響ひびいた。

　俺の蹴りを阻はばんだのは青白く明めい滅めつする魔ま導どう陣じん。バスのリアガラスから発せられるそれは円形を模かたどり、まるで盾たてのように宙に浮かび上がっている。

　これは……クソ。この通学バス、自動防シ護ー障ル壁ドの導式が施ほどこされてやがる。

　さすが正義の味方候補生を乗せる白はく陽よう花かの通学バス。外側がわからの襲しゆう撃げき者対策は完かん璧ぺきだ。人間状態の俺の蹴りではびくともしない。

「こんの……ッ！　なめんなコラァァッ！」

　蹴りの反動で体全体が上下になびく。俺は二撃目を入れるために右足へ力を込めた。

　が、それは筋力ではない。

　俺が込めたのは魔力。生命力ともいえる燃料を意図的に生成し、右足へ叩たたき込む。

　並びに『導式』を演算。生成した魔力を用いて、現実の理ことわりを虚きよ実じつの理へと導き、属性変へん換かんの魔導を発動する。

　すると右足に叩き込んだ魔力は赤橙色の炎となり、俺の右足から噴ふき出した。

「っ、らァァッ！」

　発生した炎ほのおの爆ばく発はつを利用し、再びリアガラスを蹴り付ける。

　現れた防シ護ー障ル壁ドは一瞬だけ俺のつま先を受け止める。しかし爆発の威い力りよくを合わせた蹴りに耐たえきれなかったのか、パキャンッ、と甲高い音を発して砕くだけ散った。

　そのまま炎を纏まとった俺のつま先はリアガラスをも蹴り抜き、細かく粉ふん砕さいする。

「ッ！」

　進入路を確保し、俺は凛奈を抱かかえたまま、逆上がりの要領で足から車内へと飛び込む。

「きゃあッ！　な、何!?」

「噓うそだろ!?　防シ護ー障ル壁ドごと窓を蹴け破ったのか!?」

「さっき足から火が出てたけど、あれって魔ま導どうなの？」

「で、でも、魔導アイテムは持ってないぞ？」

「俺達と同じ制服……ＤＨ学科の生徒、なのか？」

　後部座席側がわに固まっていた白はく陽よう花か学園の生徒達がいきなり窓を蹴破って入ってきた俺と凛り奈なに各おの々おの反応を示していた。

「な、何者だオマエ!?　このバスは自動防シ護ー障ル壁ドが施ほどこされてるんじゃなかったのか!?」

「チッ、いいから撃うて！　この際、人質が何人か死んでも構わん！」

　バスの前方。中央通路を塞ふさぐように構える覆ふく面めん野や郎ろうが二人。

　距きよ離りは五メートルもない。彼らは携たずさえていたショットガンの銃じゆう口こうをこちらへ向けている。

「凛奈！　生徒達を頼たのむ！」

「え、ちょ、ちょっと！　頼むって言われても、どうすればいいのよ！」

「大人しく伏ふせてろってことだ！」

　赤い覆面の方は俺達が車内に入ってきたことで混乱している。しかしもう一人、通路の左側がわにいる黒覆面はすでに引き金を絞しぼろうとしていた。

　狙ねらうのは、左ッ！

　即そく座ざに判断し、蹴り足に魔力を込める。展開する導式は高速移動クイツク・ムーブという一いつ般ぱん的な移動魔導。俗ぞくに言う縮しゆく地ちの類たぐいで、効果は一いつ瞬しゆんだが汎はん用よう性せいが高い。

　その高速移動クイツク・ムーブの時短性を利用し、俺は瞬時に二人の懐ふところへ潜もぐり込んだ。

「なッ……クソ！　こいつ、アイテムなしで魔導を!?」

　まずは黒覆面が構えたショットガンを蹴り上げる。ガンッと乾かわいた音がして、射出された散さん弾だんは狙いどおり天てん井じようを撃ち抜ぬいた。

「きゃあッ！」

　背後から女子のものらしき悲鳴が聞こえたが無視。そのまま左フックを黒覆面の顎あごへ放ち、脳を揺ゆらす。

「がッ!?」

「テメェ！　さっきはよくも自転車ごと撃ってくれたな！」

「ひっ！」

　黒覆面が倒たおれたのを確かく認にんし、今度は赤覆面に足あし払ばらいを放つ。バランスを崩くずした男の顔面を摑つかみ、力尽ずくで床ゆかに叩たたき付けた。

　ばぎ、めごんッ！　と。

　後頭部から落ちた赤覆面はバスの通路に頭をめり込ませた。中央通路は意外に脆もろい素材でできていたのか、男の顔がすっぽりと全部埋うまってしまった。

「さて、っと」

　二人のバスジャック犯を沈しずめて、俺はゆっくりと立ち上がりバキゴギと首を鳴らす。

　残るは一人。

「ひ、ひぃぃ！　く、来るな！　それ以上近付いたらこいつを撃うつぞ！」

　バスの運転手に向けて、拳けん銃じゆうを突つき付けている青い覆ふく面めんだけだ。

　残ったバスジャック犯は仲間が二人やられた恐きよう怖ふからか、ガクガクと足を震ふるわせている。

「……」

　人質に取られた運転手。撃たれれば当然運転手は死んでしまうだろうし、運転手が死んでしまえばバスは事故ってしまうかもしれない。まあしかしバスジャックなんかやる連中だ。事故やら何やらには考えが及およばず、本当に撃ち殺す可能性は充じゆう分ぶんある。

　そう状じよう況きようを冷静に分ぶん析せきした俺は──無造作に青覆面に向けて歩む。

「えぇ!?　おい、ちょっと、これ見えてる!?　近付いたらこいつを撃つっつってんだけど!?」

「見えてるよ。えーと、あれだ、運転手さんも大人だし。子供達の命を守れるんだったら本ほん望もうでしょう」

　そう言ってもう一歩近付くと、銃を突き付けられていた運転手が悲鳴を上げた。

「た、助けて！　わ、私はまだ死にたくない！」

「おい、めっちゃ命乞ごいしてるぞ！　お前は罪もない大人を殺してもいいのかよ!?」

「バーカ。殺すのはお前だろ、俺のせいにすんじゃねえ。ほら早くバスジャック犯から殺人犯にクラスチェンジしちゃえよー。殺すのはお前だからなー、俺悪くないもーん」

「殺しを煽あおるなよ！　お、お前それでも正義の味方か!?　こういう時は人命優先だろ！　白はく陽よう花か学園の生徒がそんなんでいいのか！」

「ひ、人殺しーッ！」

　バスジャック犯に諭さとされ、運転手には罵ば倒とうされてしまった。

　なにやら立場が逆転しているような気がするが、どうやら青覆面と運転手は何か勘かん違ちがいをしているようだ。

「一いつ緒しよにすんな」

　俺はやれやれとため息を吐つきながらも、歩みは止めない。

「な、何を言って──」

「俺は正義の味方じゃないっつってんの。だから、みんなを助けて大団円、ってのはできないんだ。運転手さんには悪いけど」

　俺の言葉に青覆面が恐きよう怖ふで顔を引き攣つらせるのがわかった。

　覆面で見えないが、たぶんそういう表情を浮かべている。

「おい、動くな小こ僧ぞう！」

　聞こえてきた怒ど声せい。

　声がしたバスの後方を見ると、最初に倒たおしたはずの黒覆ふく面めんがいた。男は凛り奈なと同じブレザー制服を着ている女子を人質に取り、彼女の頭にショットガンを突つき付けている。

　女子生徒──銀ぎん髪ぱつの後頭部に大きなリボンを着けている少女は、銃口を向けられているというのに無表情だった。何な故ぜかこの春先に黒い手て袋ぶくろを着けている。

　人質にされても混乱しないその冷静さは感心するが、しかし。

「あ、やべ」

　どうやら顎あごに入れた一いち撃げきが甘かったらしい。しばらく実戦経験がなかったので体が鈍なまっているようだ。

「は、はは！　大人しくしてろよ！　これ以上暴れやがったらこの女が死ぬことになるぞ！」

　リボンの女子を人質に取った黒覆面が勝ち誇ほこったように笑った。

　一いつ瞬しゆんの隙すきを突ついて高速移動クイツク・ムーブで近付き、運転手を助けようと思っていたが……この状じよう況きようでは無理だ。前後に人質がいるとなれば、片方へ跳とんだ隙にもう片方が撃うたれてしまう。

「と、橙とう也や！」

　黒覆面の後ろで凛奈が泣き出しそうな顔になっていた。俺一人ではこの状況を打破できないと理解したのだろう。

　んー、どうしようかな。凛奈に言われたのは『生徒の救出』だし。この際、本当に運転手さんには犠ぎ牲せいになってもらって女子生徒の方を助けようかなー、などと考えていると、




『──大だい丈じよう夫ぶ。三人同時は無理だったけど、一人だけなら自力で何とかできるから』




　ふと、どこからか機械的な女の子の声が聞こえた。

　それが誰だれのものかを判断する前に、

「う、うおぉぉ！　な、何だこれ!?」

　黒覆面が悲鳴を上げた。

　見ると、男が持っていたショットガンの銃口を──氷の塊が塞いでいた。

　何が起きたのかはわからない。しかし人質に取られていたリボンの女子が、その黒い手袋で覆おおわれた小さな手でそっと銃口に触ふれたのだけは確かく認にんできた。

　なるほど。どうやったかは知らないが、あの女子が何かしらの魔導を使って銃口を凍こおり付かせたらしい。

　俺は即そく座ざに振り向き、運転手を人質に取っている青覆面に向かって跳とんだ。

「く、クソォォッ！」

　男は叫さけび声ごえを上げ、運転手に向けていた銃口を俺へ移し、引き金を絞しぼろうとする。

　しかし、遅おそい。

　一瞬早く懐ふところに潜もぐっていた俺は拳けん銃じゆうを横合いから払はらい、射線を逸そらす。

　そして右手を固く握にぎる。

　轟ごうッ！　と赤せき橙とう色しよくの炎ほのおが音を立てて拳こぶしを覆おおい、燃え上がった。

「必殺、丸焼きアッパー」

「な、何そのネーミング……」

　炎が宿った拳を、青覆ふく面めんの顎あごへ掬すくい上げるように放つ。

　がごばぎんッ！　と打だ撃げきと爆ばく発はつの音が同時に鳴り、青覆面は舞まい上がる。そのままバスの天てん井じように激げき突とつし、頭が突つき刺ささった。

　プランプランと走行の振しん動どうで青覆面の身体からだが揺ゆれる。

　ふと、バスの後方へ視線を向ける。どういう経緯を経てそうなったのか、人質に取られていたリボンの少女が黒覆面を通路に組み伏ふせていた。

　どうやらこれでバスジャックは止められたらしい。

　……まったく。転校先の学校へ向かってただけなのに、酷ひどい目めに遭あったもんだ。




　　　　◆◆◆




　通学バスを占せん拠きよした犯人は捕つかまり、人質になった生徒プラス運転手アルフアは無傷で事件は解決した。

　バスは適当なところで停車し、乗っていた生徒達や動きを封ふうじた覆面男を降ろす。

　すると、ものの数分でサイレンを鳴らしたパトカーがやって来た。ずいぶんと手て際ぎわがいい。もしかしたら事態に気付いた誰だれかが手回ししていたのかもしれない。

　パトカーから降りてきた刑けい事じ達は犯人三人を拘こう束そくし、今は白はく陽よう花かの生徒達や運転手に事情聴ちよう取しゆをしている。聴取の間、運転手は何な故ぜかしきりに俺を睨にらんできた。

　で、

「本っ当にありえないわ！　どうして白陽花の通学バスを襲おそおうっていうのに魔ま導どうアイテムも使わないのよ！」

「あ、い、いや……そんなこと俺達に言われても……」

「貴方あなた達だから言ってるのよ！」

　事件に首を突つっ込んだ我らが総そう帥すい様は、事情聴取などそっちのけでバスジャック犯に説教を食らわしているのだった。

「いい？　よく聞きなさい。アイテムは指輪とかネックレスとか、そういう普ふ段だん身に着けてても不思議じゃない型を選びなさい。あと他ほかに銃じゆう器きを使うのなら導式は防ぼう御ぎよ系……そうね、自動防シ護ー障ル壁ドが組み込まれてるアイテムは比ひ較かく的安価でオススメよ」

「……あの、戦せん闘とう用のアイテムとか、そう手に入るもんじゃねえって」

「そ、そうそう。俺達は裏で流された銃を使っただけであって」

「正義の味方じゃあるまいし、そんな物を用意できるわけがないというか」

「準備の手て間まを面めん倒どう臭くさがってどうするの！　貴方あなた達、バスジャックをなめてるの!?　それとも正義の味方の候補生達を侮あなどってるの!?　どちらにしたって、今時銃じゆう器きだけで犯行しようなんて認にん識しきが甘いんじゃないかしら!?」

「あ、いや、すいませんでした」

　強気に説教する凛り奈なに、パトカーの近くで手て錠じようをかけられた犯人達はタジタジだった。

　そりゃあ戸と惑まどうだろう。少女に犯行の手口についてアレコレ説教されては、誰だれだって困こん惑わくするさ。

　その証しよう拠ことばかりに、彼女らの様子を見守っている刑けい事じも非常に困った顔になっている。

「き、君？　それ以上犯人に近付くのは危ないよ……？」

「あ、すいません刑事さん。もうすぐ終わりますので、少し待っててもらえますか？」

「ああいや、終わるとかそういう問題じゃなくてね？」

「それとさっき貴方達が使ってた通信機を見たけど、何よあれ！　音声変へん換かんの導式すら施ほどこされてないじゃない！」

「……」

　刑事が俺の方を見る。『犯罪者を連れて行きたいから早く何とかしてくれ。君の連れだろ』とでも言いたげに。

　……や、すいません刑事さん。俺にはどうしようもないのだ。

　どうやら凛奈はバスジャックをしようというのに魔ま導どうを使わない犯人達にご立腹のようだった。結社の総そう帥すいとしてのプライドでもあるのかもしれない。

「……い、いや、さっきから色々言われてるけど、途と中ちゆうまで成功していたわけでさ」

「そ、そうそう。お嬢じようちゃん達が来なきゃ何事もなく……」

「お、俺達の邪じや魔まをした奴やつに、言われても……なあ？」

「成功するかどうかの話じゃないわよ！　むしろ悪の秘密結社としては失敗しなきゃ困るでしょう！」

「は、はあ？　散々アドバイスしといて、失敗しろっつーのかアンタ？」

「つ、つーか、何で俺達が結社の人間だってわかったんだ……？」

「そんなの雰ふん囲い気きとか身のこなしとかを見ればわかるわよ！」

　凛奈は腰こしに手を当てて、よく聞きなさい、と前置きして続けた。

「悪の秘密結社はね、正義の味方の引き立て役！　裏方と同じなの！　しっかりアイテムを使うのも、犯罪する前にちゃんと下準備するのも、貴方達が倒たおされた時に『あれだけ用意周しゆう到とうな結社なのに、それを倒す正義の味方は凄すごいな』って世間に思わせるためにやるものなの！」

「な、何だよそれ……それってつまり、失敗するためにやるってことじゃねえか」

「当たり前でしょう！　悪の秘密結社は正義の味方の味方なんだから！　まったく、そんなこともわかってないなんて……同じ立場として恥はずかしいわよ」

　あ、やばい。凛り奈なが余計なことを口走りやがった。

「ん？　同じ立場……？」

　と、今まで凛奈の隣となりで黙だまっていた刑けい事じが、不ふ審しんそうに眉まゆを顰ひそめた。

　ホントやべえ。この刑事、意外に鋭するどい注意力だ。

「君、今のはどういう意味だい？」

「はい？　今のって、何がです……むぐッ!?」

「いやー、ははは！　すいません、うちの子が迷めい惑わくかけて！」

　刑事に余計なことを口走る前に、俺は凛奈の口を背後から塞ふさぐ。

「もうや!?　まみふるも!?」

「すいませんねホント！　お仕事の邪じや魔ましちゃって！　もうこいつも満足したみたいなんで、すぐ連れて行きます！」

「ふぁまーッ！　ままみっめみゃいももはまるほみーッ！」

　たぶん『やだーッ！　まだ言ってないことがあるのにーッ！』と言いながらジタバタと暴れる凛奈を連れて行こうとする。

「いや、それは構わないが。それよりも、今同じ立場とか──」

「え!?　や、やだなぁ、刑事さん！　俺らは白はく陽よう花かの生徒ですよ!?　こんな犯罪者と同じなわけないじゃないですか！」

「……」

「こいつったら、何かこう、映画とか本とかでなにかカブレちゃってるみたいなんで！　マジで気にしないでください！」

「そうか……まあ、映画も本も大たい概がいにするんだよ」

　我ながら苦しい言い訳かと思ったが、刑事は結構あっさり引き下がってくれた。どうやら俺と凛奈が着ている白陽花の制服が説得力となってくれたらしい。

「はいわかりました！　後でキツく言っとくんで！　それじゃ！」

　するとこの金きん髪ぱつ少女ときたら『ふぐッ!?』と心外そうに俺を睨にらみ付けてきた。

「もっも、もうや！　ままみひゃはみゅへれまんかひにゃひふぁ！」

　たぶん『ちょっと橙とう也や！　わたしはかぶれてなんかいないわ！』と言っている凛奈を引きずって、刑事とバスジャック犯達から離はなれる。

　充じゆう分ぶんに距きよ離りを取り、会話が聞こえないような位置に来てから、俺は凛奈を解放した。

「橙也！　いきなり何するのよ！」

「何するのはこっちの台詞せりふ。危あやうく正体バレるとこだったぞ」

　あの刑事、滅め茶ちや苦く茶ちや不ふ審しんそうな目でこっち見てたぞ。そこんとこわかってんの？

「でも不ふ甲が斐いないじゃない！　変異もしてない橙也にあっさり秒殺されるなんて！」

「人聞きの悪いこと言うな」

　殺してねえよ。しっかり生かして捕つかまえたよ。

「つーかお前、生徒を助けたいとか言ったり、助けたら助けたで犯人を不ふ甲が斐いないとか言ったりさ。一体何がしたいの？」

「そんなの、生徒達を助けて、犯人達にはちゃんと正義の味方の引き立て役になるよう善戦してもらいたいに決まってるでしょ！」

『……あの』

「あのな凛り奈な。生徒達を助けたんだから、もう引き立て役とか善戦とかどうでもいいだろ」

「よくないわよ！　彼らにはちゃんと悪の秘密結社としての立場を全まつとうしてもらわなきゃいけないじゃない！　こんな時代にバスジャックをしようなんて考えるのよ！　将来有望な犯罪の芽はちゃんと育ててあげなきゃ可哀かわい想そうでしょう！」

『……あの』

「犯罪の芽を育てるな。ちゃんと摘つみ取れ」

「だから最終的には摘み取るわよ！　しっかり正義の味方の味方として立ち回れるようになってから！」

『……あの』

「ん？」

「え？」

　と、そこでやっと話しかけられていることに気付く。

　凛奈と言い合っている間に歩み寄られていたらしい。俺達の横に一人の少女が立っていた。

『さっきはありがとう。私一人だけじゃ、バスジャックを止められなかったから』

　身長は凛奈より少し高い。たぶん凛奈と同い年くらいだろう。後頭部には大きなリボン。人形のように整った顔立ちをしており、控ひかえ目めに言っても美少女の部類に入る。

　彼女は──ああ、バスの中で犯人の一人を取り押さえた子か。

「そんなそんな、橙とう也やならあんなの楽勝だもの。お礼なんてもったいないわ」

　凛奈はリボンの少女に、当然のことをしたまでよ、とでも言いたげに手をパタパタ振ふった。

「……ちょっと、全然楽勝じゃなかったんだけど。軽く死にかけたんだから、お礼くらいほしいんだけど」

　そして俺はというと、不ふ遇ぐうの扱あつかいにさりげなく改善を要求してみた。

『私は冬ふゆ咲さき姫き紗さ希き。あなた達は？』

　彼女は表情筋をまったく動かさず、俺へ黒いグローブに覆おおわれた手を差し出してくる。

　無表情といっても『感情の起き伏ふくが薄うすい』とか『表情が読み取れない』とか、そういうレベルのものではない。

　姫紗希と名乗った少女は、言葉を発しているのに唇すら動いていない。

　生きつ粋すいの、文字どおり無表情。どういう原理で声を出しているんだ、あれ。腹話術か何かだろうか？　なんて思いながら俺は差し出された右手を取る。

「橙とう也や。鳥と坂さか橙也だ……って冷つめたっ！」

「わたしは一いちノの院いん凛り奈な。よろしく……って冷っ！」

　俺に続き、差し出された手を取った凛奈が同じ感想を漏もらす。氷のようにとまではいかないが、彼女の手は明らかに体温が低かった。手て袋ぶくろ越ごしにもわかるほどに。

『ありがとう。鳥坂君に一ノ院さん』

　凛奈との握あく手しゆを終えた姫き紗さ希きは改まって……るのか？　無表情なんでわからないが、とりあえず改まったようにお礼を口にし……てないな。お礼の言葉をどっかから出した。

「凛奈でいいわ。こっちも橙也でいいわよ」

「ちょい待ち。俺の呼び方を勝手に決めないでくれる？」

『うん、じゃあ私は姫紗希でいい』

　俺の言葉を無視した姫紗希が、こくん、と頷うなずく。

『二人は何者？　私と同じ、ＤＨ学科の生徒みたいだけど』

「あ、わたし達は今日付けで白はく陽よう花かに転校することになってたのよ。バスで学校まで行こうと思ってたんだけど、そのバスの様子がおかしかったから追いかけてきたってわけ」

『そう。私もちょうど実家から帰ってきた時に巻き込まれたから』

「ふふ。お互たがいに運が悪かったわね」
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　俺の意見を無視し、何やらガールズトーク的なものをし始める女の子二人。

　……別にいいけどさ。慣れっこですよ。




「──ほう。また派手にやったな」




　凛り奈な達の会話を黙だまって横で見ていると、背後からそんな声がした。

　遠くから聞こえたはずなのに耳に残るような女性のもの。

　振ふり返ると、いつの間にか赤いスポーツカーが停とまっているのが見えた。ちょうどバスの後ろに停車しているパトカーに連なるように。

　スポーツカーのドアは開いていて、ちょうど人が下りてくるとこだった。

「げっ」

　その下車してきた人影──少女を見て、つい声を漏もらす。

「……フン。防シ護ー障ル壁ド加工されている窓を破るとはな。まったく誰だれがこんな乱暴なことをしたのだか。弁べん償しよう代が高く付くぞ、これは」

　少女はリアガラスが割れた通学バスを見上げながら小さく鼻を鳴らした。

　頭は雪でも積もっているんじゃないかという白髪。『はくはつ』ではなく『しらが』だ。そう言っていいほど、あの少女の実じつ年ねん齢れいは若くない。むしろ老おい先さき短い部類だ。普ふ段だん着ぎがフリル盛りだくさんの白いゴシック調ドレスというあたり、趣しゆ味みの悪さも変わっていない。

　ああやばいな。あいつが来たからにはさっさとトンズラした方がいいだろう。

「おい凛奈。あいつはやばい。さっさと逃にげ──」

　そう判断し、俺は回れ右。凛奈を抱かかえてこの場から逃げ出そうとした……のだが、

「あ、シャルロットさん。お久しぶりです」

『おはようございます、学園長』

「な、にぃ……ッ!?」

　俺の思おも惑わくなど露つゆ知らず、凛奈と姫き紗さ希きはやたらフレンドリーにドレス少女に挨あい拶さつしていた。

　おいおい、聞いてねえぞ。

　何でこいつが……よりにもよってこの女が学園長なんて呼ばれてんだ？

　俺は自分の顔が引き攣つっているのがわかった。ギギギ、と硬かたくなった首で再度振り返る。

　すると純白ドレスの少女──シャルロット・ハイドランジアはそんな俺を見て、嫌けん悪お感を表すように鼻を鳴らした。

「久しいな一いちノの院いん凛奈。それに貴き様さまもな。今は……鳥と坂さか橙とう也やだったか？」




　　　　◆◆◆




　バスジャックの事後処理はその場に居合わせた白はく陽よう花かの生徒──冬ふゆ咲さき姫き紗さ希きと刑けい事じ、さらにスポーツカーを運転して来たらしい若い女性教員に任せられた。

　俺と凛り奈なの二人はというと白はく髪はつ少女が運転するスポーツカーで白陽花学園まで連れて来られた。『……シャルロット先生。私の愛車、絶対にぶつけないでくださいね？』と穏おだやかに、しかし唇くちびるの端はしを引き攣つらせながら俺達を見送る女性教員が不ふ憫びんでならなかった。

　で、今現在。

「まずは挨あい拶さつをしておこうか。妾わらわは白陽花学園の学園長にしてＤＨ学科の学科長、シャルロット・ハイドランジアだ」

　場所は白陽花学園の学園長室。

　窓からの日差しをバックに、大きな木製机に座った白髪の少女がそう口にした。

「といっても、二人共に旧知の仲だ。そっちの自己紹しよう介かいはいらない」

　俺と凛奈は接客用に用意されていたらしい二人がけのソファーに座っていた。凛奈は俺の隣となりで居住まいを正している。あの強気で我わが儘まま三ざん昧まいの金きん髪ぱつ少女が、前総帥ジイさんの前以外でピシッとしてるのは初めて見た。

「それにしても、だ」

　白髪の少女は口元をニヤニヤ歪ゆがませながら、凛奈から俺へ視線を移した。

「貴き様さまが幼いおなごの尻しりに敷しかれているとは。存外落ちたものだな、ランタン」

「……ケッ。ランタンって呼ぶな、今の俺は橙とう也やだ」

　で、俺はというと、肘ひじ掛かけに頰ほお杖づえをつきながらこれ見よがしに不ふ機き嫌げんな顔をしていた。

「なーんでテメェが学園長なんだよ。意味わかんねえ。つーか何だその髪かみ、前髪パッツンじゃねえか。姫ひめカットか？　姫カットで若作りですか？」

「ちょ、ちょっと橙也！　シャルロットさんに失礼じゃない！」

　バスジャックの現場からここまで黙だまっていたが。明らかな罵ば倒とうを流してやるほど、俺はできた怪かい人じんじゃない。

　せっかく知らないフリしてやってたのに、空気読めよな。

「若作りではない。以前、美容室でお任せカットしてもらったらこうなったのだ。まあしかし中々気に入ってな。それ以来ずっとこの髪型だ」

「そーかいそーかい。よかったなロリババア、お子様に間ま違ちがえられてよ」

「おいランタン、口を慎つつしめ。妾はロリババアではない、まだピチピチの八十代だ。百歩譲ゆずってロリお姉さんと言え」

「一歩たりとも譲ってねえよそれ。つーか何だ八十代って。生々しいんだよ。ロリババアとしてキャラ売ってくなら、せめて二百歳越こえて『あ、こいつは長ちよう寿じゆの存在なんだ。ならいける！』って思われてからにしろ」

「相変わらず口だけは達たつ者しやだな、ランタン。それと今度ロリババアと言ったら地じ獄ごくへ堕おとす」

「はっ。そっちも相変わらず偉えらそうだな。あとランタンって呼ぶなっつってんだろ」

　バチバチッ、と火花を散らす勢いで睨にらみ合う俺とシャルロット。なんだったら本当に火花を散らしてやろうか、と手に魔ま力りよくを込めた時、

「と、橙とう也や。わたしに説明してよ！　貴方あなたとシャルロットさん、もしかして知り合いなの？」

　眉まゆ尻じりを下げ、どこか心配そうにこちらを見てくる凛り奈なに、俺は魔力を収めた。

「……別に知り合いじゃねえよ。ただの腐くされ縁えんだ」

　シャルロット・ハイドランジア。

　善悪戦争よりもっと昔から正義の味方をしている歴戦の猛も者さ。『死霊遣いネクロマンサー』の異名で知られ、さらには『現存する英えい雄ゆう』とまで呼ばれている。

　このロリババアとは凛奈と知り合う以前からの腐れ縁だ。

　もちろん怪かい人じんと正義の味方……つまり敵として。

　だが、

「……聞いてねえ。こいつが前総帥ジイさんの友人だったってことも、白はく陽よう花かの学園長だってことも、何一つ聞いてねえ」

「新聞を読め、馬ば鹿か者。妾わらわが白陽花の学園長であることは有名だぞ」

「自分で自分を有名とか言ってんじゃねえよ。つーかシャルロット。お前、何で前総帥ジイさんと友達なんだよ？　敵同士だろ」

「フン。友人ではない。貴き様さまと一いつ緒しよで、ゼロウとは腐れ縁なだけだ」

「腐れ縁なだけで、その孫をわざわざ匿かくまってやるとは思えねえけどな」

「勘かん繰ぐりはよせ、人の好意は素す直なおに受け取るものだ……まあゼロウと貴様で違ちがうところといえば、奴やつには借りがあるところか」

　そう言って、シャルロットはため息を吐つく。

「ゼロウの孫を預かるだけかと思えば、とんだ厄やつ介かい者も一緒に囲かこうことになったものだ……まあ書類を流し見した妾にも責任の一いつ端たんはあるか」

　机の上に置かれていた書類を手に取りながら、老ろう獪かいな少女はそんなことをぼやいていた。彼女が見ているのはおそらく俺と凛奈が転校の手続きをするために送った書類だろう。

「顔写真を見た時からどうも引っかかっていたんだが、まさか貴様が人間と変わらぬ姿になっていようとはな……一体どんな魔導を使えばこうなるのだか」

「あ、それはわたしが開発したオリジナルの導式です」

「オリジナル……？」

　はい、と元気よく手を上げた凛奈に、シャルロットは眉まゆを顰ひそめた。

「身しん体たい変異抑よく制せい導式といって、それで変異を抑おさえています」

「抑制導式？　促進ではなくか？」

「はい。橙也は他ほかの怪人と違って変異するまでもなく怪人化しているので。人間の姿になるためには変異を抑え込まなきゃいけないんです」

「なるほどな。興味深い話だが……まあ今は後回しだ。ほら、受け取れ」

　と、シャルロットが書類に添てん付ぷされていた小型の機械を俺と凛り奈なに投げてよこした。

「あ？　何だこれ」

　投げられた物を片手で摑つかみ取る。

　それはスマートフォンをカードサイズに小型化したような機器だった。

「え？　あいたっ」

　それを凛奈は受け取り損そこねて額に直ちよく撃げきさせていた。うぅ……と小さく唸うなりながら、涙なみだ目めで自分の小さなおでこをさすっている。

「……何だこれ？」

　俺は凛奈の失態には気付かないフリをして、シャルロットに尋たずねる。

「白はく陽よう花かの学生証だ」

「はあ？　このスマホみたいなのが？」

「そうだ。それ一つで授業のスケジュールや取得単位の管理、人助けの受注などを行う。なくすなよ」

　プロフィールを選せん択たくしてみろ、とシャルロットに促うながされる。

　言われたとおり俺は画面を起動してメインメニューのプロフィールという項こう目もくをタッチしてみる。そこには俺の顔写真といくつかの個人情報が書かれていた。




　名前・鳥と坂さか橙とう也や。

　所属・ＤＨ学科、二年Ｃ組。

　生徒種・奨しよう学がく生せい。

　学費免めん除じよ値ち・マイナス十万円。




「ん？　この奨学生ってのと学費免除値ってのは何だ？」

「あ、わたしのにも書いてある」

　プロフィール欄らんにある不可解な項目に俺と凛奈が首を傾かしげる。

　するとシャルロットが学園長らしく尊大に構えながら、

「白陽花には一いつ般ぱん生せい、特待生、奨学生という三種類の生徒がいる。学費免除値というのは奨学生にのみ記き載さいされている項目だ」

「へえ。で、マイナス十万円っていう生々しい値あたいは？」

「当然、白陽花の月々の学費だ」

　さらっとトンデモねえことを言う学園長様だ。

　毎月十万って……高校の学費でこんな額を取られるなんて、ぼったくりじゃねえか？

　こちらの不満が伝わったのか、シャルロットはまたも鼻を鳴らす。

「その学費免めん除じよ値ちは、人助けをこなせば、それに見合った働き分が加算されていく。それを十万円分……つまり月々の学費分の値を月末までに貯ためれば、支し払はらい完かん了りようということだ」

　世でいう新聞奨しよう学がく生せいみたいなものだな、とシャルロットは付け足した。

　つまり、学費は働いて返せってことだろう。

　まあそれは理解した。ただで学校に匿かくまってもらえるなんて端はなから思ってなかったし。それに学費分の人助けをしろというのは、正義の味方養成学校ならではの制度だ。特別疑問を挟はさむようなことではない。

　俺が疑問に思っているのは、もっと別のとこである。

「……何、国家資格も持ってねえ生徒が人助けして金もらえるの？」

「現金をもらえるわけではない。あくまで学費免除値が加算されるだけだ。一いつ般ぱん生せい、特待生に至っては人助けをしても成績にしか反映されない」

　なるほどね。そこはあくまで授業の体てい裁さいを保つわけだ。

　一般から寄せられた要よう請せいに対して金を取れるのは、国家に職業として認められた正義の味方だけだ。中には国家資格を持たないフリーランスがいるが、それは完全な違い法ほうである。

「へえ。アルバイト感覚なのね。わたし、アルバイトしたことないからちょっと楽しみ」

　そう言う凛り奈なの笑みは、バイトしたことがない高校生が『バイトやってみたいなー』と期待感を膨ふくらませているような感じだった。

「……そうだな」

　元アジトの家賃をバイトして払ってた俺は別に楽しみでも何でもないけど。

「あ、そういえば。もし月末までにこの学費免除値を稼かせげなかったらどうなるんだ？　補習で人助けの実技をするとか？」

「決まっているだろう」

　ニタァと唇くちびるの端はしを吊つり上げるシャルロット。

　彼女はそのまま掌てのひらを喉のど元もとにちょんちょんと当てる。

　それはまるで首を切るような仕草だった。

「「……」」

　押し黙だまる俺達二人は奨学生。

　やっぱりね。学費十万円分の人助けをできなかったら、退ク学ビか。

　いくら世間では英えい雄ゆうと言われる正義の味方でも、金に対しておおらかというわけではないってことだ。クソ。正義の味方なら金がない奴やつらにも優やさしくしろ。

「まあ貴き様さま達が所属することになるＤＨ学科は他学科に比べて特に奨学生が多い。学費免除値の詳くわしいノウハウはクラスメイトにでも聞け」

　そう言って、シャルロットは白はく陽よう花か学園のシステムに関する説明を終えた。

　彼女はイスから立ち上がり、「付いてこい」とソファーに座っている俺達に短く告げてくる。

「あ？　どこに行くんだ？」

「貴き様さま達が今後住むことになる場所を教えてやる。ついでに学園内の主な施し設せつを案内しよう」

　感謝しろよ、と嫌いやみったらしく言い残して、シャルロットは先に退室していった。

「……」

　まったく感謝する気になれないのは俺だけじゃないはずだ。

　そう思って凛り奈なの方を見てみたが……彼女は何な故ぜか勢いよく立ち上がり、いまだソファーに腰こしを下ろしている俺の腕うでを引いてくる。

「ほらほら、ぼーっとしてないで。早く行くわよ」

「ちょっ、待てよ。どうしてお前はそんなにエネルギッシュなんだ」

　自転車でバスと追いかけっこしたので、俺の足はパンパンなのだ。もう少しソファーで休んでいたいというのが本音である。

　と、凛奈はやけに目をキラキラ輝かがやかせながら、

「だってわたし、学校に通うの初めてだもの。どんなところなのか気になるじゃない」

「……」

　その一言が、逆に俺の胸にモヤモヤを生み出した。

　十年前の大戦以来、悪の秘密結社は社会的弱者だ。

　結社に所属する者が『学校に通う』なんて真っ当な生活を送れること自体珍めずらしい。

　……そうだな。そう考えると、はしゃぐのも無理はないか。

「ほら橙とう也や、せっかくシャルロットさんが案内してくれるんだから。急ぎましょう」

「ああ、わかったって。だから手ぇ引っ張るな」

「やだ」

「どうしてそこで拒きよ否ひるんだ」

　ソファーから立ち上がる俺の腕を、凛奈が急せかすように引っ張ってくる。

　歩きにくいことこの上なかったが、それくらいの不都合は我が慢まんしよう。

　人生初の学校に胸を躍おどらせている結社の総そう帥すい。そんな彼女に水を差してもあれだし、俺は黙だまって彼女に付いて歩いた。




　　　　◆◆◆




　先刻の宣言どおり、シャルロットは俺達に学園の敷しき地ち内にある施し設せつを案内して回った。

　学科毎ごとに異なる校舎、学生寮りよう。第一から第六まである学生食堂館に学園生協、体育館に巨きよ大だい図書館などなど。終しまいには神社や教会まであった。

「……おいおい、高校ってこんなに大きいものなのか？」

　歩きながら、先頭を行くシャルロットに聞いてみる。するとこの老ろう獪かいな少女ときたら、こっちを小こ馬ば鹿かにするように鼻を鳴らした。何それ、むかつくんだけど。

「高等部の他ほかにも初等部から大学部まであるからな。規模だけでいうのなら日本最大だろう」

　白はく陽よう花かにはＤＨ学科の他にもＴＨ学科やＭＧ学科、ＥＸ学科などの学科があるとシャルロットは歩きながら説明してきた。イニシャルで説明されても、その学科がどんなことを学ぶのかまったくわからない。

　白陽花には十近くの学科があり、それぞれ学科の一学年は平均十クラスあるという。一番小さいＤＨ学科でも六クラスあるらしい。さらに初・中・高・大学部まで完備されているとなると、街一つはありそうなこの広さも納なつ得とくできる。

　この規模だったら設備費や維い持じ費だけでも馬ば鹿かにならないだろう。学費が月々十万っていう激げき高だかなのも仕方ないか。

「ほら、着いたぞ。ここが今日から貴き様さま達の住すみ処かだ」

　そして辿たどり着いたのは西洋風庭園。

　周囲が森で囲まれていたり小川が流れていたりする緑豊かな場所。何で学園の敷しき地ち内に川が流れているのかはさておいて、その小川にかけられた小さな橋の先に一軒けんの建物があった。

　丸太を切って組み上げたかのような木造の一軒家。一戸建てではあるが家族が住むには規模が小さく、よくスキー場の宿泊所に見られるような風ふ情ぜい豊かなログハウスだ。

「わあ。結構素す敵てきなところなんですね」

「そうだろうそうだろう。妾わらわが残業などで学園へ泊とまる時に使っていたものだ。今は職員寮りようができたからな。使っていないここを貴様達に貸してやろう。ほら、鍵かぎだ」

「ありがとうございます、シャルロットさん」

「うむ、ありがたく思え。それと一いちノの院いん凛り奈な、白陽花の生徒になるのであれば妾のことは学園長と呼べ」

「わかりました、シャルロットさん」

「……まあ別によいが。人の話を聞かないところも奴やつそっくりだな」

　そのログハウスを見た少女二人はどこかはしゃいで見えた。たとえどんな立場であろうが、こういうオシャレな住すみ処かは女にとって惹ひかれるのかもしれん。

　俺も小さめの木造一軒家を見上げながら、シャルロットに聞いてみる。

「俺と凛奈は学生寮に入るんじゃなかったのか？」

「フン。当然の処置だ。結社に所属している者を、妾の大事な教え子達と同じ建物に住まわせるわけないだろう」

「……」

「確かにゼロウの奴には世話になった。だからこそ最低限の便べん宜ぎを図はかるが……何か問題を起こせば即そくこの学園から追い出すつもりだ」

　シャルロットはその鋭するどい目付きで、ギンッと仇きゆう敵てきを見るかのように睨にらみ付けてくる。幼い外見とは裏うら腹はらに、その瞳ひとみに宿る威い圧あつ感は本物だった。

　なるほどね。匿かくまってはやるが信用したわけではない、と。

「見て見て橙とう也や！　二階がロフトになってるわよ！　ここはわたしの寝しん室しつにするからね！　橙也は一階よ！」

　と、俺とシャルロットがお互たがいにピリピリした緊きん張ちよう感を漂ただよわせている間に、凛り奈なが玄げん関かんから建物の中にお邪じや魔ましていた。

　ログハウスの内装も気に入ったのか、金きん髪ぱつ少女はやけに活いき活きとしている。秘密基地を見付けた子供みたいだ。

「んじゃな。凛奈の転入を取り計らってくれたことには感謝しとく」

　そこは素す直なおに礼を言っておいた。

　軽く手を上げて別れを告げ、凛奈に続いてログハウスに入ろうとすると、

「……ランタン、ちょっと待て。一つ確かく認にんしておきたいことがある」

　背後からシャルロットが真しん剣けんな声こわ音ねで呼び止めてきた。

「ゼロウ・ファミリーが解体したと聞いた時から予想はしていたが。あのマントをゼロウの孫がしているということは──」

　振ふり返ると、いつにも増して真剣で、しかしどこか暗い陰かげを落とした少女がいた。

　やっぱ気付くよな、そりゃあ。

　頭をかきながらどう説明していいか考える。が、うまく気を利きかせた伝え方が思い浮かばなかったんで、単刀直入に告げることにした。

「前総帥ジイさんなら死んだよ、八年くらい前に」

「……」

「俺がゼロウ・ファミリーに拾われて一年半くらい経たった頃ころかな。善悪戦争に参加しなかった前総帥ジイさんが気に食わないって、大戦を生き残った別の結社の残党が纏まとめて襲おそってきやがった。んで前総帥ジイさんや他ほかの連中は凛奈を逃にがすために──」

「そうか」

　シャルロットはそれだけを口にした。

　悲しむわけでもなく涙なみだするわけでもなく、そうか、とだけ。

　ただそれだけで友人の死を受け入れた。

「自分の愛まな孫まごを出会って間もない貴き様さまに預けて逝いくとは……フン。やはり結社の総そう帥すいにしておくにはもったいない男だったな」

「何だ、案外あっさりしてんだな」

「この歳としにもなればな。知人の葬そう儀ぎは同窓会と同じくらいあるものなのだよ」

　シャルロットは一度だけ嘆たん息そくした。

　……ったく。何が、案外あっさりしてんだな、だ。

　数々の修しゆ羅ら場ばを潜くぐった『現存する英えい雄ゆう』とまで言われる正義の味方が、敵味方関係なく、一人の友人の死を悼いたんでいた。

　それは、その小さな嘆たん息そくが充じゆう分ぶん物語っている。

「ま、ゼロウに託たくされたからにはしっかり護まもってやれ。見た限り、一いちノの院いん凛り奈なは正義の味方どころか同類にも狙ねらわれそうな逸いつ材ざいに育ったみたいだからな」

「……言われるまでもねえよ」

　ふと、玄げん関かんの外からログハウス内にいる金きん髪ぱつの少女を見やる。今はマンションから送っておいたダンボールの山を整理していた。

　凛奈は旧式魔ま導どうに加えて、今の世に普ふ及きゆうしている新式魔導にも精通し、オリジナルの導式を組んでしまう。天才とはよく言ったもんだ。俺が人間状態になっているのも彼女が編み出した導式の効果だ。

　その知識、技術を狙う奴やつは少なくない。

　凛奈と出会って十年足らず。彼女の力を狙った連中と何度交戦したか。

「あいつは命の恩人だからな。恩はしっかり返すさ」

　言うと、シャルロットが首を傾かしげていた。

　まあ説明してやる義理はないが、別に隠かくすようなことでもない。

「俺が前にいた結社を壊かい滅めつさせられて正義の味方に追われてる時、凛奈が助けてくれたんだ」

「ほう？　それは傍はた迷めい惑わくなモノを救ってくれたな」

「ほっとけ」

　それに、と俺は付け加える。

「前総帥ジイさんも護りきれなかったからな」

「……」

「だからお前に言われなくても凛奈は護るよ。命を助けられた恩もあるし、前総帥ジイさんを護れなかった後ろめたさもある」

　俺がそう言うと、目前の老ろう獪かいな少女は酷ひどくつまらなそうな顔をした。

「貴様、恩とか贖しよく罪ざいとか……そんな理由で一ノ院凛奈に味方しているのか？」

「は？」

「……なるほどな。変わっていないと思っていたが、存外つまらん奴になっていたものだ」

　敵意でも殺意でもなく、もちろん見下してくるわけでもない。

　それはまるで、失った何かを残念がるような表情だ。

「おい、そんな理由ってどういう意味だ？」

「気を付けろよ」

　この話は終わりだと言わんばかりにシャルロットは踵きびすを返した。

「生徒達の中には悪の素養がある輩やからを毛け嫌ぎらいする者がいる。いや、むしろそちらの方が多いだろう」

　振ふり向かず、こちらに背中を向けたまま語ってくる。

「昨さつ今こんの若い者達は結社との戦いくさを経験していないからな。己おのれで善悪の判断をできず、ＤＨ学科に対して強い差別意識を持つ者が多い」

「……ん？　そういやそのＤＨ学科って何なんだ？　俺と凛り奈なが通うとこらしいけど……お前学科長でもあるんだろ？」

「ダークヒーロー学科」

　シャルロットは静かに即そく答とうした。

「貴き様さま達のような曰く付きを更こう生せいさせて育て、活用しようという学科だ」

「……ふうん？　ヒーローって言葉、差別用語じゃなかったっけ」

「妾わらわが知るか。上にダークを付けて、略りやく称しようにすれば構わないのではないか？」

　そう言って、シャルロットは歩き出した。

　こちらに向けてその小さく可か憐れんな手をヒラヒラ振ふりながら。

「最近ではＤＨ学科の生徒達を狙ねらう犯罪者もいるそうだ。死人はまだ出ていないが……せいぜい死なんことだ。貴様のような輩やからでも生徒が死んでしまったら、妾の責任問題になる」

　じゃあなランタン、と憎にくまれ口ぐちを残して老ろう獪かいな少女は去った。

　一度も振ふり返ることはなく、小川に掛かかる橋を渡わたっていくその小さな背中を俺はしばらく黙だまって見送った。

「……ケッ。ランタンじゃねえっつってんだろ」

　誰だれに聞かせるわけでもなく呟つぶやいてから、俺は玄げん関かんを潜くぐってログハウスの中へ入る。

「？　どうしたの、橙とう也や。そんな難しい顔して」

　靴くつを脱ぬいでいると、ダンボールから衣類を出して整理している凛り奈なが声をかけてきた。

「何でもねえよ」

「むっ……噓うそね。今の橙也、とても悲しそうな顔してるわよ」

　どうやら色々込み入った話をしているうちに気分が滅め入いってしまったようだ。

　あのロリババアめ。年長者ぶって余計な気き遣づかいしやがって。おかげでこっちが意識しちゃったじゃねえか。

「何でもねえって。ただあの時どうしてお前がバスジャック犯を説教したのか、なんて考えてただけだ」

　事実を話しても面おも白しろくないこと受け合いなので、俺は話題を逸そらす。

　存外わざとらしい感じではあったが、素す直なおな性格の凛奈には効果覿てき面めんだった。彼女は荷物の整理を進めながら、こちらの話題に乗っかってくる。

「何よ、まだそんなこと気にしてたの？　あんなの、結社の総そう帥すいとして当然のことじゃない」

「は？」

「……何不思議そうな顔してるの？　わたしは立派な総そう帥すいを目指してるんだから、いずれ同業になる彼らを育てようとするのは当然でしょう？」

　が、逸そらした方向の話題から、実に衝しよう撃げき的な事実が発はつ掘くつされた。

「ちょっと待て。立派な総帥を目指してるって……お前、正義の味方になるんじゃないの？」

「え？　何言ってるのよ。わたしはゼロウ・ファミリーの総帥よ」

　そう言って、凛り奈なは続ける。

「白はく陽よう花かに通うことにしたのも、いずれ結社を再興するまでの間、知っておきたいことがあったからだもの」

「……知っておきたいことって何？」

「？　正義の味方のことについてだけど」

　凛奈がダンボールから視線を外し、こちらを不思議そうに見つめてくる。

「悪の秘密結社は正義の味方の味方なんだから。正義の味方のことは知っておかなきゃならないでしょう？」

「……味方する相手をよく知るために白陽花に通うって決めたのか？」

「当たり前よ。知らない相手の味方なんてできないじゃない」

「……もしかして『知らないなら一度なってみれば全部わかるんじゃない？』みたいな？」

「あら、橙とう也やもやっとわかってきたみたいね。まさしくそのとおりよ！」

　己おのれの崇すう高こうな目的を誇ほこらしく思うかのように、凛奈は堂々とその小さな胸を張った。

　そのズレまくった価値観に、俺は頭痛を催もよおした額を押さえるしかなかった。




　奨しよう学がく生せいとして、人助けで毎月十万円分の学費免めん除じよ値ちを稼かせがなければならない状じよう況きよう。

　所属するＤＨ学科が、他学科の生徒達からよく思われていないという事態。

　さらに悪の秘密結社という正体を隠かくして生活しなければならないこと。

　白陽花学園に通うに当たって、予想以上に面めん倒どう臭くさい問題が連なっている。

　俺の頭にあるのは、正義の味方しかいないこの学園で凛奈を護まもりきれるのか、という不安ばかりだった。













　　　二話　初めての人助け







　翌朝。目を閉じていても眩まぶしいくらいの光に、俺は自然と目覚めた。

　顔を顰しかめながら目を開ける。




　すると、俺は全ぜん裸らでソファーに縛しばり付けられていた。




「──ふっ」

　何もおかしくないのに自然と口元が緩ゆるんだ。

　足あし下もとの方を見てみる。何やらかなり強きよう靭じんなベルトでソファーに縛り付けられている。大事なところは何な故ぜかバスタオルが巻いてあって隠かくれているが、それ以外は何も着ていない。

　視線を戻もどす。頭上には強い光を放つハイライトのような物が俺を照らしていた。医者が手術する時とかに天てん井じようにあるやつだ。今の俺を照らしているのは天井に取り付けられた物ではなく、キャスターがあって移動できる物のようだ。

　そこまで冷静に観察してから、うん、と一度だけ頷うなずく。

「……いや、これはねえよ」

　我ながら変な夢を見ている。

　だってほら。確かに俺は昨晩ソファーで寝ねたけども。その時はベルトで縛られてなんかいなかったし？　こちとら裸ら族ぞくでもないんで就しゆう寝しん時はちゃんと寝ね間ま着きを着るわけだし？

　俺は一度目を固く閉じ、起きろー起きろー、と強く念じながら再び目を開けた。

　状じよう況きようは変わらない。

　相変わらず俺はほとんど全裸でソファーに縛り付けられていた。

「……いやいやッ！　ちょっ、えぇ!?」

　これはさすがにないだろう！　何でいきなり縛られてんの!?　夢ん中じゃなきゃ説明が付かないくらい突とつ拍ぴよう子しがないんだけど!?

「あ、橙とう也や。やっと起きたの？」

　トコトコと俺の足下の方から歩み寄ってくる少女が一人。

　確かく認にんするまでもない。

　その金きん髪ぱつを黒い髪かみ留どめでツーサイドアップにしている我が総そう帥すい、一いちノの院いん凛り奈なだ。

　彼女はいつものようにゼロウ・ファミリー総帥の証あかしである仰ぎよう々ぎようしいマントを羽織り、手には何か薄うすいゴム製の手て袋ぶくろをはめている。ほら、医者が手術する時とかに使うあれだ。

「凛り奈な！　もしかしなくてもお前のせいだろ！　つーか何これ!?　朝っぱらから手術される瀬せ戸と際ぎわみたいな状態ってどういうこと!?」

　ぎっしぎっしと体を揺ゆらしながら抗こう議ぎしてみる。が、ベルトは一向に外れる気がしない。

「え？　ああ、大だい丈じよう夫ぶよ。もう手術し終わってるから。手術っていうか改造だけど」

「何いきなり物ぶつ騒そうなこと言ってんのこの子!?　お前、俺の体に何したの!?」

「ほら、白はく陽よう花かに入って周りがみんな正義の味方になっちゃったでしょう？」

「ん？　ああ、そういえば」

　こんなトンデモ状態だったから忘れかけていたが、俺と凛奈は白陽花学園──正義の味方の育成学校に通うことになったのだ。

　で、ここはその学園の敷しき地ち内にあるログハウス。

　あの忌いま々いましい学園長、シャルロット・ハイドランジアが用意した俺達の新住居。

　しかし、それがこの状じよう況きようとどんな関係があるんだ？

「橙とう也や、前々からわたしが作った身しん体たい変へん異い抑よく制せい導式を勝手に解除して怪かい人じん化してたでしょ？」

「ま、まあそうだけど。アレって窮きゆう屈くつだし」

「でもね、今はそう簡単に解除されたら困るじゃない。わたし達が結社の人間だってことは隠かくさなきゃいけないんだから」

「そ、そうだな……」

「だからね。橙也に刻んでいた抑制導式をちょっと書き換かえて、わたしの承しよう認にんがなきゃ解除できないようにしたの」

「……マジかよ」

「当たり前じゃない」

　どうしてそんなことをいちいち確認するの、といった感じに凛奈が首を捻ひねる。

　凛奈の承認がなければ怪人に戻もどれない。それは俺にとって中々致ち命めい的なことだった。

　身体変異抑制導式が展開されている状態……つまり怪人の力を人間と変わらない域まで抑おさえ付けられているのは、予想以上に行動を制限される。

　四し肢しは鉛なまりを付けているかのように重くなるし。そもそも抑制導式を発動するために使っている魔ま力りよくは、俺が生きているだけで無意識に生成しているものを無理矢理吸い上げている。

　何もしていないのに魔力をどんどん消費するのはかなり応こたえる。立っているだけでマラソンをしている疲ひ労ろう感が溜たまっていくようなもんだ。

「けどまあ……そうか。正義の味方ばっかだもんな、ここ」

　白陽花学園。候補生とはいえ、周囲はみんな正義の味方という状況。

　俺と凛奈が悪の秘密結社だということがバレたら、最悪生死に関かかわる。安易に怪人に戻るのは得策ではない。

「わかった、多少の窮屈さは我が慢まんする。んじゃとりあえずこのベルト外してくれ。もう改造は終わったんだろ」

「え、まだ終わってないわよ？」

「は？」

　凛り奈なが小首を傾かしげながら、言う。

「まだ橙とう也やの男の子を小さくする改造が残ってるもの」

「コラァァッ！　今さらっと鬼き畜ちくなこと口走ったよ！　女の子にあるまじき暴挙だよ！　お前は俺の怪かい人じんの力を抑よく制せいするに飽あきたらず、俺の男の子まで抑制するつもりなの!?」

「だって今のままじゃサイズが合わないじゃない」

「テメェ！　俺には分ぶん不相応だってか!?　これでもこいつとはマブダチなんだよ！　ちょっとくらい態度がデカい方が付き合いやすいんだよ！　今さら殊しゆ勝しようになられてもどう向き合えばいいかわかんねえよ！」

「……そういう意味じゃないんだけど」

　と、凛奈が目を細めながら黙だまりこくった。俺の発言のどこかに気に障さわることがあったのか、ちょい不ふ機き嫌げんそう。

「あ？　じゃあどういう意味だよ」

「……別に。単なる冗じよう談だんよ。それじゃ、そろそろ学校に行かなくちゃね」

　凛奈はゴム製の薄うすい手て袋ぶくろを外しながら、そう言った。

「え？　登校って、今何時？」

「七時ちょっとすぎ。転入のあれこれもあるから、早めに行かなきゃいけないみたいだし」

「え、マジかよ……引ひっ越こす前は引きこもりみたいになってたあの凛奈が、俺の助けもなく自力で起きただと……ッ!?」

「驚くとこ、そこなの!?」

　凛奈が目め尻じりを吊つり上げ、地じ団だん駄だを踏ふむ勢いで叫さけんだ。

「ふ、ふーんだ！　橙也がそういう態度を取るなら、わたしだって容よう赦しやしないんだから」

　ツーンとこちらから視線を逸そらし、凛奈はテーブルに置いてあった学生鞄かばんを引っ摑つかむ。

　そのまま彼女はズカズカと足音を立てて玄げん関かんへ向かった。そして一度だけ振ふり返り、ビシッとこちらを指差してくる。

「いいわね橙也、そのベルトは自力で外しなさい。これからしばらく人間の姿ですごすことになるんだから。それくらいの導式、簡単に解除できるようになってもらわないと困るのよ。ほら、わたしと一いつ緒しよに登校したいならせいぜい頑がん張ばることね」

「テメェ、俺が身動きできねえからってやけに強気だな！　よーし見てろよ、今すぐこんな拘こう束そく解いてやるわ！」

　玄関に座っていそいそと靴くつを履はいている金きん髪ぱつ少女の背中に、自分でもよくわからない負まけ惜おしみを口にした。

「ふんぬうぅぅッ!!　……あ、やべ。力入れたら余計にベルトが食い込みやがった。くっそ、ベルトの分際で俺をなめんな────」




　　　　◆◆◆




　結局やけに強きよう靭じんなあのベルトを引き千切るのに結構な時間を要した。

　それから学ランに着き替がえ、走って凛り奈なに追い付く。今は校舎へ向けて一いつ緒しよに歩いていた。

「……ったく、朝っぱらから余計なことしやがって」

「余計じゃないわよ。抑よく制せい導式を勝手に解除できないようにした理由はちゃんと話したでしょう？」

「そっちじゃねえよ。全ぜん裸らで縛しばり付けて放置した方だ」

「……め、目先のことだけ考えちゃ駄だ目めよ。何事も経験なんだから、長い目で見ればいつか役に立つかもしれないわ」

「どんな人生を送れば全裸で放置された経験が活いきるんだ」

　相変わらず広い敷しき地ちを歩きながら、暇ひま潰つぶしとばかりに凛奈と会話する。

　やっと校舎に着いた時。妙みような集団に声をかけられた。

「あ？」

　校舎の玄げん関かん前に集まっている五人くらいの奇き妙みような集団──その内の一人の男子が、玄関へ入ろうとする俺と凛奈の進路を塞ふさいだ。

　どこが妙なのかというと、その集団の男女は全員、修道服みたいなものを着ているところだ。

「えっと……貴方あなた達は？」

　俺の隣となりにいた凛奈も彼らの格好が気になったのか、ちょっと他た人にん行ぎよう儀ぎに聞いていた。

「ああ、私達はＥＸ学科の風紀委員だ。今日から一週間、全学科の服装チェックをしている」

　厳格な口調で返してくる、神父のような格好をしている男子。

　ああ。そういえば凛奈の奴やつ、ここに来る前に『白はく陽よう花かは学科毎ごとに制服が違ちがう』みたいなことを言ってたな。

　つまり彼ら、着ているのはＥＸ学科の制服ということなのだが……

「……なあ凛奈、ＥＸ学科って何だ？　エクソシスト？」

「違うわよ。ＥＸは悪あく魔ま祓はらい、つまりエクソシストの頭文字だってパンフレットには書いてあったわ」

「……ん、えっ？　今合ってたよな？　何で否定したの？」

　悪魔祓いExorcistの頭文字。

　正義の味方の中でも魔ま性せいが高い怪かい人じんの退治を専門とする連中のことだ。魔に対たい抗こうするには神しん言ごんが組み込まれた導式……つまり神の教えが効果的だということで、悪魔祓いには神父やシスターなどといった聖職者がなることが多い。

　基本は『弱きを助ける』というある意味、最も正義の味方らしい信念を持つ連中なのだが、

「君。登校時間よりも早く校舎へ来ることは褒ほめられるが、制服を着き崩くずしすぎだ。ボタンはちゃんと閉めて、シャツはしまいたまえ」

「あー……気を付けます」

　このように、ちょい融ゆう通ずうが利きかない奴やつが多いのもまた事実だ。

　神父の格好をした男子は俺の身なりに細かくいちゃもんを付けてくる。服装チェックとはいえ、そこまで神経質にならなくてもいいと思うが。

　まずいな。凛り奈なはＤＨ学科指定のブレザー制服を着ているが、その上に当たり前のようにゼロウ・ファミリー総そう帥すいのマントを羽織っている。これは厳重注意ものかもしれない。

「凛奈、そのマント外しておけ」

「え？　何でよ、外せるわけないじゃない」

　注意される俺を隣となりで見ていた凛奈は『？』と首を傾かしげる。

「何でって……俺でさえこんなに注意されてんだぞ。制服でもねえマント着けて何か揉もめ事ごとになったら困るだろ」

　俺達は悪の秘密結社であることを隠かくさなければならない。そんな中、初日でいきなり風紀委員に目を付けられるのはマズイだろう。

　しかし凛奈はやはり不思議そうに首を傾げ、

「大だい丈じよう夫ぶよ。わたしは橙とう也やと違ちがってちゃんと制服を着てるんだから注意されるはずがないわ」

「俺が風紀委員なら、制服の他ほかに余計なもんまで着てるお前を真っ先に注意するけど？」

「むっ。君は何を言っているんだ？」

　と、俺と凛奈の会話に神父男子が割り込んできた。

　彼は腕うでを組み、一度だけ凛奈へ視線を送った後、大きく頷うなずいて、

「可愛かわいいは正義だろう」

「何言ってんの、この人」

「ここは天下の白はく陽よう花かだよ。正義に準じていればそれを咎とがめる筋合いはない」

「おい、ホントに大丈夫かこの神父。可愛いから見逃のがすっていう不純な動機を正義だの何だので語ってんだけど？」

　凄すげえ真顔で言われたんで、逆に心配になった。

「ふふ。やっぱりね、わかる人にはわかるのよ」

「誇ほこらしげな顔するとこじゃねえから」

　確かに凛奈が可愛いということは認める。長年一いつ緒しよにいて身内補正がかかっている俺でも認めるけど……問題はそこじゃねえんだよ。

「それと君、まだ君との話は終わっていない」

　神父男子はそう言って、再び俺を頭からつま先まで観察する。

「まったく。正義の味方を目指す者がそんな無気力な不良面づらをぶら下げて。早く取りなさい」

「生まれつきの顔が取れるわけねえだろ。ピアス取れみたいに軽々しく言うな」

「しかも黒目の半径が規定より二ミリ小さい……三さん白ぱく眼がんなんてちょい悪な感じは今時流は行やらないぞ。元の大きさに戻もどしなさい」

「黒目の規定って何だ。別に流行りに乗っかったわけじゃねえよ、これが元の大きさだ」

「髪かみもオレンジのメッシュなんか入れて。明日はちゃんと黒に戻してくるんだ」

「生まれつきだっつってんだろ。生命の遺伝子せつけいずがばっちり影えい響きようしてんだよ」

「そうか。ならば黒髪になるよう、明日までに設計図を書き換かえてくるんだ」

「おい、そろそろ泣くぞ」

「まったく……これだからＤＨ学科は」

　神父男子はやれやれとでも言いたげに眉み間けんを押さえた。

　何だこいつ。やけに腹立つんだけど。

　俺が胸中の苛いら立だちに従い、殴なぐっていいかな？　などと思っていると、

「ホントホント。服装チェックがＤＨ学科担当になった時は思わずがっかりしちゃったもん」

「こいつら、ルールはともかくマナーがなってないからな」

「そうですね。何で学園長はこんな学科を作ったのかわかりません」

「白はく陽よう花かの恥はじとまで言われてるからねー」

　ＥＸ学科の生徒達はこっちを見下すような目付きでヒソヒソと話していた。聞こえてないつもりのようだが、生あい憎にくと俺は耳がいいんで全部聞こえている。

　彼らが口々に呟つぶやいているのはすべてＤＨ学科そのものに対する侮ぶ蔑べつや嘲ちよう笑しようだ。

「……橙とう也や、もう行きましょう」

　と、今まで彼らに対して何の反応も示さなかった凛奈が、露ろ骨こつに眉み間けんにシワを寄せていた。

「あ？　何だ、聞こえてたのか？」

「聞こえるわけないでしょう。貴方あなたじゃないんだから」

　む。てっきり侮蔑を向けられて機き嫌げんを損そこねたのかと思ったが、どうやら違ちがうようだ。

「どうせわたし達の悪口でしょうけど……理由もなく橙也を否定するのが許せないわ」

　なんて、凛奈がちょっとだけ唇くちびるを尖とがらせながら呟いていた。

　……そうか。凛奈は俺のために怒おこってくれているのか。

　それは何というか、少しばかりホロリとくる。

「そか。わざわざありがとうな、凛……」

「ええ、そうよ。理由もなく橙也をいじっていいのはわたしだけなんだから……ん？　どうしたの橙也？」

「……」

　こいつの怒いかりは『自分の玩具おもちやを他人に取られたから』的なものなのかよ。

「そんなことより、早く行きましょう」

「ああ、そうだな」

　基本善人である凛り奈なにとって、陰かげ口ぐちを叩たたかれるこの空気は耐たえられないのだろう。

　俺と凛奈は服装チェックをしているＥＸ学科の生徒達の脇わきをすり抜ぬけ、玄げん関かんへ入る。

　結社の人間であることを隠かくして生活しなければいけない状じよう況きように加えて、ＤＨ学科に所属することで他ほかの学科の生徒達から忌いみ嫌きらわれる立場。

　なるほどね。シャルロットが忠告してくるわけだ。

　勧かん善ぜん懲ちよう悪あく精神とでも言うべきか。ここの生徒達は『正義の味方は悪ダークの存在を認めない』みたいな意識でもあるのかもしれない。
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　校舎に入った俺達は職員室を目指し、そこで担任となる二十代前半の女性教員から転入するに当たっての色々な説明を受けた。

「──というわけで通常授業は基本的に自由履り修しゆう制です。取得しなければならない単位数をよく考えて、来週までにコマ割を提出してください。ああそれと、授業も普ふ通つうの学校のようにクラスの教室で受けるのではなく、授業毎ごとに教室が決められているので注意してくださいね」

「はい、わかりました」

「あとは訓練と人助けについてですね。各種訓練は生徒五人から十五人につき担当教員が一人付きます。人助けは提出したコマ割との兼かね合あいいで行ってください。通常授業を入れていない時間を使うもよし、それで足りないなら放課後や休日に行うことも可能です」

　柔にゆう和わな笑えみを浮かべた若い女性教員に従えられながら、俺と凛奈は廊ろう下かを歩いていた。

　これから俺達が入れられるクラス、白はく陽よう花か学園ＤＨ学科二年Ｃ組へ行くらしい。

　ちなみに前を行くこの女性教員、どっかで見たことあると思ったら……昨日シャルロットに赤いスポーツカーを奪うばわれていた人だった。

　彼女は剣つるぎ井い英えい子こと名乗り、何でも白陽花の卒業生だとか。昨年からここの教師として就職したらしく、『これでも私は二級国家資格を持ってるんですよ』などと自じ慢まんげに微ほほ笑えみかけられた時はどう反応していいか困った。

　いやまあ凄すごいんだけどね、二級国家資格ってのは。国が定めたおおよその戦せん闘とう力で語るのなら『単たん騎きで軍の一個中隊に匹ひつ敵てきする』って言われてるし。

「通常授業を選せん択たくできる上に訓練はゼミみたいな感じだな。何つーか、高等部なのに大学みたいっすね」

「はい、そういう言い方をするなら自由にチームが組める人助けはサークルでしょうか。白陽花特有の人助けを重視して、このように生徒の自主性を重んじた制度にしたのです」

「？　人助けを重視するとそうなるんすか？」

「ええ、一いつ般ぱんからの要よう請せいは時間帯が決まっているわけではありません。普ふ通つうの学校のような時間割だと放課後しか人助けを行えないでしょう？　いついかなる時でも人助けできる人員がいるようにするため、生徒達が自主的に授業を選せん択たくして受けられるようにした、ということです」

「へえ、なるほどねぇ」

　単位がやばくならない限り受けられる授業は自分で決められる、という大学や海外のハイスクールなどに似た自由な授業制度。

　そういうことなら授業数は最小に抑おさえて自由な時間を多く作るってのもありなんだな。

「……鳥と坂さか君。貴方あなたは今『できるだけサボれるようなコマ割にしよう』とか考えましたね？」

「えッ？　い、いやいやそんなこと考えてませんって」

「駄だ目めですよ。確かに卒業できる分の単位だけと考える生徒は多いですが……できることをあえてやらない、と怠なまけるのはいけません。怠たい惰だはすなわち悪です」

「は、はあ。すいません」

　そんな感じで先行する剣つるぎ井い先生から学校のシステムを説明されている間、俺の隣となりを歩いている凛り奈なはどこか真しん剣けんな顔で黙だまりこくっていた。

「どした？　さっきからずっと黙ってるけど」

　剣井先生には聞こえないように小声で話しかける。

「……怪あやしいのよ、彼女」

　すると凛奈は俺達の先を歩く剣井先生へ、鋭するどい視線を向けていた。

　いや正確には、凛奈は剣井先生の腰こし辺りをじっと見据すえている。

「怪しい？　いい人っぽそうだけど？」

　常に柔にゆう和わな笑えみを浮かべているが、逆にそれが胡う散さん臭くさい、みたいなことか？

　廊ろう下かを先行する剣井先生を見やる。別にどこも怪しい雰ふん囲い気きはなく、普ふ通つうに優やさしそうな教師ではあるが……まあしかし凛奈のこういう勘かんは馬ば鹿かにできない。

「だって剣井さん。何かの魔ま導どうアイテムを隠かくし持って──」

「？　どうしました一いちノの院いんさん、鳥坂君」

　ふと、俺と凛奈が背後でヒソヒソ話しているのが気になったのか、剣井先生が振ふり返って立ち止まった。

　話しかけられた凛奈は俺に何かを言おうとしていた口を止め、前方の先生へ向き直る。

「あ、いえ。何でもありません」

　咄とつ嗟さに返答する凛奈。『貴女あなたがどことなく怪しい』なんて言えるわけないので当然の反応だ。

「そうですか？」

「はい」

　仏ぶつ頂ちよう面づらで頷うなずく凛り奈なに何を思ったのか、剣つるぎ井い先生は『ふふ』と優やさしげに微ほほ笑えんだ。

「転校初日で色々不安だと思いますが、何か困ったことがあったら遠えん慮りよなく言ってくだ──」




「ごめーん！　そこ退どいてーッ！」




　と、剣井先生の言葉を遮さえぎるように背後から女子の声が聞こえてきた。

「あっ、一いちノの院いんさん。危ないですよ」

「え？」

　剣井先生が戸と惑まどう凛奈の手を引き、廊ろう下かの端はしに寄った。

「？　どうしたんすか？」

　何が危ないのかを問おうとした時。

　ごぎんッ！　と俺の後頭部に『何か』が激げき突とつしてきた。

「ごぶッ!?」

　その『何か』は相当な速度だったのか、俺は勢いよく吹ふき飛ばされ、床ゆかを転げ回る。

「な、何が起きた……？」

　普ふ通つうの人間なら明らかに致ち死し量レベルの衝しよう撃げきを受けた。俺は廊下にうつ伏ぶせに倒たおれたまま、やっとの思いで顔だけ上げる。

「うわわ、ごめんなさい！　だ、大だい丈じよう夫ぶ……じゃないよね、やっぱり」

　俺の後頭部を轢ひいた『それ』は、こちらの視線の先に浮いていた。

　黒い三さん角かく帽ぼうに黒いマント。肩かた辺りまで伸のびた真しん紅くのセミロングヘアーはクセっ毛気味で、毛先が妙みようにふわふわしている。

　胸部辺りに大きなメロンを二つほどぶら下げているのはさておくとして……驚おどろくべきはその少女が、何か細長い物体に腰こしをかけて宙に浮いていることだ。

　全長二メートル弱はある長なが柄えの箒ほうき。赤毛の少女はそれに腰をかけ、俺の前方に浮きながら『あわわ』とまさしく泡あわを食ったかのような顔になっていた。

　魔ま女じよ。

　その女子は、そう説明するしかない容姿だった。

「こら。ダメじゃないですか、立たち花ばなさん。あれほど廊下で飛行魔導は使っちゃいけないって言ってあったのに」

　剣井先生はその魔女を当然のように叱しかった。

「うっ……も、申し訳ない限りです」

「いくら遅ち刻こくしそうだからって廊下での魔導行使及および魔導アイテムの使用は校則違い反はんです。今すぐ降りてください」

「め、面目ない限りです」

　剣つるぎ井い先生からお説教を食らった魔ま女じよは、しゅん、と肩かたを落としながら箒ほうきから降りた。

　……いや、その前にさ。俺、飛行してる箒に轢ひかれたんだけど？

　それなのに、どうして『廊ろう下かは走っちゃいけません』みたいなやり取りを普ふ通つうにしてんの？

「あの、剣井先生。この二人は誰だれですか？」

　魔女っぽい女子はたった今叱しかられていることなど忘れたかのように、純じゆん粋すい無む垢くな調子でそう聞いていた。すると剣井先生は『あ、そういえば』と凛り奈なの方を手で指し示し、

「こちらは一いちノの院いん凛奈さん。今日からアナタと同じクラスになる転入生です」

「一ノ院凛奈です。どうぞよろしく」

「あ、ご丁てい寧ねいにどうも。アタシは立たち花ばなカノンです」

「……や、ご丁寧に自己紹しよう介かいしてる場合じゃないから。ここに負傷した生徒がいるよ？」

「そして、今いまし方がたアナタが轢いたのは鳥と坂さか橙とう也や君。一ノ院さんと同じで転入生ね」

「あ、ご丁寧にどうも。アタシは立花カノンです」

「何もご丁寧にしてねえよ！」

　大だい丈じよう夫ぶか、この学校。廊下で人が轢かれたんだぞ？

「ったく。クソ、マジでクラクラする……」

　後頭部を押さえながら立ち上がる。少しだけ残っている怪かい人じんの耐たい久きゆう力が幸いしてか、今のところタンコブはできていない。

　と、そんな俺の呟つぶやきが聞こえたのか、カノンと名乗った魔女は途と端たんにオロオロし始めた。

「ご、ごめんね？　本当にごめんね？」

　彼女はぺこぺこと何度も頭を下げる。その度たびに胸部のメロンがたゆんたゆんしているが、まあそれはさておくとして。

「アタシ遅ち刻こくが多いから、今度遅刻したら学校中のトイレを一週間、一人で掃そう除じさせるって言われてて……そ、その……本当にごめん、ね……ッ！」
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「ほら橙也、カノンさんが謝ってるじゃない。早く許してあげなさい」

「そうですね。鳥坂君、立花さんもこう言っていますし。今回の件は水に流してあげてくれませんか？」

「えっ、何これ？　一いつ瞬しゆんで俺が虐いじめたみたいな空気が展開されたんだけど？」

　理り不ふ尽じんすぎる。明らかに被ひ害がい者は俺なのに。

　ぎゅっと箒を握にぎりながらうつむいているカノンの背中を、凛奈が『大丈夫、大丈夫だから。橙也はそんなに怒おこってないから』と優やさしくさすっている。

　どうにも納なつ得とくしがたい彼女らの様子を黙だまって眺ながめていた、その時。

「うおぉ！　ちょっ、危ねえぞ！」

　再び背後から男の声が聞こえてきた。

「あっ、一いちノの院いんさん、立たち花ばなさん。危ないですよ」

　剣つるぎ井い先生は今度も凛り奈なとカノンだけの手を引き、廊ろう下かの端はしに体を寄せた。

　ふん、その手には乗るか！

　俺は彼女達とは反対側がわの壁かべに体を寄せる。

「同じ手が二度も通じると思う、げぶしッ！」

　移動した先で、その『何か』が俺の膝ひざへ激げき突とつした。

　高速で突進してきた『何か』に足を掬すくわれ、宙を舞まう。

　そのままぎゅわんぎゅわんと縦に回転し、床ゆかに頭から落ちた。

「こ、コノヤロ……今度は何だ……？」

　倒たおれたまま首だけを起こし、俺を轢ひいていった『何か』を見やる。

「お、おいおい、いきなり横にズレるなって。せっかくオレの方で避よけようとしたのによ」

　そこには、キキィッと四つ足でブレーキをかけて止まる獣けものが一匹ぴき。

　フサフサした白い毛並み。大きな尻尾しつぽ。顔は前後に長く伸のびていて、何な故ぜか目を隠かくすように赤いサングラスをかけていた。

「だ、大だい丈じよう夫ぶかオマエ？　何か縦に回ってたけど……死んでないよな？」

　獣は四つ足でトコトコと足音を立てながら倒れている俺に近付いてくる。そいつが喋しやべる度たびに、その大きな口からは鋭するどく尖とがった犬歯が覗のぞいた。

「……」

　いやすまん。何だこいつ？

　さっきは一ひと言ことで魔ま女じよと表せる外見をしてたが……白い犬、にしてはデケェな。狼おおかみか？　何でグラサンかけてんだ？

　つーか当たり前のように喋しやべってっけど……何こいつ。本当に狼？

「こら、ダメじゃないですか、大おお狼がみ君。アナタは異様に足が速いんだから、あれほど廊ろう下かは走らないようにって言ってあったのに」

「いや申し訳ねえ剣つるぎ井い先生……つーかコイツら誰だれだ？　見ねえ顔だけど」

「あ、そうね。こちらは一いちノの院いん凛り奈なさん。今日からアナタと同じクラスになる転入生です」

「一ノ院凛奈です。どうぞよろしく」

「あ、ご丁てい寧ねいにどうも。オレァ大狼真しん弦げんだ、よろしく」

「そして、今し方アナタが轢いたのは鳥と坂さか橙とう也や君。一ノ院さんと同じで転入生ね」

「あ、ご丁寧にどうも。オレァ大狼真弦だ、よろしく」

「いやー、凄すごいねー橙也くん。転校初日でアタシと真弦くんの二人に轢かれちゃうなんて」

「……」

　……何かもう疲つかれた。

　魔女とグラサン狼からもらったダメージが結構キテるらしく、廊下に倒れたまま俺の意識は遠のいていった。
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　転入初日、午前の部。

　軽い脳のう震しん盪とうを起こして保健室行き。

「……いや、大だい丈じよう夫ぶか俺？　本当に転入してきたのか俺？」

　午前中はオリエンテーションだけだったとはいえ、無む駄だな時間をすごした感が否いなめない。

　……いやね、別に気乗りしてたわけじゃねえよ？　怪かい人じんなのに正義の味方育成学校に通わなきゃいけない状じよう況きようは億おつ劫くうだったよ？

　でも普ふ通つう転校っていえばさ、黒板の前に立って自己紹しよう介かいしたり、クラスメイト達に囲まれて色々質問されたり……何かこう、もっと青春っぽい感じじゃなかった？

　何だよ、初日に午前中を無駄にするって。もう完全に転入生っぽいことするタイミング逃のがしてんじゃん。全然学校に通ってる気がしねんだけど。

「橙也？　どうしたの？」

「や、何つーか。これでいいのかなって。俺、クラスの連中に自己紹介もしてねえし」

　時は過ぎて昼休み。俺達はＤＨ学科の校舎から一番近い、第二食堂館に訪おとずれていた。

　昼飯時どきということもあって食堂内は軽く賑にぎわっている。体育館の一つや二つは優ゆうに入るだろう広さ。様々な制服を着た生徒達が各おの々おののランチタイムを楽しんでいる。

　そんな中、俺と凛り奈なは食堂館の二階、窓際ぎわの席に座っていた。

「心配いらないわ」

　俺の隣となりに座っている凛奈は何度も頷うなずいた。

「橙とう也やのことはわたしが代わりに紹しよう介かいしておいたから」

「本人不在の紹介なんて聞いたことねえけどな。どういう感じに言ったの？　ちゃんと馴な染じめるように紹介した？」

「ええ、安心しなさい。ばっちりよ」

　そういう凛奈はいつもの嗜し虐ぎやく的なドＳ顔になった。

　普ふ通つうならばここは『何か悪戯いたずらされたのか』と心配するところだが、凛奈に限ってあの笑え顔がおは善行を積もうとしている時である。

　それがわかっていたので、俺は安心して胸を撫なで下ろ──

「『髪かみに赤せき橙とう色しよくのメッシュを入れて、見るからに高校デビューに失敗したような男』って言っておいたわ。ほら、こう説明しとけば一目で貴方あなただってわかるでしょう？」

「何てことしてくれてんだ。俺の高校デビューが台無しだよ」

　見ると、凛奈は『わたしはとてもいいことをした』とばかりに達成感を溢あふれさせている。

　どうやら本当に悪気はないようだが……どうしたもんか。悪意がないなら、逆に責めづらい。

「お待たせー、凛奈ちゃん、橙也くん」

　と、俺達の待ち人である少女──魔ま女じよのコスプレをした変わった女子、立たち花ばなカノンがトレイを二つ持ってやって来た。

　昼休みになって間もない頃ころ。朝の出来事を気に病やんだらしい彼女が『俺と凛奈に昼飯を奢おごりたい』と保健室で寝ねていた俺のところへやってきたのが発ほつ端たんだ。

　いきなり怪かい人じんを轢ひき殺しかけるなんて将来有望な生徒だ。しかし詫わびを受け取らないのは失礼だと思い、俺と凛奈は好意に甘えることにしたのである。

「はい、凛奈ちゃん。ご注文どおりのハンバーグ定食」

「ありがとう、カノン」

　カノンは凛奈の前にトレイを一つ置いて、対面に座る。親しげにお互たがいの名前を呼び合っているあたり、俺がいない間にそこそこ親交を深めたと見える。

「ん、俺の分は？」

「あ。橙也くんの分は真しん弦げんくんが持って来るってさ……あ、来た来た。おーい真弦くーん、こっちこっち！」

　カノンは手を上げながら大声を上げる。周囲の生徒達は何事かとこちらに注目していた。

　出会った時から思っていたのだが、この女子はどこか脳のう天てん気きなとこがある。

「おう、お待たせ」

　真しん弦げんと呼ばれた人物……じゃない、狼おおかみは頭の上にトレイを載のせるという器用なことをしながら歩み寄ってきた。つーか喋しやべる時点で充じゆう分ぶん器用というか奇き妙みようの域である。

　白い狼──大おお狼がみ真弦は頭に載せたトレイをこちらの前に置いて、俺の対面に座った。

「いやホント朝は悪かったな。今日はオレの奢おごりだから、遠えん慮りよせず食ってくれ」

　そう言われ、俺は自分の前に置かれたトレイに視線を落とす。

　どんなメニューなのかと思って見てみれば、真弦が選んだ昼飯は意外と質素なもので……焦こげ茶ちや色の物体だった。

　皿一いつ杯ぱいに盛られている直径一センチくらいの固形物。

　何つーか、人間の食品売り場ではお目にかかったことがない珍ちん品ぴんだ。どちらかといえばペットコーナーでよく見かける。

「それにしても白はく陽よう花かに転校生なんて、珍めずらしいこともあるもんだ、ぐぼっ！」

「おい待てや、クソ犬」

　何事もなく世間話をし始めた狼の顔をサングラスごと摑つかみ、黙だまらせる。
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「お前これ、ドッグフードじゃねえか。食えってか？　俺に食えってか？」

「ど、ドッグフードじゃねえ、ウルフードだ」

「何だその造語。そんなフード聞いたことねえよ」

　つーかこれ、さっき買ってきたんだよな？　メニューにドッグフードがあるなんて大だい丈じよう夫ぶなのか、ここの学食？

　と、俺に摑つかまれている真しん弦げんが、キランッとその鋭するどく綺き麗れいな歯を見せてきた。

　何こいつ。何で爽さわやかに笑ってんだよ。腹立つから、このまま燃え散らしてやろうか。

「止やめなさい、橙とう也や」

　真弦の顔を摑んだ右手に魔ま力りよくを込めようとした時、凛り奈なが真しん剣けんな顔で止めに入った。

　このグラサン狼おおかみのことを思っての行動だろうが、ハンバーグ定食をもぐもぐしながらの制止なので説得力は皆かい無むである。

　仕方ないんで真弦の顔から手を離はなした。

　すると狼の隣となりにいるカノンが、あはは、とお気楽な笑い声を漏もらした。

「ダメだよー橙也くん、そんなカリカリしちゃあ。ほら、お腹なか空すいてると怒おこりっぽくなっちゃうから、ご飯食べようよ」

「テメェは黙だまってろ魔女」

　さりげなくドッグフードを食うことを勧すすめてんじゃねえ。

「ま、魔女じゃないよ！　ぜ、全然だけど！　アタシ全然魔女じゃないけどッ！」

　自じ称しよう魔女じゃないカノンは『まったくもう』とでも言いたげな雰ふん囲い気きで腕うでを組む。

「もーダメだよ、橙也くん。ＤＨ学科の暗あん黙もくの了りよう解かいを簡単にスルーしちゃあ」

「暗黙の了解？」

「まあそう言うなって立たち花ばな。仕方ねえだろ、今日転入してきたばっかなんだから」

　真弦が苦笑いを浮かべながらフォローしてくる。

　……っていうか、さっきからずっと気になってたんだが、どうして狼が人間と同じような表情を作れんだ？

「ＤＨ学科の生徒達って家庭の事情とか血筋とか、色々訳ありな子が多いんだよー」

「そうなのか？」

「うん。ただでさえＤＨ学科は他ほかの学科の生徒達に目を付けられちゃってるから。だからせめてＤＨ学科同士だけは、って意味でお互たがいの正体は聞かないことにしてるんだー」

「あー。なるほど」

　今朝方行われていた服装チェックの時と同じだ。

　要は虐いじめに似た集団心理。正義の味方の学校とはいえ、それはなくならないのだろう。

　それをいくらか緩かん和わするための手段として、お互いの素す性じようは聞かないってことか。

「凛奈ちゃん達もあるでしょう？　周りにバレちゃうとちょっとマズイよなーってこと。あ、でもＤＨ学科の子はみんなそうだから、あんまり気にしないでね」

　にっこりと、カノンが凛奈に笑いかけた。

「アタシの職種クラスは『魔ま法ほう少女』ってことになってるの。あ、一応奨しよう学がく生せいだよ」

「オレァ『陰おん陽みよう師じ』だな。立たち花ばなと一いつ緒しよで奨学生だ」

「魔法少女に陰陽師って……いくら何でも無理あるだろ。魔女と狼おおかみにしか見えねえんだけど」

「そ、そんなことないよ！　仮に魔女だとしても、まだ高二だから魔法少女で通るもん！」

「そうだ。オレだって、どっからどう見ても陰陽師だろ」

　どっからどう見てもグラサンかけた奇き妙みような獣けものだろ、お前。

「へえ。カノンと大おお狼がみ君も奨学生なのね」

「ん？　『も』ってことは一いちノの院いん達もか？」

「ええ、そうよ」

「そっかー。奨学生って大変だけど、わからないことがあったら遠えん慮りよなくアタシ達に聞いてね」

「ああ、よろしく頼たのむ」

　人当たりのいいカノンの好意をありがたく受け取る。

　正体を詮せん索さくされないという環かん境きようは願ったり叶かなったりだ。

　ただでさえ俺は怪かい人じんで、凛り奈なは結社の総そう帥すいである。もし素す性じようがバレたりなんかしたら差別されるどころか、学園中を敵に回しかねない。

「時間割を決めるまで一いつ般ぱん授業はないし。どうかな？　これから一緒に人助けしない？」

「ん？　人助けはもうできるのか？」

　うんっ、と俺の問いにカノンが元気よく頷うなずいてきた。

「新学期が始まった一週間は説明会だけだけど、それも午前中だけだから。午後からは自由時間なんだよ」

「まあ鳥と坂さか達は転校して勝手がわからないだろうからな。チームでやれば人助けも楽になるし学費免めん除じよ値ちも楽に貯たまるぜ」

「ありがとう、カノン、大狼君。お言葉に甘えさせてもらうわ」

「いえいえどういたしまして。それじゃあチーム登録しようよ！」

「どうやるの？」

「えっと、学生証でお互たがいの学生ＩＤを検けん索さくして──」

　学生証を取り出し、まるでアドレス交こう換かんのようにチーム登録とやらをし始める凛奈達。

　その和わ気き藹あい々あいとした空気に、ついほっとしてしまった。

　転入早々凛奈に構ってくれる奴やつがいて助かった。

　結社の総帥なんかやっていて、この金きん髪ぱつ少女には同年代と接する機会がほとんどなかったからな。転入生にも気さくに話しかけてくれる、このお節せつ介かい達には素す直なおに感謝である。
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「うわぁ。やっぱり今日は混んでるねー」

　カノンと真しん弦げんの好意に甘え、俺と凛り奈なは二人と一いつ緒しよに初の人助けをこなすことになった。

　三人プラス一匹ぴきでやって来たのは各学科の校舎に必ずあるという談話室だ。バスケットコートくらいの広さがある簡易ホールみたいなところだ。

　ホールにはソファーやテーブルが設けられていて、生徒達のコミュニケーションスペースになっていた。さらに大型の液えき晶しようテレビや雑誌類が置かれた本ほん棚だななどの設備があり、簡単な憩いこいの場を形成している。

　と、

「ねえカノン、みんなが並んでるあのＡＴＭみたいな機械は何？」

　凛奈が談話室の正面にあるいくつかの機械と、それに並ぶＤＨ学科生を指差した。

　生徒達はその機械に学生証を挿そう入にゆうしながら画面を操作している。

　なるほど。凛奈の表現は的を射ている。確かにあれは銀行などのＡＴＭに酷こく似じしていた。

「あれはリクエストボードだよ」

「ボード？　あれが？」

「まあみんながそう呼んでるだけなんだけどね。談話室の他ほかにも校舎の至るところに設置されてるよ」

　カノンはそう言いながら説明を続ける。

「学生証で人助けの要よう請せいの内から選せん択たくをして、あの機械で受注手続きをするんだー。あとは学生証に登録されてる現在の単位数とか成績とかを元に、機械がその人助けが受けられるかどうか判断してくれるの」

「へえ、ずいぶんデジタルなのね」

「うん、あとは凛奈ちゃんが言ったみたいに奨しよう学がく金きんとして振ふり込まれる生活費もあれで引き落とすとかＡＴＭ的な機能もあるよ」

　総そう帥すいマントと魔ま女じよマントを羽織ったマント姉妹が、本当の姉妹のように仲よく話している。

　ちなみに奨学生が人助けを達成した際に得られる学費免めん除じよ値ちは、受けた人数にかかわらず一定値をもらえるという。簡単に言うと免除値が千円に設定された人助けを四人でこなしたとしても、免除値が四分の一にならずに全員が千円分免除される。

　よって免除値目的で人助けをするなら、基本的にチームを作った方が効率いいのだとか。

「その理り屈くつならもう二、三人誘さそった方がよくないか？　よし、そこの犬コロ。そこら辺で腹見せながら愛くるしさアピールして女子釣つってこい」

「いやチームの人数上限は基本五人だ。あとそこのメッシュ頭。今度オレを犬っつったら、そのズボンを嚙かみ千切って短くするぞ」

　凛り奈なとカノンのちょっと後ろ。俺の隣となりにいた真しん弦げんはグルルと犬歯と敵意をむき出してきた。

「どうして人数に制限があるんだ？　学費免めん除じよ値ちが一定でもらえるなら、普ふ通つうに大人数で一つの人助けをこなした方がいいだろ？」

「ん？　そういや何でだろうな。考えたこともなかったわ」

「なるほどね。さすが人間より脳のう味み噌そが小さいだけある」

「はっはっは。他人に答えを求めるばっかの奴やつには言われたくねえ」

　真弦は大口を開けて豪ごう快かいに笑う……のはフェイントで、俺のズボンに食らいついてきた。

　すんでのとこで足を引いたので、グラサン狼おおかみはガチンと何もない空間を嚙んだ。こいつ、足首を食い千切る勢いで嚙みつこうとしやがったな？

「オマエ、いい加減にしねえとマジでその細足、嚙み千切るぞ……ッ！」

「うっせバーカ。こっちはお前のせいで昼飯抜ぬきになってイライラしてんだよ……ッ！」

　そもそもテメェに轢ひき殺されかけたのを俺は忘れてねえからな！

　余談だが、あのドッグフードもといウルフードは食べないと言った俺の代わりに真弦が美お味いしそうにいただいてました。

「たぶん学費免除値を取られすぎないようにするためじゃないかしら」

　俺と真弦のやり取りを聞いていた凛奈がこっちを振ふり向いて言った。

「ほら、例えば一いつ緒しよのチームになったら、達成したのが一人で、他ほかの人達はサボってたとしても学費を稼かせげちゃうわけだから」

「ああ、なるほどな」

　要は不当な評価をなくすために人数制限か。

　学費免除値が一定数もらえるのなら、成績優ゆう秀しゆう者と組んでそいつ一人に人助け達成を任せておけばいいのだから。

「んー。たまにそういう寄生パラサイト専門の奨しよう学がく生せいもいるんだけどねー」

「寄生パラサイトねえ。誰だれが付けたか知らないが、またうまいこと言うもんだ」

　確かそういうゲーム用語があったはずだ。

「うん……っていうかぶっちゃけると、寄生パラサイト専門はＤＨ学科に多いんだけどね。他の学科にもいるけど、やっぱりうちの学科が断トツかなー」

　てへへ、とカノンが身内の恥はじに苦笑する。

　ＤＨ学科の生徒達は他学科に理由なく嫌きらわれているわけではなく、そういう素行不良も相まって色眼鏡で見られているわけか。

　それはまあ自じ業ごう自じ得とくとしか言いようがないが……

「ま、そういうことならお前らと知り合ったのは幸運って言うべきか」

「え？」

「お前らは真ま面じ目めにやってんだろ、人助け」

　俺と凛り奈なは只ただでさえダークヒーローよりもまずい立場にいる。何せ悪の秘密結社だ。これ以上、他ほかの生徒達から注目を浴びるようなことは避さけておきたい。

　だとするならば俺達が初めて知り合ったのがカノンや真しん弦げんでよかった。出会いこそあれだったが、こいつらの口くち振ぶりだとそこそこ真面目に取り組んでいるみたいだからな。

　彼女達と一いつ緒しよにいれば少なくとも『ＤＨ学科』と認にん識しきされていても、『ＤＨ学科の中でもさらに素行が悪い奴やつ』みたいに注目はされないだろう。

「や、その……何かそう言われると、照てれ臭くさいというか……」

「……だな。確かに寄生パラサイトこそしてないものの、成績はお世辞にもよくねえからな、オレら」

　カノンと真弦がどこか気き恥はずかしげに顔を見合わせていた。

「まあ鳥と坂さか達は初めてなんだし、習うより慣れろだな。立たち花ばな、オマエ適当に簡単な人助けを受注してこいよ」

「ほいほーい」

　カノンが敬礼の真ま似ね事ごとをしてリクエストボードに群がる人ひと集だかりに突とつ貫かんしようとするが、




『──あっ』




　と、その時。

　リクエストボートの行列の一つから外れ、俺達の方へ歩いてくる女子がいた。

　その完かん璧ぺき無表情はいつぞやの少女だった。雅みやびやかな銀ぎん髪ぱつを大きなリボンで飾かざり、女の子らしい小さな手には黒地のグローブを着けている。

　彼女は出入口付近でたむろしている俺達に気付くや否いなや、静かに歩み寄ってくる。

　冬ふゆ咲さき姫き紗さ希き。

　彼女の名は確かそんなものだったはずだ。

　思い出したのは昨日の一件。単独でバスジャック犯の一人を無傷で取り押さえたあの手て際ぎわは候補生みならいの正義の味方にしては確かなものだと、すでに知っている。

　歩み寄ってくる無表情少女に、俺は少しだけ警けい戒かい心しんを抱いだく。

「あら、姫紗希じゃない」

「あっ、姫紗希ちゃん！　やっほー」

『やっほー』

　しかし凛奈とカノンがやけに親しげに無表情な少女に話しかけた。姫紗希は姫紗希で、二人に対し抑よく揚ようのない不気味な『やっほー』を返している。

「……ん、あれ？」

　そのちょっとした違い和わ感に気付く。

　カノンはともかくとして、どうして凛り奈ながすでに仲良さげなんだ？　確かに昨日知り合った奴やつではあるが、それほど話し込んだわけでもないはずだが。

　と、俺の疑問を察したのか、凛奈は姫き紗さ希きに注意を促うながしながら、

「彼女はわたし達のクラスメイトよ。教室で偶ぐう然ぜん再会して、ちょこっと話したの」

「……ああそう」

　俺が保健室で寝ねている間にそんな再会イベントを終わらせていたのか。

「しかも姫紗希は特待生で、学年でもトップクラスの成績優ゆう秀しゆう者らしいわよ」

　凛奈がまるで自分のことのように誇ほこらしげに語る。

　特待生。つまり優秀さを買われて学園側がわからスカウトされてきた生徒ってことか。

　バスジャック犯を捕つかまえた時の実力は正直驚おどろかされたが、学園側から認められた実力者ってことなら納なつ得とくだ。

『橙とう也や？』

「ん？　ああ、また会ったな」

　相変わらず口も動かさず俺の名前を呼び、首を傾かしげるパーフェクト無表情な特待生少女。

　そんな相手にどう接していいかわからず、とりあえず軽く挨あい拶さつをすませる。

『……』

　が、姫紗希は返事をしてこなかった。彼女は沈ちん黙もくしたまま、じっとこちらを見つめてくる。

　むっ。何か知らないが、警けい戒かいされている雰ふん囲い気きだ。

　そんな俺達の気まずい空気を知ってか知らずか、カノンが明るい調子で姫紗希に話しかけた。

「姫紗希ちゃんも今日は人助け？」

『うん。でも、受じゆ諾だくしてくれなかった』

「え？　姫紗希ちゃんが？　姫紗希ちゃんの成績で受けられないって……実力不足で？」

『ううん。所定人数があった』

　どうやら先ほどリクエストボードの前から去ったのは、受けようとした人助けを機械が認めてくれなかったかららしい。

　それを説明するように、姫紗希は自分の学生証を出して画面を呼び起こし、カノンに渡わたす。

　受け取ったカノンはその内容を読んで、ふんふん、と頷うなずいた。

「ふぅん。即そく日じつ達成希望の人助けかー……あ、ホントだ。所定人数が五人限定になってる。でも何で姫紗希ちゃんはこれにしようとしたの？　五人ってちゃんと書いてるけど？」

『一人でも大だい丈じよう夫ぶだからって剣つるぎ井い先生に言われた』

　その言葉に真しん弦げんが訝いぶかしむように顔を歪ゆがめる。ホントにこいつは狼おおかみのクセに表情豊かな奴やつだ。

「剣井先生が？　あの先生にしちゃ珍めずらしいミスだな。もしかしてその人助けも剣井先生に頼たのまれたのか？」

　真弦の質問に姫紗希は無言で頷く。

「……何か状じよう況きようがよくわからんけど。要するに姫き紗さ希きがやろうとしてる人助けは五人必要ってことか？」

「そうだね。剣つるぎ井い先生が姫紗希ちゃんに頼たのんだってことは学園側がわから出されたやつだと思うよ」

　俺の質問にカノンは姫紗希、真しん弦げんと話しながら答えてくる。白はく陽よう花かの人助け実技に慣れている前からの在校生達三人は今回の不ふ審しんな点について意見を交こう換かんし合っていた。

　三人の口くち振ぶりから察するに、姫紗希に人助けを頼んだ剣井先生は所定人数を間ま違ちがえるような人ではないらしい。

　その事実も気になるが、まあ今はどうでもいいだろう。

　俺が現時点で気がかりなのは……

「ねえ、姫紗希？」

『？』

　そう。俺が気がかりなのは、三人の会話に割って入っていた凛り奈なが──例の嗜し虐ぎやく的な笑え顔がおになっていることだ。

「ど、どうしたの凛奈ちゃん……？　いきなりそんな、ドＳ顔で笑って……？」

「あ、ああ。何かよからぬことを考えてねえか……？」

　凛奈のドＳ顔は初見らしいカノンと真弦が戸と惑まどっていた。

「それ、わたし達も一いつ緒しよにやればいいんじゃないかしら？」

「あ、そうだね！　ちょうどアタシ達で五人だし。うん、アタシはさんせーい！」

「ま、ちょうど何かやろうとしてたとこだしな。オレァ構わない」

『いいの？』

　姫紗希の問いに、凛奈、カノン、真弦が頷うなずく。

　そして一人だけ即そく答とうできなかった俺。

「……ほらな。やっぱこうなるんだよ」

「？　どうしたのよ橙とう也や？」

　俺の返答も聞かぬまま、リクエストボードで手続きをしに行く一同。

　そんな中、凛奈だけが一度だけ振り向き、天てん井じようを仰あおぐ俺に小首を傾かしげる。

　いいんだ。お人ひと好よしの凛奈が姫紗希の助けになろうとするのはわかってたから。人数が五人って聞いた時点で、俺も否いや応おうなく巻き込まれるって悟さとってたから。

「……ま、いいか」

　頭をボリボリかきながら凛奈達の後を追う。

　と、気になったことがあったんで、一同の最さい後こう尾びを歩く姫紗希に並び、質問する。

「そういや、お前が受けようとしてた人助けって何だ？」

『これ』

　いつの間にカノンから返されていたのか、姫紗希が学生証の画面を俺に見せてくる。

　そこに書かれていた内容は、




　人助け・猫の世話。

　人助けの内容・今日一日どうしても外せない用事があって、飼かい猫ねこを預かってほしいんです。




　思わず遠い目をしてしまった。

　俺の呆あきれた雰ふん囲い気きが伝わったのか、隣となりにいる姫き紗さ希きが取り繕つくろうように、

『猫は可愛かわいい』

「……そうか」

『可愛いから、お世話してみたい』

「……そうか」




　　　　◆◆◆




　受注手続きを終えた俺達は指定された場所、第七体育館へ向かった。

　何な故ぜ猫の世話にそんな広い場所を使うのか、という疑問は置いておく。

　最初は複数の猫を同時に世話するのかと思ったが、どうやら対象の猫は一匹ぴきらしい。『そういう細かいことを考えてたら人助けなんかやってらんないぜ』というのが、ドヤ顔がちょいむかつくグラサン狼おおかみのアドバイスだった。

　道中、たまに噴ふん水すいがある公園のような広場を通ったり、学園の敷しき地ち内だというのにクレープ屋台なんかを出している購こう買ばい部の連中を見かけたりした。俺達のように固まって歩き、それぞれの人助けに奔ほん走そうする生徒達とすれ違ちがうことも。

　体育館に『第七』なんて番号が付いているあたりで何となく察してはいたが、改めて白はく陽よう花かの規模の大きさを実感する。

『人助けをした時の学費免めん除じよ値ちは、その内容の善よし悪あしで増減するの』

「へー。じゃあマイナスになったりもするのかしら？」

『うん。でも滅めつ多たなことではマイナスになんかならない。そこまで失敗する人もいないから』

　先を行くのは凛り奈なと姫紗希。俺がいない午前中にクラスで何があったのか知らないが、やけに親しげな雰ふん囲い気きだ。

「そういや、俺達が世話する猫の名前とかってあるのか？」

　一方俺は隣を歩くカノンに話しかける。

「あ、猫の名前ならさっきもらってきた資料に書いてあるよー」

　カノンが学生証の画面を見ながら、人助けを受注した際にリクエストボードでダウンロードした資料を読み上げる。

　白はく陽よう花かの学生証はそういうこともできるらしい。

　もう本当にスマホみたいな機器だな。ここまでハイテクな学生証とか聞いたことねえぞ。

「えっと、アタシ達がお世話する猫ねこの名前は──『ボッチ』」

「飼かい猫ねこに何て名前付けてんだ、その依い頼らい主ぬし」

　名前の響ひびきだけだと、他ほかの猫達から仲間外れにされてそうなイメージが湧わくんだが。

「うん。『ちょっと身体からだが大きいから他の猫達が怖こわがっちゃって、いつも一匹ぴきでいるとこから名付けた』って書いてあるよ」

「直球かよ……可哀かわい想そうなんだけど、その猫」

「あはは。変わってるよねー」

『着いた』

　そんなことをしている間に、先頭を行く姫き紗さ希きがとある建物の前で立ち止まった。

　姫紗希が指し示した先にあるのは、どこにでもあるような普ふ通つうの体育館。どう説明していいか逆に困るくらい平へい凡ぼんな外観で、軽く拍ひよう子し抜ぬけするほど。

　が。

「……何だあれ」

　そんな普通な体育館の前に、明らかに異様なトラックが一台、停車していた。

　パッと見で連想するのは軍用の装そう甲こう車しやをトラックサイズにしたような感じ。荷台がやけに頑がん強きようそうに作られており、よくわからないが、まるで『何かが内部で暴れても壊こわれないようにしてある』かのような見た目である。

　しかもトラックの周囲には『これから戦場にでも向かうんですか？』と思わず聞いてしまいたくなる外見の奴やつらが五、六人。各おの々おのが必ずアサルトライフルを所持しており、上着の上から羽織っている軍用ベストには予備弾だん倉そう、手しゆ榴りゆう弾だん、コンバットナイフなどが装備されている。

「……いや、ちょっと待ってくれ」

　その武装集団にどう反応していいか困る。

　すると武装した男の一人がこっちに気付き、歩み寄ってきた。

「すみません。もしかしてボッチ様の世話を引き受けてくださった生徒さん達ですか？」

　男はとても気のよさそうな笑顔で話しかけてくる。肩かたにかけているアサルトライフルがなければ、このまま世間話なんかをしてしまいそうな雰ふん囲い気きだ。

「え、何あれ？　どうしてアサルトライフルを携たずさえている人があんな爽さわやかに笑えんの？」

　武装している男達に不安をかき立てられ、俺は隣となりにいる凛り奈な達に小声で尋たずねた。

「どういうことかしら？　何で猫の世話なのに武装した人がいるの？」

「あれじゃないかな？　もしかしてこれから預かる猫の持ち主が実はすっごいお金持ちで、猫の護衛にもお金を惜おしまない人なのかもしれないよ？」

「だな。ほら、猫の名前に様付けだしよ」

「それはそれで嫌いやだな。もし猫ねこに何かあったらタダじゃすまなそうだ」

　俺達が戸と惑まどっている間に姫き紗さ希きが一歩前に出て、武装男と話し始める。

　内容は人助けの件についての打ち合わせだ。さすがはパーフェクト無表情少女。こういう事態にも物もの怖おじせず対処できるのは、素す直なおに感心する。

「間ま違ちがいないようですね。では、こちらへどうぞ」

　武装男に連れられ、体育館の入口まで案内される。

　と、彼は一度だけ振ふり返り、持っていたビニール袋ぶくろをカノンに手て渡わたした。

「あ、これが猫用のミルクです。ボッチ様はまだ子猫なので、三時間置きに与あたえてください」

　どうやらその中には哺ほ乳にゆう瓶びんや猫用ミルクの粉が入っているらしい。

　何でだろうか。子猫、という単語が酷ひどく不ふ審しんでならない。

「それじゃあ生徒の皆みなさん。体育館の中にボッチ様がいるので、今日一日お願いします」

　そのまま俺達五人は体育館の扉とびらを開け、館内へと入った。バスケットコートが二つ並ぶ普ふ通つうの体育館。やはり外観と変わりなく、どこまでも平へい凡ぼんな内装。

　そこに猫がいた。
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　茶色と黒と白の体毛。いわゆる三み毛け猫が入ってきた俺達の前でお座りしていた。その長い尻尾しつぽをゆらゆらと揺ゆらし、まるで遊び相手を待ちわびていたかのように一声鳴く。

「ニャーン」

　実に可愛かわいらしい鳴き声である。

　その顔も中々愛くるしく、つぶらな瞳ひとみが俺達を──見下ろしている。

　ちなみに俺の身長は一七五センチ。いわゆる平均よりちょっと高いくらいに位置する身長で、決して小さいというわけではない。

「ニャーン」

　しかし俺は座っている猫を確かに見上げていた。

　その可愛らしく、妙みようにデカい三毛猫の顔を。

「「「「…………」」」」

『可愛い』

　沈ちん黙もくする俺らを置いて、姫紗希がどこか嬉うれしそうに呟つぶやいた時。

　ガシャンッ！　と鍵をかける音が背後から聞こえた。




　　　　◆◆◆




「ふざけんなッ！　これのどこが猫の世話だ!?　どっちかっつーと猫の餌えさだろッ!?」

　鍵を閉められた体育館。逃にげ場ばのない屋内。こちらを食い殺さんとする巨きよ大だいな猫『ボッチ』。

　状じよう況きようは最悪だ。最悪だから、とりあえず走って追いかけてくるボッチから逃げ回るしかできないのであった。世話をするという手前、猫ねこに対して攻こう撃げきを加えられない。

「つーかあいつら、出入口全部に鍵かぎなんかかけやがって！　ここから出たら絶対ぶん殴なぐる！」

「──橙とう也やなら」

「あぁ!?」

　迫せまり来る巨きよ大だい猫から必死に逃とう走そうしていると、俺がお姫ひめ様さま抱だっこしている凛り奈なが小さな声で呟つぶやいた。

「橙也なら大だい丈じよう夫ぶ大丈夫……わたしの橙也だったら、あんな怪かい物ぶつ猫なんか楽勝で倒たおせるわ！」

「そんな過度な期待されても困るんだけど!?　俺が全速力で逃にげてるのがわからないのッ!?」

　凛奈はウフフと楽しそうに笑っている。その目は焦しよう点てんが合っていなく、こっちの呼びかけには一いつ切さい反応してこない。

　やばい。猫に食い殺されそうな恐きよう怖ふで現実逃とう避ひし始めている。

「で、でもホントにどうしようかな。出入口どころか天てん窓まどにも鉄てつ格ごう子しみたいなのが取り付けられてるよ？　これ、本当に逃げ場所がないんじゃない？」

「たぶん、あの野や郎ろう共が猫を入れる前に補強作業でもしたんだろうさ」

『猫を逃がさないように、かな』

　と、俺の横を箒ほうきに跨またがって飛んでいるカノンと四つ足で走っている真しん弦げん、前まえ屈かがみになりながら跳とぶように移動している姫き紗さ希き。

　さすが白はく陽よう花かの生徒達だ。あの化ばけ猫ねこから逃にげ続けられるとは、なかなか侮あなどれない。

　まあそんなことはどうでもいいとして。

「なあカノン、どうしてお前はさも当然のように箒ほうきで飛んでるの？」

「え？　だってアタシ、真しん弦げんくんや姫き紗さ希きちゃんみたいに速く走れないし」

「ちょっとズルくないか？　いざっていう時にお前だけ飛んで逃げられるよな？　俺達も乗せろよ、頼たのむから」

　俺達が必死こいて走っているのに、涼すずしい顔で飛んでいるカノンが許せない。何か自分だけ危険域に入ってないような感じが。

「む、無理だよ！　だってアタシの力じゃまだ自分以外に二人しか乗せられないし！　さすがに全員は……」

「じゃあ凛り奈なだけでも乗せてくれ。手ぶらになれば俺は追い付かれる心配がなくなるから」

『私と大おお狼がみ君は？』

「お前、確かバスジャック犯を捕つかまえる時、氷系の魔ま導どう使ってたよな？　なら氷でシェルター作って引きこもればいい。真弦はあの巨きよ大だい猫ねこに食われればいい」

「よくねえよ。対処策を提案するようなノリでオレを始末しようとすんな」

　隣となりを走る真弦が俺の提案を却きやつ下かした。

　と、グラサン狼おおかみは途と端たん真しん剣けんな表情を浮かべ、

「そうだな。ここは鳥と坂さかがニャーンされてる間にオレ達が逃げるっつー作戦はどうだ？」

「待て、とりあえずニャーンって何だ!?　食い殺されろ的な意味合いに聞こえるんだけど!?」

『でも、一人でニャーンなんて無む謀ぼうすぎると思う』

「大だい丈じよう夫ぶよ！　橙とう也やならきっと立派にニャーンしてくれるわ！」

「そうだね。アタシ達の中では橙也くんが一番ニャーンに適してるもんね！」

『そう……それなら橙也、ニャーン役をお願いできる？』

「ニャンニャンニャンニャンうるせえッ！　テメェら全員ニャーンするぞッ！」

　巨大猫に追いかけ回されているというのに、やけに吞のん気きなアホ共に叫さけんだ時、

「ん？」

　俺の前方。進行方向のちょい上。

　そこに、ちょうどよくバスケットのゴールリングがあることに気付いた。

「……」

　試ためしにとばかりに凛奈を抱かかえたまま跳とび乗ってみることにする。怪かい人じんとしての力は抑おさえられているが、バスケットリングに跳び乗るくらいはできる。

　ふわり、と凛奈を落とさないように気を付けながらリングの上に着地。

「ニャーン」

　するとそれに気付いたボッチはリングの下まで駆かけ寄ってきて、こちらへ前足を伸のばしてくる。が、その前足は俺達にギリギリ届かないくらいの距きよ離りで何度も空くうを切った。

「どうもここだと大だい丈じよう夫ぶみたいだけど……？」

「そうね。たぶんあの巨きよ体たいのせいで猫ねこ本来の跳ちよう躍やく力が出せないんだと思うわ。巨大化に伴ともなう体重の増加って侮あなどれないから」

　と、凛り奈なが安あん堵どの吐と息いきを漏もらす。食い殺される危機を脱だつして、現実逃とう避ひから復帰したらしい。

「なるほどな……おい、リングの上に上がれ！」

「うん！　わかったよ！」

『わかった』

「はっ、中々機転が利きくじゃねえか、鳥と坂さか！」

　俺達の様子を見ていて納なつ得とくしたのか、彼女達は同時に頷うなずく。

　そのまま姫き紗さ希きと真しん弦げんは跳とび上がり、カノンは箒ほうきを操作してこちらに寄ってきた。

　そして──何な故ぜか全員、俺の上に乗った。

「ふざけんなテメェら、ごべッ!?」

　カノンと真弦が背中に、姫紗希に至っては俺の後頭部に。

　こいつら……飛び乗られた衝しよう撃げきで、危あやうく凛奈を落とすとこだったぞ！

「重い、マジ重い！　さ、さっさと下りろテメェら！」

「そんな馬ば鹿かな、狼おおかみの体重は四十キロ前後だぞ？　高校生の男子よりずっと軽いだろ」

「テメェの他ほかに二人乗ってんだろうが！　無理して同じとこに来ないで別のリング行けよ!?」

『一人だと寂さびしいから、みんなと一いつ緒しよにいたい』

「人の後頭部の上で言っても可愛かわいくねえぞ、それ!?　つーかカノン、お前に限ってはリングに退避しなくても、箒に乗って高度上げればいいだろ！」

「そ、そんな！　飛行魔ま導どうって魔力消費が激しいんだよ!?　もし飛んでる途と中ちゆうで魔力使いきったらアタシ、ボッチに食べられちゃうよ！」

「だから別のリングに行け！　もしくは俺の上からだけでいいから下りろ！」

「ちょ、ちょっとみんな！　暴れないでよ、リングが壊こわれるでしょ!?」

　凛奈に注意され、ピタッと争いを止やめた俺達。リングが壊れたらそれこそシャレにならん。

　姫紗希達はバスケリングのバックボード側がわに乗り、俺は抱だっこから下ろした凛奈と狭せまいリング上のスペースを仲よく使う。

　巨ボ大ツ猫チも安全圏けんへ逃のがれた俺達にどうしようもできないらしく、リングの下でぐるぐる歩き回ったり、何とかしてこちらに前足を届かせようとしている。

「これで一安心だな」

「そうね。多少窮きゆう屈くつだけれど、あとはこのまま決められた時間まで待てば……」

　短く頷いた凛奈が、そう提案しかけた時、

『でも』

　俺達の会話を遮さえぎった姫き紗さ希きが何かに気付いたように小さく挙手した。

『そろそろミルクの時間だけど』

　その言葉を証明するかのように、リング下にいる猫ねこの腹がきゅるると可愛かわいらしく鳴った。




　　　　◆◆◆




「あ、あのね？　怒おこらないで聞いてね？　実は最初にボッチに襲おそわれた時、アタシびっくりして、その……あの人達に渡わたされたミルクが入ってる袋ふくろ、落としちゃったんだよね……」

　とても申し訳なさそうなカノン。

　体育館の出入口付近を見てみると、確かにミルクの粉やら哺ほ乳にゆう瓶びんが入ったビニール袋が落ちていた。しかも粉袋は破れてしまったらしく、床ゆかにクリーム色の粉が飛び散り、哺乳瓶も粉々に割れている。たとえ拾ってきたとしても使える状態ではないだろう。

「さて、どうしたもんか……」

　きゅるる、と腹を空すかせているリング下の巨きよ大だい猫を見下ろしながら呟つぶやく。

　今回、俺達がやっているのは猫の世話だ。

　このまま餌えさを与あたえずに猫を飢うえさせたとなっては人助け達成にはならないだろう。

　かといってミルクもない状態でどうすればいいのか。

「え、えっと……ごめんね？　アタシのせいで、本当にごめんね？」

　カノンがしゅんと項うな垂だれながら俺達へ謝罪してきた。初対面の際、俺を箒ほうきで轢ひいた時のような、こちらに罪悪感を抱いだかせるような空気だ。

「いや、あれはしゃーない。俺もいきなりあんな猫に出くわしてビビったし」

「そうよ、カノンのせいじゃないわ」

『フォローできなかった私達にも責任がある』

「だな。オレらも一いち目もく散さんに逃にげちまったし。立たち花ばなが責任感じる必要はねえよ」

「みんな……」

　俺達の励はげましに感動したのか、カノンは一いつ瞬しゆん泣き顔になってからうつむく。そして制服の袖そでで目元をグシグシ拭ぬぐったかと思うと、赤あか髪がみの魔ま女じよは固く拳こぶしを握にぎり締しめた。

「うん！　こうなったらアタシが責任取って何とかするよ！」

　次に顔を上げた時、彼女の顔には強い決意が宿っていた。

「何とかするって、どうするの？」

「ミルクがないんだったら、新しいミルクを調達すればいいんだよ！」

　首を傾かしげる凛り奈なに、カノンは自信ありげに答える。

　そのまま彼女はいきなり自分の豊かな胸を寄せて上げ、

「つまり、ミルクの代わりにアタシの母乳で……」

「いや、いきなり何言ってんのこの巨きよ乳にゆう魔ま女じよ!?　出るわけねえだろ!?」

「そんなの、やってみなきゃわからないよ！」

「えぇ!?　そこで不ふ屈くつの闘とう志し燃やすなよ！　やってみなくてもわかるだろ！」

「でも、こうなったのはアタシの責任だし！　大だい丈じよう夫ぶ、アタシおっぱい大きいから！　それにおっぱいは母親の証あかしだよ!?　母性満点だよ！　おっぱいがあれば世界は平和になるんだよ！」

「おい正気に戻もどれカノン！　世の中には意外とおっぱいが溢あふれてるけど、同じくらい犯罪も戦争も世に溢れてるから！」

「あの時、おっぱいがあれば救えるモノがあったかもしれない……あの時、おっぱいさえあればアタシ達はまだ戦えたかもしれない……おっぱいが、おっぱいさえあればァァッ!!」

「あの時っていつ!?」

　確かに大きいけど！　今までなるべく触ふれないようにしていたがカノンの胸は確かにメロンみたいな大きさだけど！　それだけで母乳が出たら世話ないわ！

　それと女の子がおっぱいおっぱい連呼すんじゃねえ！

『……おっぱいを猫ねこにあげる』

「……わたし、胸小さいけど大丈夫かしら？」

「……ねえちょっと、二人共何してんの？　どうして自分の胸見下ろしてんの？」

　いきなりご乱心したカノンの横で、姫き紗さ希きと凛り奈なが己おのれの控ひかえ目めな胸を両手で触さわりながら、切なげな顔をしていた。

　しかし顔を上げた二人は、強い意志を宿した目になる。

　そのまま彼女らは視線を交かわして頷うなずき合い、

「三人分を合わせればいけるんじゃないかしら？」

「うん、アタシ達なら絶対にできるよ！」

『三人寄れば文もん殊じゆの乳ちち』

「文殊の乳って何だ!?　三人合わさっても出ねえもんは出ねえよ！　文殊の知ち恵えっぽくはならないから！」

『でも立たち花ばなさんはもう行っちゃった』

　姫紗希が無表情のまま、リング下を指し示す。

　するといつの間にかカノンが箒ほうきに乗って、緩ゆるやかに床ゆかへと降り立っているところだった。そのままブレザー制服のボタンを一つ一つ外しながら、巨大猫ねこへと歩み寄っていく。

「ま、待てカノン！　早まるな！」

「さあボッチ、怖こわくないよー。今アタシのおっぱいで──」

「ニャーン」

「ぷみッ!?」

　あ、嚙かまれた。

　がっつり嚙まれた。

　ブラーンとボッチの口から垂たれ下がるカノンの下半身。猫ねこは自分がくわえたモノを玩具おもちやか何かだと思っているのか、ブンブンと楽しそうに振ふり回した。

「カノォォォォ──ンッ!?」

　ちょっ、噓うそ……えぇ!?

　ダメだろあれ、凛り奈な達は見ちゃダメだろ！　現役高校生が見ていい絵え面づらじゃねえって！

『大だい丈じよう夫ぶ、まだ食べられてない』

　ふと、姫き紗さ希きがボッチの口元を指差す。

　彼女の言うとおり、確かにカノンはまだ嚙まれているわけではなかった。その華きや奢しやな両腕うでで猫の上うわ顎あごと下顎を押さえ付け、ギリギリのところで踏ふん張っている。

　しかしそれも限界らしい。カノンはインファイトを専門とする正義の味方ではないようで、口を押さえている腕はプルプルと震ふるえていた。

「でかしたカノン！　今助けに行くからもうちょい踏ん張──」

「さ、さあボッチ。今ミルクあげるからねー」

「いい加減にしろよお前！　どんだけミルクに執しゆう着ちやくしてんだよ!?」

　こうなってしまっては仕方ない。こういうのは本来怪かい人じんである俺のガラではないのだが、人命優先ということでリング上から飛び下りようと──

　その瞬しゆん間かん、見てしまった。

　俺よりも先に動いた人ひと影かげを。

　彼女は──一いちノの院いん凛奈はいつもの嗜し虐ぎやく的な笑え顔がおではなく、至し極ごく真しん剣けんな表情で、真っ先にリングから飛び下りていた。

「ッ！　カノンを放はなしなさい！」

「なっ、凛奈!?」

　彼女はマントをはためかせながらボッチの背に跳とび乗った。

　それが不快だったのか、それとも単に驚おどろいただけなのか、巨きよ大だい猫は背中に乗った不ふ審しん物ぶつを振り落とすように暴れ回る。その拍ひよう子しにくわえていたカノンを床ゆかに落とした。

「あいたッ！」

　床に落ちたカノンに目もくれず、ボッチはリング下から走り去り、体育館中を駆かけ巡めぐる。

「チッ、あの馬ば鹿か娘むすめ……ッ！」

　自分一人じゃ走って逃にげることもできねえ運動音おん痴ちだってのに……ッ！　正義感だけで動くのも大たい概がいにしろよ！

「姫紗希、真しん弦げん！　カノンを頼たのむ！」

『あっ』

「いや、頼たのむって……あ、おい！　鳥と坂さかッ！」

　真しん弦げんの制止を無視してリングから飛び下り、すでに体育館の反対側がわまで行ってしまったボッチの下もとへ全力で走る。猫ねこは相変わらず背中の凛り奈なを振ふり落とさんと、飛んだり跳はねたり、駆かけ巡めぐったりと暴れている。

「ッ、きゃっ!?」

　当然、運動能力が皆かい無むに等しい凛奈はそれに耐たえることができず、しがみついていた背中から見事に振り落とされた。

　体育館の壁かべにぶつかって倒たおれる凛奈。

　そんな彼女を追い詰つめるようにボッチがゆっくりと迫せまる。

　その動きは、獲え物ものを前にした時の肉にく食しよく獣じゆうのそれだ。

「ッ！」

　クソ、間に合うか？　凛奈を抱だき上げて逃にげる……位置的に無理だ。壁に追い詰つめられている凛奈と俺の間にはボッチがいる。ならあの巨きよ大だい猫ねこをぶっ飛ばして……いやダメだ。預かった猫に危害を加えては、せっかくの人助けが不達成になってしまう。俺の独断で姫き紗さ希き達に迷めい惑わくかけるのはよろしくない。それにシャルロットも『使えないと判断したら切り捨てる』と言っていた。初はつの人助けが失敗したら最悪、白はく陽よう花かから追い出され、俺と凛奈は路ろ頭とうに迷うことに……いや俺はともかく、せっかく友人ができた凛奈が──

　ほんの刹せつ那な。様々な思考が頭を駆け巡っていた、その時。

「……」

　俺は見た。

　床ゆかから起き上がった凛奈が、巨大猫を気き丈じように睨にらみ返している様を。

　彼女の膝ひざは震ふるえている。それが恐きよう怖ふからなのか、それとも振り落とされた時のダメージからなのか、わからない。

　それでも、彼女の視線に一いつ切さいの怯ひるみはない。

　ただ『お前には負けない』という強い意志が、垣かい間ま見みえる。




　──誰だれかを護まもりたいなら、わたしがずっと……──




　ふと、遠い昔のことを思い出した。

　初めて出会った誰かが、何かを口にした時の記き憶おく。

　それが俺の胸中でチリチリと焦こげ付く。

「──ッ、何してんだクソ猫ォォッ!!」

　頭が真っ白になる。

　気付けばボッチに向けて全力で跳とんでいた。

　一度サイドステップを入れ、『く』の字を描えがくように斜ななめ後ろから襲おそいかかる。

　俺の叫さけびを聞いて驚おどろいたのか、敵は凛り奈なから視線を外して振ふり向いていた。

「っらああァァッッッ!!」

　今の俺が生成できる全力の魔ま力りよくを右足に流し込む。

　並びに属性を炎ほのおに変へん換かん。付加した導式は接せつ触しよくによる爆ばく発はつ。

　演算を終えるのと同時、轟ごうッ！　と燃え盛さかる赤せき橙とう色しよく。

　あとはそれを振り向いた敵に向けて、叩たたき込む。

　跳とび蹴げりが敵の顔を捉とらえた瞬しゆん間かん、激しい爆発音が体育館中に響ひびき渡わたる。

　斜め前に吹ふき飛ばされた巨きよ大だい猫ねこは、凛奈にぶつかることなく、壁かべに頭部から激げき突とつした。




　　　　◆◆◆




　俺必殺『燃え尽つきろキック』を食らったボッチは壁に頭部が突つき刺ささり、ピクピクと痙けい攣れんしていた。その様子を見て安全だと判断したのか、姫き紗さ希き達がバスケリングから下りてくる。

「うわー、橙とう也やくん強いねー」

「……つーか何だ、あのとんでもねえ跳び蹴り。あの巨体が吹っ飛んでたぞ？」

　カノンはボッチの近くにしゃがみ、その体を箒ほうきの柄えでツンツンしている。真しん弦げんはまだ安全を確信しきれていないのか、そんなカノンを遠くから眺ながめていた。

「──ぁ」

　一方凛奈はというと、巨大猫が沈ちん黙もくして緊きん張ちようの糸が切れたのか、ヘナヘナとその場に座り込んでしまった。

「……おい、立てるか」

「え？　あ、うん。ありがとう、橙也」

　俺が凛奈に手を伸のばすと、彼女は一度だけパチクリと瞬まばたき。

　そしてすぐ何事もなかったかのようにこちらの手を取って立ち上がった。

「いやあ、ありがとうね凛奈ちゃん。凛奈ちゃんのおかげで助かったよー」

「はっ。たいしたもんだぜありゃあ」

「ふふ。でも、あの大きさの猫に乗るのって意外と大変ね。もう全身の力を使っちゃって、手が震ふるえているもの」

　二人に褒ほめられたのが満まん更ざらでもないのか、凛奈は謙けん遜そんしながらも嬉うれしそうに笑っていた。

　確かにチームメイトを助けるために体を張った行動は褒ほめられるべきことだ。ヘタすれば命に関かかわることだったのだから、勇ゆう敢かんともいえる。

　だが……俺はそれを褒め称たたえる気にはなれない。

「こんのッ……」

　友達を助けるためとはいえ、凛り奈なが行ったことは無む謀ぼうでしかない。勝算があるならいい。だが近接格かく闘とうの訓練を受けたわけでもないのに、あそこでボッチに飛び付くのは自殺行こう為いだ。

　だから俺が凛奈に説教を食らわせようと口を開いた時、

『めっ』

「あ、あいたっ」

　ぽかん、と。

　横合いから今まで黙だまっていた姫き紗さ希きが、凛奈の頭をグーで叩たたいた。

「き、姫紗希……？」

　凛奈は叩かれたところを両手で押さえながら、驚きよう愕がくの眼まな差ざしを姫紗希へ向ける。カノンや真しん弦げんも彼女の唐とう突とつな行動に驚おどろき、俺ですら開いた口が塞ふさがらない状態である。

　そんな複数の視線を受けてもなお、姫紗希は無表情だった。

　無表情のまま、口も動かさず、言葉を紡つむいだ。

『無茶しちゃダメ』

「で、でも、カノンが危なかったから……」

『凛奈が立たち花ばなさんを心配したみたいに、私達も凛奈を心配した』

「……ぁ」

『大おお怪け我がするかもしれないって、ハラハラした』

　表情も感情も簡単にはわからないが、姫紗希の声こわ音ねはいつになく真しん剣けんだった。

　出会って間もない俺ですらわかるくらいに。

「……ごめんなさい」

　それを凛奈も察したのか、しゅんと肩かたを落とす。

　そんな金きん髪ぱつ少女の手を、姫紗希はその黒い手て袋ぶくろで覆おおわれた両手で優やさしく包み込む。

『無事で本当によかった』

「うん……ありがとう、姫紗希」

「……」

　で、俺はというと。そんな二人を眺ながめながら所在なさに頰ほおをかいているのだった。

　……姫紗希のおかげで言うことがなくなってしまったんだが。

　と、俺の隣となりで肩を落としているカノンに気付く。

「姫紗希ちゃんのお叱しかり、実はアタシにも流ながれ弾だまが当たってるんだよね……」

「いやまあ……うん。気にすんな」

　もとを正せば彼女がボッチの前に飛び出さなければ起こらなかった事態だが。しかしここで責める雰ふん囲い気きでもないので、俺は軽くフォローを入れてやった。

「いや……あのよぉ？　しんみりしてるとこ悪いんだけども」

　そんな中で一人、というか一匹ぴき。

　相変わらず壁かべに突つき刺ささってノビているボッチの横でお座りし、ゆらゆらと尻尾しつぽを揺ゆらすグラサン狼おおかみが冷静な一言。

「この猫ねこ、こんなにしばき倒たおしてよかったのか？」

「…………ぁ」

　忘れていたことを思い出し、ついそんな声を漏もらしてしまった。

　その時、ビターンッと体育館の出入口である扉とびらが勢いよく開いた。

　登場したのは先ほど外で出会った武装集団。彼らはズカズカと体育館内に土足で入ってきて、何かを確かく認にんするように館内を見渡わたす。

「すいません、先ほど外にも響ひびいてくるくらいの大きな音が聞こえたんですが。何かあったんですか……って、ぼ、ボッチ様ァァ──ッ!?」

　先頭にいたリーダー格の武装男が巨きよ大だい猫を見て驚きよう愕がくしていた。

「ちょっ、えぇっ、これ！　何これ、壁に顔が……えぇッ!?　どうしたらこんな状じよう況きようになるんですか!?」

「「『「「…………」」』」」

　当然俺達は何も言えなかった。

　というか言える雰ふん囲い気きではなかった。

　何な故ぜなら、何が起こったかを把は握あくした男達が、こっちへ一いつ斉せいにアサルトライフルの銃じゆう口こうを向けてきたからだ。

「貴き様さまら！　ボッチ様に何をした!?」

「す、すいません、落ち着いてください。暴力では何も解決しません」

「ボッチ様にこんな暴力振ふるっておいて言う台詞せりふか、それが!?」

　とりあえずこちらを囲む男達に、俺達は両手を上げて反抗の意志がないことを示す。そうでもしなければ即そく座ざに射殺されそうな剣けん幕まくだ。

「我々が頼たのんだのはボッチ様の世話だろう！　何な故ぜボッチ様がこんな無む惨ざんな姿で伸のびてらっしゃるのだ!?」

「あ、いや、これはですね。正当防衛の末というか。ほら、正義の味方候補生として人命を最優先にしなければいけないところがありまして……」

「ならばボッチ様をこんな姿にしてもいいというのか!?」

「それでも白はく陽よう花かの生徒か！」

　俺の言い分も無視され、男達は銃口を向けながらこちらへ距きよ離りを詰つめてくる。

　どうやら、俺と凛り奈なの初はつの人助けは失敗に終わったようだ。




　　　　◆◆◆




「第七体育館の壁かべを破は壊かい。預かった猫ねこが打ち身、骨折、火傷やけどなどの負傷。この度たびの依い頼らい主ぬしは『二度と白はく陽よう花かに人助けなんか頼たのまない！』と言い残したそうだ──さて」

　武装集団に体育館から連れ出された後。

　騒さわぎを聞いて駆かけ付けた教員達に助けられた俺達は、射殺されることは免まぬかれたが……その代わりとして、即そく座ざに学園長室へ連行された。

　机に頰ほお杖づえをつきながら偉えらそうに座っているシャルロット。そんな彼女の前に、俺達はきっちりと横一列に並ばされていた。

「このような内容では人助け達成にならないことは承知していると思うが、問題はそこではない。単刀直入に聞こう……誰だれがやった？」

　シャルロットが半目で俺達を……というか俺一人を睨にらみ付けてきやがった。

　こいつ、絶対わかってて聞いてやがる。だって超ちようガン見だし。『猫の怪け我がに火傷やけどとかあるから絶対テメェだろ』的な言外の圧力があるもん。

　と、俺を除いた全員がこっちを指差してきた。

「「『「やったのは彼一人です」』」」

「あっ、クソ、お前ら！　少しは庇かばえよ！」

「だって実際にボッチを蹴けり飛ばしたのは橙とう也や一人だけよ？」

「そうだな。オレ達は逃にげてるだけだったしな」

『猫が可哀かわい想そうだった』

「凛り奈なちゃんと橙也くんには助けられたけど……ほら。それはそれ、これはこれというか？」

「うわ、全員予想以上にドライ!?」

「ふむ。わかった。何か事情があるようだな。そのへんを考こう慮りよして──」

　ぎゃあぎゃあ騒いでいる俺達を見て何か察したのか、シャルロットが重々しく頷うなずいた。

「──鳥と坂さか橙也は学費免めん除じよ値ちをマイナス五万。他ほかの者達は不問とし、学費免除値を与あたえることはないが減らさずにおいてやろう」

「おい、何もわかってねえじゃねえか。脳のう味み噌そ老化して腐くさってんのか」

「それでは鳥坂橙也以外は解散していいぞ」

「わかりました。失礼します、シャルロットさん」

「ちょっと凛奈!?　唯ゆい一いつ俺の味方をしてくれるお前が真っ先にいなくなってどうすんの!?」

　俺の制止も空むなしく、凛奈達はぞろぞろと学園長室から出ていってしまった。

　残されたのは俺とシャルロットだけ。

「まったく貴き様さま達ときたら……転校初日に問題を起こすとは結社の鑑かがみだな。そこのところに弁明はあるか、ランタン？」

　俺と二人きりとなり、体てい裁さいを気にしなくなったシャルロットがいきなり切り出してきた。

「悪かったな。俺だって好きで起こしたわけじゃねえよ」

　初日に問題を起こしたとなれば、ただではすまないことくらい簡単に推すい測そくできる。しかも学費免めん除じよ値ちが合計マイナス十五万となってしまった。

　月末までにマイナス分を取り戻もどさなければ退学、と説明されたような気がする。そうなれば居場所がない俺としては非常に困る。

「即そく退学にならなかっただけマシだと思え。こちらにも不ふ手て際ぎわがあったようだしな。猫ねこの治ち療りよう費や校内施し設せつの修理費を請せい求きゆうせず、学費免除値を減らすだけですませたのはそのせいだ」

　額を手で押さえながら、やれやれと頭を振ふる老ろう獪かいな少女。

「あん？　不ふ手て際ぎわ？」

「ああ。どうやら貴き様さま達が行った人助けは本来大学部に回されるものだったらしくてな。どこをどう間ま違ちがったのか、高等部の方へ行ってしまったらしい」

「……ふうん。つまり？」

「高等部の生徒では受けられない難易度の人助けだったんだ。まったく、剣つるぎ井い英えい子こめ。人助けの管理はしっかりやれとあれほど注意していたというのに……」

　部下の不手際に対して、シャルロットがブツブツと愚ぐ痴ちっている。

　……お前らに非があるなら、何で俺が学費免除値を減らされるんだよ。納なつ得とくできねえぞ。

　そんな文句を言おうとした時、「それはともかく」とシャルロットがこちらに向き直った。

「フン。よかったじゃないか。早くも友人ができたようで何よりだ」

　そしてニヤリと唇くちびるの端はしを吊つり上げ、皮肉とも祝福とも取れることを口にする。

　おそらく俺のことを言っているわけではないのだろう。何な故ぜなら彼女の視線は、今はもうこの場にいない凛り奈な達が去った扉とびらに注がれていたからだ。

「……ケッ。おかげさまで」

　彼女の物言いに、こちらも負けじと皮肉を返す。

　シャルロットはわかっていたのだろう。

　勧かん善ぜん懲ちよう悪あくが染しみ付いている白はく陽よう花か学園。そんな中で俺達を普ふ通つうの学科に転入させたとなれば正体がバレる機会が増えてしまう。

　だから素す性じようを隠かくすことが暗あん黙もくの了りよう解かいとなっているＤＨ学科……程度の差こそあれ、立場が同じような生徒がいるところへ放ほうり込んだ。

　わざわざ正体を隠かくす手て間まを省くために。

　学園の生徒達から除のけ者もの扱あつかいされている同類となら、すぐに馴な染じめると考えたんだろう。

「そこまでする義理がお前にあんのか？　結社の人間だぞ、俺達」

「言っただろう？　最低限の便べん宜ぎを図はかると」

「……ケッ。これだから正義の味方は」

　利益やら何やらとかけ離はなれた理論で動くのだから、逆に何企たくらんでるのか怖こわくなる。

　俺は一度だけ考え込むように頷うなずき、思い付いたことを言ってみる。

「じゃあさ、その便べん宜ぎとかのついでに俺の学費免めん除じよ値ちも……」

「ダメだ。それはそれ、これはこれ。己おのれの不ふ手て際ぎわを誤ご魔ま化かすのは感心しない」

「いやでも、マイナス十五万ってそう簡単に返せるもんじゃねえんだろ？」

　そう聞くと、シャルロットはかっかっかと快活な笑い声を上げた。

「何、月末までまだ半月ある。これから馬ば車しや馬うまのように人助けに励はげめば、返せないこともないだろうさ」

「……」

「それかあの冬ふゆ咲さき姫き紗さ希きにでも寄生パラサイトしておけ。あれは白はく陽よう花か創設以来の逸いつ材ざいだ……ま、おなごにヒモするなんて醜しゆう態たいを貴き様さまのプライドが許すならな」

　心底楽しげなドＳ少女がそこにいた。凛り奈なとは違ちがう、正しよう真しん正しよう銘めいの虐いじめっ子この顔である。その左右の目には『愉ゆ』『快かい』という文字が、それぞれ浮かび上がっているようにさえ見えた。

　転校初日から訪おとずれた退学の危機に、俺は思わず天てん井じようを仰あおぐ。

　現在の学費免除値、マイナス十五万円。

　……カノンか真しん弦げんに寄生パラサイトのコツでも教えてもらうかな。













　　　三話　正しい勧かん善ぜん懲ちよう悪あくのやり方







　白はく陽よう花かに転入してきてから最初の一週間を乗り切った日曜日。

　俺がログハウスに備え付けられていたキッチンで朝飯の支し度たくをしていた時、ピンポーン！　と来客を告げるチャイムが聞こえてきた。

「あ？」

　コンロの火を止め、エプロンで手を拭ふきながら、思わず首を傾かしげる。

　こんな寮りようから離はなれたログハウスに客なんか来るのか？

　あの忌いま々いましいシャルロット・ハイドランジアはちょくちょく顔を見せに来ていたが、それにしたって今日は日曜だ。あいつがわざわざ休みを返上してまで訪おとずれるとは思えない。

「はいはい、どちら様ですかー」

　とりあえずエプロンを着けたまま玄げん関かんへ。客がシャルロットでないことを考こう慮りよし、当あたり障さわりのない常じよう套とう句を口にしながらドアを開ける。




「『「トリック・オア・トリート！　お菓か子しくれなきゃ悪戯いたずらしちゃうぞっ☆」』」




　すると玄げん関かん先でコスプレ魔ま女じよと完かん璧ぺき無表情とグラサン狼おおかみという奇きっ怪かいな三人衆が、わあ、と両手を広げてあらん限りの可愛かわいさアピールをしていた。もっとも、一人はあくまで無表情だが。

「あっ、うち恐きよう喝かつとか間に合ってるんで」

　言い捨て、俺はドアを勢いよく閉める。ちゃんと鍵かぎもかけた。

「さてっと」

　髪かみをぐしゃぐしゃかきむしりながらキッチンへ戻もどる。

　そろそろ飯ができ上がるし。二階で眠ねむっている凛り奈なを起こさないと……

『と、橙とう也やくん!?　ごめんね！　悪ノリしただけなんだよ！』

『おい鳥と坂さか！　いきなり閉め出すとはどういう了りよう見けんだ！』

『お菓子』

　ドンドンドンドンッ！　と木製の扉とびらを激しく連打する音。ついでにちょいくぐもった三人衆の声も聞こえてくる。

　激しいノックはドアが壊こわれかねない勢いだ。

　仕方ないんで再び玄関まで行き、しかし絶対に鍵は開けないでドア越ごしに語りかけた。

「何か用か？　ちなみに今は四月後半だが、カレンダーの見方忘れたのか？」

　確かに魔女、人語を解す狼、口が微び動どうだにしないのに喋しやべれる少女という面子めんつはハロウィンに相応ふさわしいかもしれない。

　しかし今は春先。ハロウィンがある十月なんて半年近く先だ。しかも正体を知らないとはいえ、俺にその台詞せりふを吐はくなんざ冗じよう談だんにしては笑えない。

『わわっ、どうしよう真しん弦げんくん!?　今日の橙也くん、日曜だから意外とマイルドになってるかと思ったら、いつもと変わらないツンケンっぷりだよ!?』

『ああ、マズイな。こりゃあ出オチで笑わせるどころか、逆に怒いかりを増長させたかもしれん』

『悪戯』

「菓子なんざねえから去いね。悪戯もいらん。そして月曜まで俺に関かかわるな」

　会話のキャッチボールが成立してなかったんで、俺はドアから離はなれようとする。

　まったく。こっちは優やさしく今の暦こよみを教えてやったというのに。

『きゃー！　噓うそ噓ッ！　お菓子なんかいらないから、せめて朝ご飯だけでもご一いつ緒しよさせてください！　実は日曜だから寮りようの食堂が閉まっててご飯食べてないんだよ、アタシ達！』

「要求がグレードアップしてるだろ。つーか何でうちの飯めし時どきを把は握あくしてんだ」

『ははん、オレの鼻をなめてもらっちゃ困るぜ！　お前ん家ちから漂ただよう朝食のいい香かおりなんざ、数百メートル先からわかったっつーもんよ！』

「自じ慢まんげに言ってんじゃねえよ。その鼻、焼き切るぞ」

『私は焼やき鮭ざけとお豆とう腐ふの味み噌そ汁しるが好き』

「何さりげなく好きなおかず要求してんだ。意外と図ずう々ずうしいぞ、お前」

　その後、完全無視を決め込もうとしたのだが、ドアを叩たたく音はいつまでも止やまなかった。

　……ったく。五人分の朝あさ飯めしなんて、材料足りるか？




　　　　◆◆◆




「うわうわっ！　橙とう也やくんが作ったご飯、寮りようで出されるやつより美お味いしい！」

「ああ、オレもちょっとビビった。これは素す直なおに褒ほめざるを得ない」

『……お豆腐の味噌汁じゃない』

「ふわ……ふふ、凄すごいでしょう……橙とう也やのご飯は美味しいのよ……？」

　がつがつと朝飯に食らい付く腹ぺこ生徒達。カノンと姫き紗さ希き、先ほど起こした凛り奈なには焼き鮭と味噌汁（材料がなかったんで豆腐は入っていない。姫紗希がしょんぼりしている）、白いご飯という朝の定番メニューを。真しん弦げんには急造の猫ねこまんまを出してやった。

「……で、何でみんな揃そろってんだ？」

　そして俺はベーコンエッグを食べながら尋たずねる。

　本日は日曜日。今日ばかりは人助けだ何だということを気にせず、心置きなく休めると思っていたんだが。

　頭上に疑問符ふを浮かべかねない俺を見て、凛奈が眠ねむたそうに聞いてきた。

「何よ橙也……まだ寝ねぼけてるの……？」

　少なくとも寝ぼけ眼まなこで箸はしを動かしている凛奈よりは正常な思考のはずだ。

　寝ね癖ぐせでちょっとはねてんぞ、お前の金きん髪ぱつ。

「あはっ、橙也くんって朝弱いタイプなんだねー」

　半目でこちらを見据すえる凛奈に代わって、カノンが快活な声を上げた。

「今日は浮うわ気き調査で学外に出るってみんなで決めてたじゃん。橙也くん、忘れちゃったの？」

「ん？　……あー、そういえば」

　さかのぼること数日。シャルロットに学費免めん除じよ値ちをマイナスされた俺は、即そく日じつ達たつ成せい希望の簡単な人助けを大量にこなしていた。

　ある時は学校で虐いじめられる気弱な小学生に護身術を教えたり、ある時は夜間の道路工事で交通整備するために誘導棒ニンジンを振ふったり、ある時は従業員が足りなくなったコンビニで代理の店員をしたりで、何とかマイナス十三万円まで取り返した。

　そして二日前の金曜日……俺は一つの人助けを見付けた。




　人助け・浮気調査。

　人助けの内容・最近、夫が休日になると私に無断で外出します。夜遅おそくに帰ってきたかと思うと、どこか女の気配がするんです。お願いします、浮うわ気きをしていないか確かめてください。




　何というか、嫌いやな現実を見せつけられた切実な文面だった。

　こんなもん学生に頼たのむなよと思ったが……その下に書いてある学費免めん除じよ値ちを見て、俺は期待を膨ふくらませてしまった。

　基本学費免除値・五万円。

　日曜日にわざわざ学外に出向かなきゃいけないことや、尾び行こう・調査という地味に難度が高い内容だから、免除値は高めに見積もってあるらしい。

　五万円分。それはこの前のマイナス分を完全に取り戻もどせる値だった。

　そして凛り奈なが姫き紗さ希き達に協力要よう請せいしたのである。

「思い出した。悪い、寝ねぼけてたみたいだ」

「……ほんっとにもう。橙とう也やったら他人の好意に鈍どん感かんすぎるのよ」

　むっ、と眉まゆを顰ひそめる凛奈。その声はどこか真に迫せまっている。まるで長年思い知らされていたことを再認にん識しきして怒いかりがこみ上げたかのような雰ふん囲い気きだった。

「まあいいわ。それじゃあ行きましょうか」

　飯を食い終わった凛奈がすっくと立ち上がり行動開始の合図。すでに起おき抜ぬけの寝ぼけた頭は覚かく醒せいしたらしく、その表情はどことなく凛り々りしい。

　ここ一週間くらいで俺達に指示を出すのがすっかり板に付いた感じだ。そのリーダーみたいな行動に対して姫紗希達が何も文句を言わないあたり、さすが秘密結社の総そう帥すい。誰だれかの上に立つのは慣れているってことだろう。

「それじゃあ打ち合わせどおり、一いつ旦たん着き替がえて駅前に集合しましょう」

『わかった』

「ほいほーい」

「了りよう解かいした」

　凛奈の指示に対して、姫紗希達も立ち上がる。

　そのまま食い終わった食器をキッチンの流し台へ持って行って、玄げん関かんへと向かった。

「ん？　このまま行くんじゃないのか？」

　一度解散ムードを出すその様子を見て、ロフトへ向かおうとしてる凛奈に問う。

「ああ、えっとね。橙也がいない時にみんなで打ち合わせしたんだけど、いい案が浮かんだから実じつ践せんしようと思ってるの」

　ふふんと誇ほこらしげかつ悪戯いたずらっぽく笑う金きん髪ぱつ少女に、急に不安がこみ上げてきた。

　俺というストッパーがいなくなったこいつらがどんな案を出したのか、非常に気になる。

「それじゃあわたしも少し時間がかかると思うから、橙也は先に行ってていいわよ」

「……わかった」

　そう言い残し、凛り奈なはその案について説明することもなく二階へと上がっていく。

　こういう場合は止めても仕方がない。

　俺が部屋着から学ランに着き替がえようとした時、ロフトからひょっこり顔を出した凛奈が何な故ぜかジト目でこちらを見下ろしてきた。

「……着替えるから覗のぞいちゃダメよ」

「何を今さら。何年一いつ緒しよにいると思ってんだ。ちっこい頃ころから成長してないクセに、ぶべッ!?」

「橙とう也やのデリカシーのなさも全っ然成長してないわね！」

　二階から飛来してきた大きめの目覚まし時計が、見事俺の側頭部にストライクした。しかもこの時計、金属製のベルが二つ付いている古ふる臭くさい型なので地味に重くて固い。

「ふむ」

　目覚まし時計を拾い上げ、頷うなずく。

　今まで長い間一緒に暮らしてきたが、着替えを見るなと注意されたのは初めてだった。まあ俺と凛奈は兄妹みたいな間あいだ柄がらだし、注意されずともわざわざ見ようとはしなかったが。

　体の方はともかくとして。心の方は同年代の連中と触ふれ合ったことで、しっかり女の子らしく成長しているようだ。




　　　　◆◆◆




　凛奈達は何やら不ふ穏おんな準備が必要とのことなので、俺は先に一人で白はく陽よう花かの外を目指した。

　手早く学ランに着替えた後、ログハウスを出る。そのまま学園の敷しき地ちを南北に二分するメインストリートまでやって来ると、南側がわの校門を目指して歩いた。

　車が二台通ってもまだ余よ裕ゆうがある広さの道。校門までの途と上じようにある噴ふん水すい広場や購こう買ばい部の屋台前には、休日を学園内で謳おう歌かしている生徒達がいた。

「しっかし、まあ……」

　まるで普ふ通つうの街中みたいな通りを見ながら、ふと呟つぶやく。

　学園なのにメインストリートなんて名前が付いた道があるとはね。この一週間で慣れたが、ホント白陽花学園の規模は驚きよう嘆たんに値あたいする。

「……」

　白陽花の規模の大きさに、改めてここが世間からどれだけ必要とされているのかがわかる。

　悪の秘密結社の大半を滅ほろぼし、一いち躍やく世間から支持を得た正義の味方。

　その候補生達を育てるための学園。

　それは魔ま導どうが普ふ及きゆうした今の社会には必要不可欠な存在だろう。

　ならば凛り奈なの言う悪の秘密結社は──正義の味方の味方は、必要なのか？

　ここまで世間に認められている連中に、わざわざ味方する必要なんてあるのか？

「……あー、やばいな」

　校門が見えてきた辺りで立ち止まる。

　メインストリートを歩いていた時はあれほど生徒達で賑にぎわっていたのに、今や周囲には誰だれもいない。寮りよう住まいの生徒達も娯ご楽らくに溢あふれた学園内からわざわざ出ようともしないのだろう。

　学園を出入りする人間はなく、校門前には俺しかいない。

　一人でいると余計なことばかり考えてしまう。ここ最近やけに騒さわがしい奴やつらと連つるんでいた影えい響きようか。独ひとりになった途と端たん、やけにネガティブになってしまった。




　──誰だれかを護まもりたいなら、わたしがずっと……──




「……ったく。俺も歳としかな」

　頭を振ふる。胸中に湧わき出たザラつきはそれだけで霧む散さんした。

　今の俺にそれは余計な感傷だ。気を取り直し、校門へ向けて歩き出す。

　と、

「──あら。鳥と坂さか君じゃありませんか」

　背後から聞き覚えがある声をかけられる。

　振り返ると、そこには柔にゆう和わな微ほほ笑えみを浮かべた女性──剣つるぎ井い英えい子こ先生が立っていた。

　休日だというのに代かわり映ばえのしない、教員職らしいウーマンスーツ。学ラン姿の俺が言えた義理じゃないが、休みくらいもうちょっと着き飾かざってもいいんじゃないか。

「あ、こんちは。先生も外出っすか？」

「はい。少し人と会う約束をしているので」

「へえ。スーツなところを見ると、仕事ですか？」

　セカンドバッグを肘ひじから提さげた剣井先生を見て、そう挨あい拶さつを交かわす。

　休日なのに仕事なんて大変だな。

　しかし剣井先生は小さく首を振ふって、

「いえ、今日は私用です」

「？　私用なのにスーツなんですか？」

「はい。休日とはいえ私は白はく陽よう花かの教員ですからね。身なりはきちんとしておかなければなりません……何ですかその『うわ、職業病かよこいつ』みたいな呆あきれ返った目は？」

「いや、そんな目はしてないっすけど」

「はあ……いいですか、鳥坂君。人は外見で判断してはいけないとよく言いますが、服装や身なりはその者を表す立派なステータスです。だから私は『白陽花の教員』『正義の味方の手本』というステータスを示すために、こういう格好を常つね日ひ頃ごろから──」

「……」

　や、常日頃とか。それって立派な職業病だと思うんだが。

　剣つるぎ井い先生の説教というか、休日にスーツを着ている言い訳みたいなのはその後五分くらい続いた。その真しん剣けんさは『人助けがあるんでもう行っていいですか？』と言える雰ふん囲い気きでもなく、俺は黙だまって聞いていることしかできなかったのだった。

「──っと、まあそんな感じです。外見がどれだけ重要かわかっていただけましたか？」

「え、ええ。それだけ長く言われれば、何となくは」

「わかっていただけて幸いです。ああ、そんなことよりも」

「……」

　長々と説教したってのにそんなことで切り捨てたよ、この先生。

「先ほど私もと言いましたが。鳥と坂さか君も外出ですか？」

「はい、そうですけど」

「いけません」

　肯こう定ていした俺の言葉を剣井先生はこれまた柔にゆう和わな笑え顔がおのまま切って捨てた。

「は？　いけませんって？」

「無断外出は校則違い反はんですよ。つまり悪です。正義の味方の候補生が、そんなつまらない悪事に手を染めてはいけません」

「……あー、いや」

　どうやら俺は校則を破って遊びに行くものだと勘かん違ちがいされているらしい。

　その証しよう拠こに剣井先生の表情はいつもの穏おだやかなものから少しばかり厳しめなものに変わっている。

「無断外出は特にＤＨ学科の生徒に多いですが……休日に遊ぶのはよしです。適度なガス抜ぬきは正義の味方として正しいことですから」

「あ、いや。俺は遊びに行くわけじゃ……」

「しかしそれはあくまでルールに則のつとってのことです。外出する時はしっかり教員に許可を取って、外出理由と帰き寮りよう時間を明確にしてからです」

「……」

　取り付く島がないとはこのことか。

　ここで押し問答するのは非常に面めん倒どう臭くさい。言っても聞いてくれそうにないし。だから俺は曖あい昧まいな苦笑いを浮かべてやりすごすことにした。

「わ、わかりました。じゃあ俺は時間に遅おくれるといけないんで、このへんで」

　後でちゃんと説明すれば大だい丈じよう夫ぶだろう、と俺は踵きびすを返して校門に向かおうとする。

　が。

「──まだです。話は終わっていませんよ」

　振ふり向いた先に、剣つるぎ井い先生の顔があった。

「ッ!?」

「悪事を働くのを許さないと言っているのです。ここで無理に無断外出しようというのなら、私は貴方あなたを処しよ罰ばつしなければなりません」

　目と鼻の先にある剣井先生の顔が柔にゆう和わながら──やけに威い圧あつ感を放っていた。

　彼女が使用した魔ま導どうは高速移動クイツク・ムーブであることを理解する。

　聞いたことがある。

　それは自分の担任がどんなタイプの正義の味方か気になり、姫き紗さ希きに尋たずねた時のことだ。

　その昔。銃じゆう器きを所持した銀行強ごう盗とうグループ十数人を、偶ぐう然ぜん居合わせた剣井先生がものの数秒で鎮ちん圧あつしたことがあったという。

　素す手でで。しかも使った魔導は基き礎そ的な高速移動クイツク・ムーブのみ。

　その近接格かく闘とう技術は教員達の中でも群を抜ぬいており、他ほかの先生から『現代の侍さむらい』とまで言われるほどなのだとか。

　特待生──学園から実力を認められた姫紗希ですら、彼女に近接格闘術を習う時は手も足も出ないという。

　それは聞いていたが……しかしまさかこれほどまでとは。

　その予備動作も俺にはまったく見えなかった。明らかに二級国家資格のレベルじゃねえぞ？

「聞いていますか、鳥と坂さか君」

　姫紗希から聞いた話を思い出している間に、剣井先生がどこか厳しい語調で、ずいと顔を近付けてくる。

「あ、はい、聞いてます聞いてます」

「私は正義の味方の模も範はんとして、どんな小さな悪も許すわけにはいきません。無断外出は立派な校則違い反はんですので見逃のがすわけには──」

「あの……ちゃんと外出の許可はもらってきたんすけど？」

「はい？」

「今日は人助けがあって。ちゃんと許可取ってあるんで無断外出じゃないっす。あ、何なら職員室に電話して確かく認にんしてみてくれれば……」

「……」

　あ、気まずそうに固まってる。

「……それならそうと早く言ってください」

「や、ちゃんと説明しようとしましたけど。言う暇ひまもなく捲まくし立てられたんで」

「む。まるで私が悪いみたいじゃないですか」

　悪いというニュアンスが気に食わなかったのか、剣井先生はちょっと渋しぶい顔になった。

　しかしそれも束つかの間まのこと。

「それでは鳥と坂さか君。勘かん違ちがいして引き留めてしまって申し訳ありませんでした。白はく陽よう花かの生徒として、しっかり人助けに励はげんでください」

　剣つるぎ井い先生はいつもの柔にゆう和わな表情に戻もどり、しっかり謝罪してから校門を潜くぐっていった。

　そそくさと早足で消えていく背中。勘違いしたのがよほど恥はずかしかったのかもしれない。

「……」

　一方俺は、ぽつんと校門の前に一人で取り残されたのだった。

　いやしかし、それにしても。

「……やべえ。殺されるかと思った」

　息がかかる距きよ離り。それほど近付けられた時の剣井先生の顔を思い出す。

　校則違い反はんを許さないと語った剣井先生の顔は確かに柔和だったが──わずかながら殺気に似たものが含ふくまれていた。それを思い出し、今さらながら戦せん慄りつする。

「……正義の味方としてどんな小さな悪も許さない、ねえ」

　そんな無断外出くらいでと思うのだが、正義の味方は──特に正義を盲もう信しんする思想派はそういう奴やつらなのだ。

　勧かん善ぜん懲ちよう悪あく。

　どんな些さ細さいなことでも悪ならば許さない。

　それは曰いわく付つきの生徒がいるＤＨ学科を、他学科の連中が嫌きらうのと同じことだ。

　おそらく剣井先生も、その思想派とやらなのだろう。

　彼女は正しい。正しすぎて、どこまでも正義で──俺が嫌きらいな正義の味方の在り方だった。
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　駅前に到とう着ちやくした俺は、構内にある小さな書店で時間を潰つぶすことにした。雑誌などを立ち読みして小こ一時間。腕時計が十一時を回ったあたりで集合場所に向かう。

　指定されていたのは白陽花学園がある方角の北口。バスロータリー前の小さな休きゆう憩けい所のある広場だ。日曜の昼前ということもあり、人々で賑にぎわっている。

　さて、この人混みの中であいつらを捜さがすのは至難の業わざだ。そもそも凛り奈な達がすでに来ているかもわからない。

　ざっと広場を見渡わたし、見付からなかったらもう一度書店に戻るかなんて考えた時。

　広場の端はし。ベンチなども設置されていて、集合場所に適したそこがやけにぽっかりと空いていることに気付いた。

「……」

　ぽっかりと空いた人混みの穴。

　そんな無人域の中心に、見知った顔が四つほどあった。

　一言で表現すると、黒スーツを着た集団。

　とりあえず人型である三人は上下共に真っ黒なスーツを着こなしている。さらにハット帽ぼうなんかを被かぶり、両目を覆おおう大きめのサングラスをかけていた。そして残る一匹ぴきは前者三人同様にハット帽を被っていた。

　さらにいえば、その内の一人が羽織っている仰ぎよう々ぎようしいマント。

　あれ、凄すげえ見覚えあるんだ。何というか、うちの総そう帥すいが普ふ段だんからＴＰＯをわきまえずに羽織ってるものによく似てるんだ。

　と、その黒スーツ集団は俺に気付いたらしく、ブンブンと大おお袈げ裟さに手を振ふってきやがった。

「とーうーやーッ！　こっちよーッ！」

「おーい鳥と坂さかー！　無視すんな、おーい！」

「聞こえてないんじゃないかな？　橙とう也やくーんッ！」

『とーうーやー』

　瞬しゆん間かん。周りにいた野や次じ馬うま達が、バッ！　と物もの凄すごい勢いでこっちを見た。あいつも仲間か、といった感じの視線が俺に突つき刺ささる。

　……超ちよう他人のフリしてー。

　あんな非常識な格好をした連中と一いつ緒しよにされたくねー。

　しかしここで無視しても問題が解決するわけじゃない。俺は黒スーツ達へ歩み寄る。

「橙也、どうしたの？　頭痛でもするのかしら？」

　黒スーツ集団の筆頭、一いちノの院いん凛り奈なが額を押さえている俺に尋たずねてきた。

「ちょっと待て。今聞きたいこと纏まとめてるから」

「？」

　凛奈は金きん髪ぱつを揺ゆらしながら首を傾かしげる。被っていた帽子も頭から落ちそうな勢いだ。

　そんな彼女に向けて、俺はゆっくり要点を纏めて問う。

「……何その格好？」

　もしかしてこれが『みんなで話し合って決めたいい案』ってやつなのか？

　俺の真しん剣けんな問いに対して、凛奈は満足げな笑え顔がおで胸を張った。

「探たん偵ていみたいでかっこいいでしょう？」

「お前は探偵に謝れ。今日って尾び行こうするんだろ？　尾行ってのは目立たないことを前提でやるもんじゃねえの？」

「えっ？　ちゃんと一式黒でコーディネートしたし、地味な感じでいけると思ったけど？」

「どこの世界にマントを翻ひるがえす地味な奴やつがいるんだ」

　ひととおり言いたいことを言い終え、次にその隣となりにいる真しん弦げんに視線を移す。

「狼おおかみがハット帽被ってどうすんだよ。ただでさえグラサンかけてるのが不自然だってのに、怪あやしさ満点だろうが」

「探たん偵ていみたいでかっこいいでしょう？」

「何だその裏声、凛り奈なの真ま似ねか。お前がやっても可愛かわいくねえんだよ、腹立たしいんだよ」

　そういえばこいつは存在自体がぶっ飛んでいる奴やつだった。

　いくら言っても無む駄だだろうと判断し、次にカノンを見る。

「カノン、お前はお前で大変なことになってんぞ」

　何が大変ってカノンは黒スーツ、ハット帽ぼうに加えて、箒ほうき、マント、三角帽の魔ま女じよコスプレキットを付属させていることだ。

「もう闇やみ鍋なべ状態だぞそれ。黒スーツか魔女のコスプレか、せめてどっちかにしろ」

「えっ！　ま、魔女じゃないよ！　もうやだなぁ橙とう也やくん、勘かん違ちがいもほどほどにだよ！」

「……」

　あくまでしらばっくれるようである。

　まあいい。問題は次だ。

「つーか姫き紗さ希き。何でお前も黒スーツ？」

　俺が視線を向けると、姫紗希はハット帽をくいっと人差し指で上げる。

　凛奈達と比べて奇き怪かいな付属品がないだけマシだが……しかしいつもクールなこいつが、こんな馬ば鹿かみたいな変装しているのは正直一番違い和わ感がある。

「お前は冷静ながらちょいキツめの言葉でこいつらを戒いましめる役目だろ。どうしてノリノリ？」

『探偵っぽくてかっこいい』

「そうだったな。お前って無表情だけど意外とノリがいい奴やつだったもんな。俺が悪かったよ」

『うん。一人だけ制服なんて、橙也は空気読めない』

「ごはッ!?　れ、冷静ながらちょいキツめ!?」

　おいおい、言葉に気をつけろよ。傷付くじゃねえか。

「うん、これでみんな揃そろったわね」

　俺の落ち込み具合なんか歯し牙がにもかけず、凛奈は一度強く頷うなずいた。

　えっ、噓うそ？　ジョークじゃなくてマジでこのままなの？　こんな奇っ怪な連中と一いつ緒しよに浮うわ気き調査しなきゃならないの俺？

「大おお狼がみ君、ターゲットはまだ来ないのかしら？」

「ん？　あー……もうちょいってとこだな。今電車に乗ってこっちに向かってるっぽい」

　凛奈の問いにグラサン狼ハット帽付きが集中するように顔を顰しかめた。その長い鼻がスンスンと何かを探さぐるように動いている。

「そんなことわかるのかお前？」

「そうよ。大狼君、このとおり犬科でしょう？　鼻が利きいて、捜さがし物ものする時は打って付けなんですって」

　凛り奈ながまるで自分のことのように自じ慢まんげに語った。お前がドヤ顔してどうすんだよ。

「狼おおかみの鼻ってそこまで凄すごいのか？」

　確かに犬科の嗅きゆう覚かくは人間の数千倍とはよく聞くが、それにしたってこの場にいない人物が近付いてくるかどうかまでわかるもんなのか？

「まあ嗅覚もだが……術じゆつ符ふとの合あわせ技わざがあって初めてできる芸当だな」

　真しん弦げんはそう言って、ふさふさした尻尾しつぽをこちらに見せ付けてくる。

　何かと思えば、その尻尾には草そう書しよ体たいのような文字が書かれた長方形の紙片が挟はさまっていた。紙に描かかれた黒文字は時折、赤い光を放って明めい滅めつしている。

「これでも陰おん陽みよう師じを名乗ってんだ。龍りゆう脈みやく、鬼き門もん、気の流れ。そういうのを読み取って追つい跡せきするのがオレの得意技なんだよ」

「あ、そういやそうだったな」

　普ふ段だんはただの喋しやべる狼だったから忘れていたが、こいつ陰陽師設定だったな。表面上は。

「そうでなくても依い頼らい主ぬしからやっこさんの写真もらったり、日曜はこの町に来るってことは知らされたりしてんだ。一個人の特定・気配の追跡くらいオレにとっちゃ楽勝だよラクショー」

「へえ、そりゃあまた……」

　凄いなお前、という言葉は飲み込んだ。今までただの狼だと思ってた分、そんな特技を見せ付けられると何か悔くやしいし。

「お、来た来た」

　と、真弦が駅の北口に視線を送った。

　見ると、人混みに紛まぎれて一人の中年男が出てくるのがわかった。特にこれといって特とく徴ちようがない中年男性。少し白髪しらがが交じった頭をオールバックにし、よれよれのセーターにジーンズを穿はいている。

「……うん。事前に渡わたされた写真と人相も合がつ致ちしてるわね」

　凛奈が持っていた写真と現れた男の顔を見比べて、確信する。

「それじゃあわたしと橙とう也や、姫き紗さ希きは気付かれないようにターゲットを尾び行こう。大おお狼がみ君は見失わないように随ずい時じ臭においを追跡、カノンはターゲットに接せつ触しよくしようとした人物、特に女性を空から注意深く見張っててね」

「了りよう解かいした」

「ほいほーい」

　ビシッ、と敬礼したカノンが箒ほうきに乗って飛び去っていく。

　今まで一度も言げん及きゆうしなかったが『飛行魔ま導どう』とは、その実、かなりの高等魔導だ。重力操作や空力調整などなど、必要な導式はかなり多い。その難度から純国家資格者……つまり国が認めた最さい高こう峰ほうの正義の味方ですら習得している者が少ないという。

　いくら箒アイテムの誘ゆう導どう補助や魔ま力りよく運用の効率化を図はかる循じゆん環かん機構の助けがあるとはいえ、それをいとも簡単に行える立たち花ばなカノンは、こういっちゃあれだが……ある種の天才である。

　馬ば鹿かコンビかと侮あなどっていたが思いの外優ゆう秀しゆうだ。普ふ段だんはふざけている奴やつらだが、もしかしたら人助けの達成率は高いんじゃないか、この二人？

「橙とう也や、何ぼーっとしてるの！　行くわよ！」

　早くも歩き出していた凛り奈ながこちらを振ふり返って檄げきを飛ばしてきた。

　この数日、一いつ緒しよにいても気付かなかったカノン達の側面に驚おどろきながら、俺は彼女らに追いすがるように歩き出した。
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　ターゲットの浮うわ気き調査のため、依い頼らい主ぬしの旦だん那なさんを尾び行こうし始めてからかなりの時間が過ぎ、時刻は午後七時を回った。

　依頼主の旦那さんはこれといって怪あやしい素そ振ぶりは見せなかった。彼が立ち寄ったところといえば駅前デパートの紳しん士し服ふくコーナー、電気屋、ホームセンターといった浮気の『う』の字もない場所ばかり。映画館に入った時は誰だれかと待ち合わせでもしているのかと思ったが、一人でアクション映画を観みるだけという非常に寂さびしい中年男の姿を見るだけだった。

「……全然怪しいとこなんかないように見えるが？」

　そして現在は駅前の繁はん華か街がい。

　飲み屋やゲームセンター、カラオケボックスなどが立ち並ぶ夜の通り。

　ターゲットである旦那さんはかなり前方を歩いている。俺達は彼に悟さとられないよう人混みに紛まぎれ、時に建物の陰かげに身を隠かくしながら後をつけていた。

　こんなことをし始めて早八時間弱。一向に変化がないターゲットの様子に痺しびれを切らし、思わずそんな愚ぐ痴ちが口から漏もれた。

「でも日曜に家族サービスもしないで町中をブラブラしてるだけで充じゆう分ぶん怪しいよ」

　すると隣となりを歩いていたカノンがムムッと珍めずらしく難しい表情になる。日も沈しずんで暗くなってしまい、空から地上の様子が見渡わたせなくなってきたので途と中ちゆうから俺達と合流したのだ。

「全国のお父さんが全員家族サービスに生いき甲が斐いを感じてると思うな」

　自然と口調が投げやりになってしまう。

　別に尾行が飽あきたというわけではない。ただ俺の脳裏にとある予感が渦うず巻まいているのだ。

「これ、奥さんの勘かん違ちがいじゃねえのか？」

　奥さんとはもちろん、依頼主のことである。

　単純に依頼主が休日を謳おう歌かしている夫に対して疑ぎ心しん暗あん鬼きになっているだけではないか。そう思えてくると徐じよ々じよに今回の人助けが馬ば鹿からしくなってくる。

『ターゲットがファミレスに入った』

　しかしそんな俺とは違ちがって姫き紗さ希きが前方を指差した。

　彼女の言うとおり、今まで尾び行こうしていた旦だん那なさんがファミレスに入っていった。

　それを見て、凛り奈なが、ん？　と思案顔になる。

「ん？　一人でファミレスって怪あやしいわね」

　確かに、と俺も今までの意見を覆くつがえした。

　ファミレスの用よう途とは大きく分けて三つだ。一つは単純に食事を取る。一つは友人などと一いつ緒しよに時間を潰つぶす。

　そして、待ち合わせの場所に使うこともある。

　これは凛奈の言うとおり、少々きな臭くさい。

　姫紗希達もおおむね同じ考えに至ったのか、お互たがいに頷うなずき合う。

「誰だれかと待ち合わせしているとして……中でその様子を見張りたいな。もし浮うわ気きの現場だとしたら証しよう拠こを押さえておきたい」

　俺が言うと、メンバー達が各おの々おのの意見を口にし始めた。

「でも、大人数で入るのは人目を引くんじゃないかな？　現場を押さえるってことはアタシ達もできるだけ近くの席に座りたいわけだし」

「オレらの中で入店する奴やつと外で待機する奴に分かれればいいんじゃないか？」

『少数精せい鋭えいがいい』

「そうね。じゃあ中に入るのは二人にしましょう。わたし達の中で一番目立たなくて、友達もしくはカップルに成りすませる二人ってことでどうかしら？」

　凛奈の提案に一同が頷く。

　俺も特に異論はない。むしろやっと出番が来たと思ったくらいだ。尾行中の俺は何もすることがなかったからな。

　すると凛奈は俺達へ順番に視線を送り、最後に自分の姿を確かく認にんして、

「──じゃあわたしと大おお狼がみ君で中に入るわ」

「妥だ当とうだな。よろしく頼たのむぜ、一いちノの院いん」

「待てや」

　俺が制止すると、すでに店へ向かおうとしていた金きん髪ぱつと狼おおかみが振ふり返ってきた。

「……何よ？　何か文句あるの？」

「ありまくり。どこが妥当だよ。全然条件に当てはまってないだろ」

　何が『目立たなくて友達もしくはカップルに成りすませる二人』だよ。お前らじゃ目立ちまくってる上に友達にもカップルにも成りすませない一人と一匹ぴきだろ。

「大だい丈じよう夫ぶだ。オレがペットに成りすませばいいんだから」

「お前ファミレスなめんな。大たい抵ていのとこはペット同どう伴はんの入店はお断りされてんだよ」

「しょうがないわね。わかったわよ」

　やれやれと凛り奈なが我わが儘ままな子供をなだめるように言った。

　その扱あつかいには納なつ得とくいかないが。まあこれで凛奈も俺が言いたいことをわかってくれ──

「じゃあカノンと姫き紗さ希き、お願いね」

「オッケー、任せてよ！」

『わかった』

「だから待てっつってんだよ！」

　思わず大声を出すと、黒スーツの二人組が歩みかけていた足を止めて振ふり返った。

「どうしたの橙とう也やくん？」

『何か問題があるの？』

「あるっつってんだろ！　何でそういうチョイスしかしないのお前ら!?　ここは普ふ通つう、真っ先に制服の俺が組み込まれるだろ!?」

「え、でも日曜日に制服って目立つと思うわよ？」

「お前らほどじゃねえよ！」

「わかったわかった。じゃあ間を取ってオレと冬ふゆ咲さきってことで……」

「テメェは黙だまってろ真しん弦げん。入店お断りされてるテメェは真っ先に除外されんだよ」

『二人で問題あるなら三人がいいと思う』

「ちょっと！　話をややこしくしないでくれる!?　人数の問題じゃなくて服装の問題だって俺は言って……」

「じゃあここはアタシと凛奈ちゃん、姫紗希ちゃんの三人だね！」

「何こいつら!?　そんなに俺とファミレス入るのが嫌いやなの!?」

「よし。じゃあ行くわよ、二人共！」

「待てェェッ！　お前が行くならせめてマント外して行け！　ほら、窓際ぎわに座ってるお客さんがお前達見てドン引きしてるから────」




　　　　◆◆◆




　で、誰だれがファミレスに入るのかという議論だが、ここは結局、無難なところで俺と姫紗希ということになった。マント付きの凛奈、コスプレ魔ま女じよカノンは明らかに目立ち、真弦はペット同どう伴はん入店禁止だったんで消去法である。

　俺達が選んだのはテーブル席。ターゲットである旦だん那なさんが座っているテーブルの、通路を挟はさんで斜ななめ奥おくの窓際ぎわ席だ。

　ここでは旦那さんの視界に入ってしまうが、他ほかの席が埋うまっていたのだから仕方ない。むしろ俺達がいる席からは旦那さんの様子が窺うかがえる上、ファミレスの出入口も視界に収められるのでいい位置取りだと思う。

『ねえねえ、橙とう也やはどれにするー？』

　と、メニューを見ていた姫き紗さ希きが素すっ頓とん狂きような声でそう言った。

　もちろん微び動どうだにしない口元と無表情は健在。

「あ、ああ。俺は……そうだなー、迷うなー」

『もー、橙也ったら。いっつもメニュー決める時ばっかり優ゆう柔じゆう不ふ断だんなんだからー』

「は、ははっ……な、何か悪いね。どうも」

『でもでも、そんな草食系っぽいところに私は惹ひかれたんだけどね。あはっ☆』

「……」

　やたらと間延びした感じで話し続ける姫紗希。

　何な故ぜこんな不思議空間が広がっているのかというと、彼女自身が『同年代の若い男女だからカップルに成りすます方がいい』と提案したのが原因だ。

　結果はこのとおり。完かん璧ぺき無表情と軽い女子を真ま似ねた口調とのギャップが、もう何というか……大だい根こん役やく者しやもいいとこだった。

「じゃ、じゃあ俺は海かい鮮せんラザニアとドリンクバーで」

『橙也はパスタ系なんだ？　じゃあ私もー、カルボナーラとドリンクバーで』

「か、かしこまりました。しょ、少々お待ちください」

　と、注文を取り終えたバイト青年がダッシュで厨房へ引っ込む。変な格好をした少女と制服の男が、カップルみたいな会話を繰り広げているのだ。そりゃあ怯えるのも無理はない。

『ターゲットの様子はどう？』

　店員がいなくなったとこで通常運行に戻もどった姫紗希がそう尋たずねてきた。

「ん？　ああ時間潰つぶしなのか、今は店に備え付けてあった新聞を読んでるよ」

　俺の向かいに座っている姫紗希は旦だん那なさんに背を向けている。彼女が何度も振ふり返っていたらターゲットに不ふ審しんがられるので、俺がその様子を小声で伝えるという方法を取っていた。

　旦那さんは新聞をめくる度たびに腕うで時ど計けいに視線を落としていた。どことなくそわそわしている雰ふん囲い気きもある。

「それにやたら時計を気にしてる。待ち合わせって線が濃のう厚こうになってきたな」

『うん。じゃあターゲットのテーブルに誰だれか来たらすぐに教えて』

「了りよう解かい」

『……』

「……そういやあの旦那さん、普ふ段だんはどんなことしてる人なんだ？」

『ここら辺では最大勢力の保守正義団体の副会長って依い頼らい人にんさんから聞いてる。昔は正義の味方を支し援えんする純じゆん粋すいな思想派だったらしいけれど、最近は違い法ほう改造したアイテムの横流しとか政治家への賄わい賂ろとか。悪い噂うわさが絶えない』

「へえ。あんなヨレヨレのおっさんがねえ。意外だな」

『うん、意外』

　それっきり俺達の間に会話はなくなってしまった。

　そういや姫き紗さ希きとは一いつ緒しよに人助けすることはあっても、こうして二人きりで行動するのは初めてだったな。そりゃあ弾はずむ会話もないか。

　姫紗希は基本無口な奴やつなんで、彼女から話を振ふってくることもなく、手に取ったメニューを黙だまって眺ながめていた。

　ふと、前から気になっていたことに思い至る。

　メニューを持つ姫紗希の手……正確にはその手を覆おおう黒い手て袋ぶくろのことだ。

「アイテムっていえばさ。そのグローブ、もしかして自作アイテムか？」

『？』

　メニューから顔を上げた姫紗希が無表情のまま首を傾かたむける。どうしてそんなことを聞くのかわからないといった仕草だ。

「や、市販されてるものにしちゃ誘ゆう導どう補助も循じゆん環かん機構も優ゆう秀しゆうなもん積んでるみたいだし。何より今まで結構な数の正義の味方を見てきたが、それを持ってる奴は見たことない」

『……』

「ああいや別に違法改造とかを責めてるわけじゃねえんだ。確かに高度な誘導補助と循環機構が付いてるけど違法って域じゃねえし。珍めずらしいアイテムが気になるだけ」

　どんなことがあってもクールに徹てつする姫紗希が珍しく、少し威圧的な色をその目に宿したので、慌あわてて弁解する。

　別に自作のアイテムを責めているわけでもないし、悪気があったわけでもない。

　ただ俺としては、後々の参考に聞いておきたかっただけだ。

『お母さんが』

　俺に悪意がなかったことが伝わったのか、姫紗希が威圧感を消して、小さな声で呟つぶやいた。

『お母さんが、私にくれた』

　そう言って目前の少女は自分の手をギュッと握にぎり締しめて、胸の前に置く。

　母親からもらったプレゼントを大切にするかのように。

　そこにいるのは、いつもの無表情な姫紗希ではなく──母の贈おくり物ものに照てれ臭くさそうな笑顔を浮かべた、普通の女の子だった。

「……へえ、なるほど。そりゃあ大事にするよな」

『うん』

　似ている。

　母親からもらったプレゼント。それを肌はだ身み離はなさず身に着けているという姫紗希の姿は──前総帥ジイさんから唯ゆい一いつ受け継ついだマントを大事にする凛り奈なに、よく似ていた。

『私も、一つだけ聞いていい？』

「どうぞ」

　いつもの無表情に戻もどった姫き紗さ希きが聞いてきたので、そう促うながす。

　こんなご時世で、珍めずらしく『親思いな女の子』なんて微ほほ笑えましいもんが見られたし。その代だい償しようが質問の一つ二つに答えるだけですむなら安いも──




『あなたは一体何者？』




「……」

　姫紗希の核心を突ついた質問に、緩ゆるくなっていた頭に衝しよう撃げきが走った。

　沈ちん黙もくした俺に対して、姫紗希は淡たん々たんと続ける。

『橙とう也やはアイテムを用いないで魔ま導どうを行使できている。たぶん旧式魔導なんだろうけど……でも旧式魔導は、確か十年前に習得することを禁止されたはず』

「……俺は十年前から旧式魔導が使えるよ。だから禁止対象にならない」

『それだけじゃない。銃じゆう器きを持ったバスジャック犯と戦った時、橙也はとても手慣れてた』

　たとえ白はく陽よう花かの生徒でもそこまで慣れるものじゃない、と姫紗希はこちらを睨にらんでくる。

　やけに意味深な言葉の連続。

　まるでこちらの逃にげ場ばを塞ふさぐような論理的な展開。

『それにさっき「結構な数の正義の味方を見てきた」って言ったけど……きっとそれは白陽花の生徒達のことじゃない』

「何でだよ？　正義の味方を日常的に見られるのなんか白陽花ぐらいしかないだろ」

『違ちがう。だって私にアイテムのことを聞いた橙也は、少しだけど──殺気立ってた』

　その否定はやけに確信的であり、

『まるで、自分の敵を見据すえるかのような目だった』

　彼女が何かに勘かん付づいていることは明白だった。

「……」

　……なるほどね。ちょっとだけ漏もらしてしまった殺気にも気付くとは、さすが優等生だ。

　姫紗希に手て袋ぶくろの謂いわれを聞いたのは悪気があったわけではない。

　俺が彼女のアイテムについて聞きたかった理由は──いずれ戦うことになった時のために、対処策を練っておきたかったからだ。

「ＤＨ学科では必要以上の探さぐりを入れるのは御ご法はつ度とじゃなかったのか？」

『必要以上はしない。でもこれは必要なことだから』

「ああそう」

　向かいに座っている姫紗希の両手にゆっくりと冷気が集まっている。

　返答次し第だいではこの場で一戦交えることも辞さない、という意思表示。

　ここで俺と凛り奈なの正体に勘かん付づいている姫き紗さ希きが、正義の味方としてどうしても俺達を許すわけにはいかないというのなら……不本意だが応戦しなければならない。

　そう決断し、俺も右手へ熱気を収束させる。

『もしあなたが凛奈を害するような人なら、私は容よう赦しやしない』

「……ん？」

　あれ？

　凛奈を害するような人なら容赦しない？

「ちょい待ちちょい待ち。姫紗希が気に食わないのって俺だけ？」

『？』

　俺の質問に姫紗希はわずかながら眉まゆを顰ひそめる。

『……言っている意味がわからないけど。あなたが私の友達を傷付けるというのなら気に入るはずがないわ』

　彼女の語調はいつになく強い。

　出会って一週間しか経たっていない人間を友達と。

　そしてその友達のためならば、正体不明の存在と戦うことも辞さないと。

　姫紗希はそう言った。

「……何だよ、気張って損したじゃんか」

『え？』

「そういうことは早く言えよー。あークソ、無む駄だに緊きん張ちようした」

『？？？』

　導式の演算を放ほう棄きし、止やめた止めた、と俺は手を振ふった。

　どうやら猜さい疑ぎ心を抱いだかれているのは俺だけのようで、凛奈の正体については何もバレていないらしい。

　凛奈に害をなすのは俺の敵だ。それこそ凛奈を気に入らないという正義の味方が現れたのであれば、俺は怪かい人じんとしての本分を全まつとうするつもりだった。

　だが凛奈を友達だと思ってくれている奴やつと戦う理由なんてない。

『……まだ話は終わってないわ、橙とう也や』

　戦意を失った俺とは違ちがい、姫紗希はいまだ威い圧あつ的な態度を保っている。

　あー……うん。どうしようか、これ。

　さて。このやる気満々の少女をどうやってなだめるか、なんて思考した時、

『橙也、あなたは一体何者なの？　何のために凛奈と一いつ緒しよに──』

「ッ！　隠かくれろ！」

　見てしまった光景に、思わず姫紗希の言葉を遮さえぎり、指示を飛ばした。

　そのまま説明もなしに、バッ！　とテーブルの下に隠れる俺。

『え？』

　こちらの唐とう突とつな行動に姫き紗さ希きは戸と惑まどっていたようだが、ここは素す直なおに従ってくれた。

　先ほどまでの緊きん迫ぱくした空気はどこへやら。テーブルの下で仲よく体育座りする俺達。傍はたからだといかにも間ま抜ぬけな二人組に見られることだろう。

『……どうしたの？』

　やがてお向かいさんが、俺の唐突な行動に説明を要求してきた。

「旦だん那なさんのテーブルに向かってきた人がいたんだよ」

　そう。姫紗希と睨にらみ合っている間に、旦那さんのテーブルへ向かう人物が見えたのだ。

　ファミレスに入店し、迷うことなく旦那さんに歩み寄った人物。もちろん出入口側がわからは俺達のことが見えてしまうので、咄とつ嗟さに隠れることを指示した、というわけだ。

『？』

「ちょっと、何首傾かしげてんの。お前が旦那さんのとこに誰だれか来たら教えろっつったんだろ」

『でも、今はそれどころじゃ……』

「……あのね。学費免めん除じよ値ちとか関係ない特お待ま生えはわからないかもしれないけど、奨しよう学がく生せいの俺は今回の人助けを落としたらヤバイんだよ」

[image: ]

　まだ理解してないような姫紗希に、俺は念押しするように続ける。

「この際だからはっきりさせておくとな。俺の目的はお前と同じ、凛り奈なに味方することなの」

『……』

「退学になったら凛り奈なを護まもれなくなるだろ。だからお前も今だけでいいから人助け達成に全力を尽つくしてください」

　最後は下した手てに出てお願いしてみると、姫き紗さ希きは目を白黒させた。

　しばらくそのまま固まっていた姫紗希ではあったが、徐じよ々じよに元の無表情デフオルトに戻もどったかと思うと、

『わかった。でも隠かくれる理由にはなってない』

「ああ、それは……っと。もう顔上げていいぞ」

　旦だん那なさん達の方を様子見して、安全を確かく認にんしてから告げる。

　テーブルの下からもぞもぞ這はい出て元の位置に座った。同じく下から這い出てきた姫紗希は無表情だが、かなり疑心を抱いだいているのがわかる。

　だからそんな疑わなくてもちゃんと理由があるって。

「旦那さんのテーブルに来たのがな、俺達の知り合いだったんだよ。だから顔を見られたくなかった」

『？』

　俺の言葉に、姫紗希はわずかに振ふり返って斜ななめ後ろのテーブルを見た。

　旦那さんの対面。

　こちらに背を向け、ピシッと背筋を伸のばして座っているのは、何を隠そう俺達が知らないはずもない人物。

　我がＤＨ学科二年Ｃ組の担任──剣井英子その人だった。




　　　　◆◆◆




『剣つるぎ井い先生が、ターゲットの浮うわ気き相手？』

　こちらに向き直った完かん璧ぺき無表情の姫紗希が、それでもいささか慌あわてた様子を見せる。

　気持ちはわかる。何せ白はく陽よう花かの先生ということは模も範はん的な正義の味方だということだ。さらに剣井先生は二級国家資格を持っている実力者である。

　そんな女性が浮気などしていたら取り乱す気持ちもわかるが、

「まあ剣井先生だって人間だ。恋愛の一つや二つ、するだろうさ」

『でも不ふ倫りんなんて』

「クソ真ま面じ目めな人間ほどタガが外れたら何するかわかんねえもんだよ。それよりも」

　旦那さんと剣井先生は向かい合って何かを話している。談笑しているようにも見えるし、何かの打ち合わせをしているようにも見える。問題なのはその声が小さすぎて、常人よりも聴ちよう力りよくが優すぐれている俺にも聞き取れないということだ。

「むう、何とかして会話の内容を知りたいんだが……」

『私に任せて』

　どうやら落ち着きを取り戻もどしたらしい。冷静にそう言った姫き紗さ希きは手て袋ぶくろに覆おおわれた両りよう掌てのひらを天てん井じように向ける。

「ん？　何してん……」

　俺がそう聞く前に、変化が表れる。

　最初に感じたのは魔ま力りよくの流動。

　姫紗希の掌に集中した魔力が冷気となって、ひし形の氷細工を作り出した。

　それが両手分で二つ。

　その内の一つを姫紗希は優やさしい手付きで、そっと剣つるぎ井い先生達がいるテーブルへ放つ。

　不思議なことにその氷細工は宙を漂ただよっていく。そのまま剣井先生のちょうど頭の後ろ、向かいに座っているターゲットの死角辺りで停止した。

『向こうの氷で感じた空気の振しん動どうをこっちの氷で再現してくれる』

　そう言って、姫紗希は残っていた氷細工をテーブルの上に浮かせた。

　空気の振動ってことは……なるほど。音が拾えるってことか。

「へえ。糸なしの糸電話みたいなもんか。何つーか、器用だなお前」

　俺が浮いている氷に感心すると、それを合図に姫紗希が目を細めて導式運用に集中した。

　静かに流動する魔力を肌はだで感じる。同時に目前の氷から雑音混じりの声が聞こえてきた。

『は……ええ──まったく』

　それは徐じよ々じよに鮮せん明めいになっていき、やがて剣井先生の呆あきれたような声が聞こえ。




『貴方あなたがアイテムを流すのが遅おくれたから、先週のバスジャックが失敗したじゃありませんか』




　その一いつ瞬しゆんで、俺の中に眠ねむっていた、正義の味方への敵対意識が覚かく醒せいした。

『し、しかし……あれだけのスペックを要求されては製造期間もそれなりにかかると先方は仰おつしやってましたし……代わりに銃じゆう器きを回したはずですが』

『銃器ではなく、魔導アイテムを持たせた犯罪者でなければ意味がないと説明しましたよ。相手はまがりなりにも正義の味方の卵。特に……ＤＨ学科のしぶとさは充じゆう分ぶん教えたはずですが』

　氷から聞こえてくる女の言葉をゆっくり吟ぎん味みする。

　先週の日曜日に起こったバスジャック事件。後からシャルロットに聞いた話ではあるが──あれは剣井先生の連れん絡らく不備で、救出班である教員の手配が遅おくれたらしい。

『一つの不ふ手て際ぎわが全体の計画に支障をきたす。当然のことです。これでは、ＤＨ学科の生徒達を排はい除じよするのにどれだけの時間がかかるか』

『し、しかし、剣井さんは二級国家資格を持つ正義の味方でしょう？　生徒くらいだったら貴女あなた自身の手で倒たおせるんじゃないですか？』

『私が生徒を襲おそったところで私が犯罪者となり、悪となるだけです。それでは意味がない。あくまで外部の手、単なる事件や事故を装よそおわなければなりません』

　転校初日に姫き紗さ希きが行おうとしていた人助け。




　──一人でも大だい丈じよう夫ぶだからって剣つるぎ井い先生に言われた──




　あの時、一人では人助けを受けられないと困っていた彼女は確かにそう言っていた。

　思えば違い和わ感ばかりだった。

　あの巨きよ大だい猫ねこは明らかに高等部生徒が相手するには荷が重い。難度が高い人助けをわざわざ実力不足の生徒へ勧すすめるのも、ＤＨ学科の生徒を排除する手段の一つだったのか。

『そ、そういうものですか……？』

『ええ、そういうものです。何せ私の目的は「悪の根ね絶だやし」ですから。それで私が悪になっては本ほん末まつ転てん倒とうでしょう』

　なるほど。

　こいつは、そういう人種なのか。

『悪は滅ほろびるべきです。いえ、十年前に滅びたはずなのに……いつまでも未練たらしくこの世に残っていられたら困るでしょう』

　ＤＨ学科を忌いみ嫌きらう他学科の白はく陽よう花か生せいと同じ。

　完全なる勧かん善ぜん懲ちよう悪あく精神。

　それが悪ならば、たとえ何だろうと許さない。

『貴方あなたもそんな私の正義に賛同して、協力してくれているのでしょう？』

　己おのれの正義を振ふりかざす……俺が嫌いな、正義の味方。

「……なるほど、ね」

　姫紗希の氷で受信した音声から、とある一つの事実が浮かび上がる。




　──最近ではＤＨ学科の生徒達を狙ねらう犯罪者もいるそうだ。死人はまだ出ていないが……せいぜい死なんことだ。貴き様さまのような輩やからでも生徒が死んでしまったら、妾わらわの責任問題になる──




　シャルロットが言っていた、ここ最近多発しているというＤＨ学科生徒の不ふ審しんな負傷。

　それは、剣井英えい子こが裏で糸を引いていたわけか。

「これは浮うわ気き調査どころじゃねえな。早々に引き上げて、シャルロットにでも……？」

　と、お向かいさんの異常に気付く。

『ぁ……あ……？』

　氷を浮かせている両手が震ふるえ、小刻みに消え入りそうな声を漏もらしている。氷を維い持じしている魔ま力りよくは、いつ砕くだけ散ってもおかしくないほど不安定極きわまりない。

　いつもの無表情は見る影かげもなく、恐きよう怖ふと驚きよう愕がくと身内に裏切られた不信感に怯おびえる冬ふゆ咲さき姫き紗さ希きがそこにいた。

「……」

　そうか。剣つるぎ井い先生は担任だったもんな。

　いくら優ゆう秀しゆうとはいえ、姫紗希はまだ学生だ。

　自分に身近な人物が……それこそ毎日顔を合わせていた教師が、ＤＨ学科生徒じぶんたちを陥おとしいれようとしている犯人だった、なんて事実は衝しよう撃げき的すぎるのだろう。

「姫紗希」

『──ぁ。とう、や……？』

　俺の呼びかけに、やっと焦しよう点てんを合わせる姫紗希。

　落ち着いたとは言えないが。それでも俺の言葉に耳を傾かたむける余よ裕ゆうくらいはできただろう。

「とりあえず落ち着け。まずは悟さとられないように店を出て、誰だれかにこのことを伝えた方がいい」

『う、うん。そうね』

　まだ若じやつ干かん混乱しながらも首しゆ肯こうする姫紗希に、よし、と俺は頷うなずく。

「じゃあ行くぞ。出入口側がわは剣井先生に見付かるから、店員に頼たのんで裏口から出」




　目が合った。

　こちらを振ふり向いている剣井先生と。

　そこにいつもの穏おだやかな微ほほ笑えみはなく。

　まるで獲え物ものを定めたかのような無表情で俺達を──




「ッ!?」

　ゾクンッ、と背筋に悪お寒かんが走り抜ぬける。

　気付くと俺はテーブルの上に乗り出し、いまだ固まっている姫紗希を横へ突つき飛ばしていた。

『ッ！　橙とう……』

「逃にげ……がッ!?」

　衝しよう撃げきが俺の両肩かたを貫つらぬいた。

　何か見えない力に撃うち抜ぬかれたような感覚。それが不可視の『刃やいば』みたいなものだと判断する前に、俺はテーブルから吹ふき飛ばされ、窓にぶつかった。

　それでも見えない刃は勢いを緩ゆるめない。

　窓を盛大に粉ふん砕さいしながら、店の外まで吹き飛ばされる。ガラスが割れる耳みみ障ざわりな音。それに顔を顰しかめたのも束つかの間ま、俺は地面に落ちる直前に……それを見た。

　吹き飛ばされ、宙を舞まう俺の上。

　店内から飛び出してきた人ひと影かげが、こちらに向かって高速で落下してくる様を。

「ッ！」

　人影は落下の勢いを利用し、ズドンッ！　とこちらの両肩に刺ささった見えない刃ごと俺を地面に叩たたき落とした。

「っが、ああぁぁッ！」

　両肩を貫く鋭するどい激痛。アスファルトに叩き付けられた背中に鈍どん痛つう。

　全身の神経が悲鳴を上げている。思考を断絶させる痛みに理性が焼き切れ、意図しないうめき声が口から漏もれ出た。

「……あら？　まだ生きてますか。一撃で仕留めるつもりで踏ふみ付けたのですが」

　俺の肩を貫かん通つうし、アスファルトに縫ぬい付けた不可視の刃。

　それをしっかり握にぎって固定し、さらに俺の鳩みぞ尾おちを思いっきり踏み付けてきた女性──剣つるぎ井い先生が爽さわやかな笑え顔がおでこちらを見下ろしていた。

　ゾッとしない光景だ。

　その微ほほ笑えみはいつもの彼女のもの。

　教室で何気ない挨あい拶さつを交かわし合い、他愛たわいない雑談に興じる時の笑顔だった。

　だからこそ恐おそろしい。他者を見えない刃で貫いておきながら、さも当然のように笑みを張はり付ける彼女が、とてもじゃないが正常な感覚を保っているとは思えない。

「それにさっきの初撃、冬ふゆ咲さきさんを庇かばいつつも致ち命めい傷しようを避さけるとは……急所を狙ねらったのですが。どうやらここ一週間で得た貴方あなたの評価を改めないといけないようですね、鳥と坂さか君」

「が、あッ……み、見えない剣けんの投とう擲てきなんて避よけられるわけねえだろ……光学迷めい彩さい、じゃねえな……次元転位なんて反則だろ！」

　両肩を貫くアイテムの正体に気付き、憎にくまれ口ぐちを叩く。

　次元転位の導式を施ほどこした刃。

　文字どおりその剣は異なる次元に所在がずらされており、俺達がいる次元からは見ることはおろか触ふれることもできない。

　その刃に触れる物を決められるのは、どの次元にずらしたのかを把は握あくしている術者だけ。

　つまり、その剣を握にぎっている剣井先生だけだ。

　マジで反則的な導式だ。現代では問答無用で違い法ほうに分類されているものである。

「あら、一いちノの院いんさんから聞いたんですか？　まあ正確には剣けんではなく刀ですが」

「はあ？　……どうしてここで凛り奈なの名前が？」

　いや聞かなくてもわかる。




　──だって剣井さん。何かの魔ま導どうアイテムを隠かくし持って──




　白はく陽よう花かへの登校初日。剣つるぎ井い先生と一いつ緒しよに歩いていた廊ろう下かで、凛奈がそんなことを言っていたのを思い出す。

　導式やアイテムに詳くわしい彼女は、剣井先生の次元転位導式に初見で気付いていた。

　……クソ。こんなことならあの時、ちゃんと聞いておけばよかった。

「一ノ院さんからは聞いてませんか。ならばたったこれだけのやり取りで私のアイテムに気付いたということになりますが。どうしてなかなか侮あなどれない観察眼ですね。ここで消しておいた方がよさそうです」

　ギリッ、とこっちの肩かたに突つき刺ささっている不可視の刀に力を込める剣井先生。

　おいおいマジかよ……一いつ般ぱん人が往来する繁はん華か街がいだぜ、ここ？

　このままでは止とどめを刺される。そう直感した時、彼女はこちらの肩に突き刺さっている見えない刀の一本を引き抜ぬき、振ふり向き様に一いつ閃せんさせた。

「ッ！」

　刃やいばを引き抜かれた左肩に鋭するどい痛みが走ったのと同時に、ガギンッと金属同士がぶつかり合う甲かん高だかい音が響ひびき渡わたった。

　剣井先生と相対しているのは、ファミレスから飛び出してきた姫き紗さ希きだった。

　黒い手て袋ぶくろをはめた彼女の右手からは、氷柱つららのような刃はが伸のびている。それで剣井先生を背後から斬きりつけたようだったが、すんでのところで悟さとられたらしい。

『ッ!?』

　まさか防がれるとは思っていなかったのか、さすが姫紗希の無表情にも焦あせりと驚おどろきの色が宿る。

「そういえば貴女あなたもいましたね、冬ふゆ咲さきさん」

『剣井、先生……ッ！』

「背後から奇き襲しゆう、狙ねらいはよしです」

　姫紗希の奇襲を受けながらも、剣井先生は余よ裕ゆうを崩くずさなかった。

「しかしフェイントも混ぜずに斬りかかっても意味がありません。まったく、あれほど近接格かく闘とう訓練に付き合ってあげたというのに……物覚えが悪い生徒は嫌きらいですよ」

　悪いという単語を強調した彼女の声こわ音ねは驚くほど静かで……しかし怒いかりすらこもっている。

『──ぁ』

　その感情に当てられたのか、姫紗希が怯ひるんだ。

「橙とう也やッ！」

「うわ、窓ガラス割れてるよ。大だい丈じよう夫ぶなのかなー、これ？」

「おい、何があった鳥と坂さか！　冬ふゆ咲さき！」

　その時、ファミレスの出入口の方から騒さわぎを聞き付けた凛り奈な達が駆かけ付けた。

　そしてこっちの状じよう況きようを見て彼女らは目を見開く。

　斬り伏ふせられている俺と氷の刃やいば片手に身構える姫き紗さ希き。

　そして姫紗希に対する犯人とおぼしき人物──剣つるぎ井い先生を見て、凛り奈な達はその場で固まっていた。

「おい、何か爆ばく発はつみたいな音がしたぞ？　どうしたんだ？」

「何かファミレスから誰だれか飛び出してきたけど……」

「噓うそ、ケンカ？　ケンカなの？」

「いや、ケンカっつーよりあれは……」

　さらに続々と野や次じ馬うまが集まってくる。俺達の様子を遠巻きに眺ながめている一いつ般ぱん人達は手に手に携けい帯たいを持ち、写メを撮とったり、どこかに電話をかけたりしている。

「私の計画を狂くるわせるのはいつも貴方あなた達ですね、鳥坂君。バスジャック然しかり、巨きよ大だい猫ねこの人助け然り……まったくもって腹立たしい限りです」

　野次馬達が集まってきた様子を見渡わたした剣井先生は、その笑え顔がおを初めて不快そうに歪ゆがめた。

　怒いかりで眉まゆを顰ひそめた彼女は、俺と姫紗希を見た後、野次馬の一点へ視線を送った。

　その先には──金きん髪ぱつの少女が。

「ッ！　凛奈ァァッ！」

　瞬しゆん間かん、チリチリと俺の胸が焦こげ付いた。

　胸中を焼く熱がいつものように、剣井英えい子こは敵だと伝えてくる。

　凛奈に殺意を向けたのならば、それが誰であれ、俺の敵だ。

「ッ！　カノン、大おお狼がみ君！　貴女あなた達は白はく陽よう花かに戻もどってこのことを誰だれかに知らせて！」

　俺が叫さけんだだけで状況を理解してくれたのか、凛奈は呆ほうけたような顔から一転、決意を宿したそれに変わる。

「え？　えっ？？？」

「いや、でもよ。これって……？」

「早くッ！　できればシャルロットさんに！」

「「……ッ」」

　切せつ羽ぱ詰つまった凛奈の声こわ音ねから察したのか、戸と惑まどっていたカノンと真しん弦げんは黙だまって頷うなずいていた。

「させませんよ」

　この事態をシャルロットに知らされるのはマズイと判断したのだろう。目前の敵は残っていた刀を俺から引き抜ぬき、凛奈の下もとへ跳とぼうとする。

「それは、こっちの台詞せりふだ……ッ！」

　爆ばく発はつ音と共に、俺の右足に炎ほのおが噴ふき出た。

　刀を抜かれたことで動けるようになった。

　そのまま起き上がり際ぎわに炎を宿した右足を蹴けり上げる。

「なッ!?」

　それを背後に跳び退すさって回かい避ひする剣井。避よけられても別に構わない。今のは凛り奈なの下へ跳ぼうとしていたのを止やめさせる牽けん制せいだ。

　俺は全身のバネを使って飛び起き、着地していた剣つるぎ井いへ向けて全力で跳びかかる。

「ッ！」

　炎を宿した灼しやく熱ねつの拳こぶしが、剣井が構えた見えない刀を捉とらえる。

　瞬しゆん間かん。俺の視界が赤せき橙とう色しよくに染め上がった。




　　　　◆◆◆




　ファミレス前の通りでは俺が放った業ごう火かがアスファルトを焼き、黒こく煙えんを上げていた。

「え、噓うそ！　火事ッ!?」

「な、何かの事件なの!?」

「とりあえず誰だれか！　消防に電話しろ！」

　炎が燃え盛さかる様を見た野や次じ馬うま達が、やっと危機を察して騒さわぎ立てていた。途と中ちゆうから気付いていた者も多かったようで、最初の頃ころよりは数も減っている。

「……巻き込まれた奴やつはいないようだな」

　黒煙と炎から脱だつした俺は、姫き紗さ希きを連れて凛奈の下へ合流していた。

『危なかった』

　一番の心配は周囲への被ひ害がい、そして最も近場にいた姫紗希が巻き込まれることだった。

　しかしあの一いつ瞬しゆんで彼女は氷で防ぼう御ぎよ壁へきを作っていたらしい。さすが優等生。状じよう況きよう判断力はそこらの正義の味方より優ゆう秀しゆうだ。

「橙とう也や、血がッ……早く止血しないと！」

　と、俺の両肩かたへ視線を送っていた凛奈が青ざめている。

「それどころじゃねえよ」

　あんな攻こう撃げきで仕留められていたら世話ない。何せ相手は二級国家クラスの正義の味方。怪かい人じんの力が大半抑おさえられている俺の炎では、精々足止めくらいしかできないだろう。

「カノンと真しん弦げんは？」

「と、橙也が剣井さんを足止めしている間に、白はく陽よう花かまで飛んでいったわ」

「そうか……なら俺達もさっさと逃にげるぞ。剣井とガチでやり合うのは分ぶが悪すぎる」

　そう言うと、凛奈は一度だけ何か言いたそうにしたが、すぐに強気な表情に戻もどった。取り乱しているようで意外と冷静のようだ。

『橙也には私が肩かたを貸す』

　と、今まで黙だまっていた姫紗希が俺の腕うでを取った。

「ほら、姫紗希もこう言ってんだ。さっさと逃げるぞ」

「ええ。わかったわ」

　今度こそ反論はなく、凛奈がしっかりと頷うなずく。




「──逃がすと思っているんですか？」




　世界が凍こおり付いたかと思った。

　黒こく煙えんが上がっている背後。炎ほのおの向こう側がわから聞こえてきた声はそれほど淡たん々たんとしていて、だからこそおぞましかった。

「ッ!?　よけろ！」

『ッ！』

「きゃッ！」

　俺に肩を貸してくれていた姫き紗さ希きと凛り奈なを突つき飛ばす。二人共ロクに受け身も取れなかったようで尻しり餅もちをついていた。

　何とか間に合い、俺も回かい避ひ行動を取ろうとしたが……こっちは間に合わなかった。

　振ふり向いた時にはすでに遅おそく、目と鼻の先にあの忌き避ひ感すら覚える能面の笑え顔がおがあった。

「ッ!?」

「ショックです。さっきの攻こう撃げきで私の愛刀が一本、消し飛んでしまいました。製造費とか改造費とか、高かったんですよ？」

　ヒュン、と空気を裂さく異様に軽い音。

　気付いたら剣つるぎ井いは俺の正面から消えていて、交差する形ですれ違ちがっていた。

　一いつ瞬しゆんの間を置いて俺の脇わき腹ばらはばっくりと割れ、大量の血が噴ふき出した。

「が、は……ッ!?」

　腹部の焼けるような痛みが神経を通して体中に伝でん播ぱし、それが致ち命めい傷しようだと認にん識しきする。

　咄とつ嗟さに体の軸じくをズラして胴どう体たいを両断されることは回避したが、それでも傷口は深い。流れ出る血液と共に、両足を支える力と意識が失われていく。

「ほう？　あれを回避しますか。つくづく侮あなどれませんね」

　背後では剣井が感かん嘆たんの声を上げていた。

『橙とう也や！』

「ッ！」

「っと。そういえばまだ二人いましたね」

　と、剣井は地面から立ち上がろうとしていた二人を見据すえる。そのままヒュンと余よ裕ゆうの動作で己おのれの得え物ものを振ふり下ろし、刀身に付着した俺の血を払はらう。

　そして瞬まばたきしている間に凛奈達の背後へと移動していた。

「え、消え……ッ!?」

『ッ!?　後ろ！』

　二人の間を縫ぬうように高速で跳ちよう躍やくした剣つるぎ井い。そんな彼女に気付き、凛り奈なと姫き紗さ希きが振り返った時には──決着が付いていた。

　ドスンッ、と両者の腹に拳こぶしが埋うめ込まれる。

　かは、と肺の中の空気を無理矢理吐はき出さされた二人。そのまま気を失ったらしく、凛奈と姫紗希はゆっくりと前方に倒たおれ込む。

　そんな両者を剣井は掬すくい上げるように両肩かたに担かついだ。

　一瞬の攻こう防ぼう。

　腹を斬きり裂さかかれた俺が地面に倒たおれるまでの出来事。

「一いちノの院いんさんと冬ふゆ咲さきさんは人質です。貴方あなたに動かれると色々面めん倒どうそうなので」

「て、テメッ……！」

「安心してください、手加減はしてありますよ。鳥と坂さか君が余計なことをしなければ殺しはしません。ただ……」

　剣井がにこやかな表情で、倒れた俺を見下ろしてくる。

「私を追ってくるようなことがあれば、その限りではありませんが」

　言うだけ言って満足したのか。剣井は凛奈達を担いだまま踵きびすを返した。

　地面に無様に倒れ伏ふしながら、何とかその背中に追いすがろうとする。

　しかし立ち上がろうにも、指先を動かすくらいしかできない。

　両肩と脇わき腹ばらから流れるおびただしい血と共に体温が奪うばわれていく。それだけではなく、頰ほおに伝わるアスファルトの冷たい感かん触しよくが、無情な現実を叩たたき付けてくる。

　味方すると決めていた少女を護まもれなかった。

　何て無様。何て体ていたらく。

　悔くやしさと情けなさに歯は嚙がみする力もない。終しまいには立ち去る剣井を睨にらみ付ける視界すら暗くなっていき、俺の意識は完全に闇やみに染まった。













　　　四話　その背中は決して大きくない







　夢を見ている。

　意識を持った途と端たん、すぐにこれが明めい晰せき夢むであることを自覚する。

　何な故ぜならば、そこにあるのが闇やみだけだからだ。

　そこには光も何もない。目を開けているというのはかろうじて認にん識しきできるが、視界に映るのはどこまでも続く暗闇だけだった。

　だから、たぶん夢を見ている。

　でなければおかしい光景。視界が続く限りの闇など現実ではありえない。何もないはずなのに確かに俺はいることを認識する矛む盾じゆん。虚うつろな思考の中、これは夢だとそれだけを確信する。

　俺は一体どんな夢を見ているのか。

　と、

　カンッと甲かん高だかい音と共に、俺の正面がスポットライトで照らされた。

　暗闇の中から現れた一つのイス。

　そこに足を組み、偉えらそうにふんぞり返って座っているのは──俺だった。

　もう見るからにやる気がなさそうな目。黒くろ髪かみの中に一束だけある赤せき橙とう色しよくの髪。最近着ることになったＤＨ学科の制服である学ラン。

　明らかに俺だった。人間状態になっている俺だった。

　つーか俺ってあんなやる気なさそうな目をしてたのか？　などと思っていると。




「ではこれより、『俺みたいなクズじゃ凛り奈なに味方するとか無理じゃね？』会議を始めまーす」




　正面のイスに座っている俺は、いきなりそんなことを言い始めた。

「……え？　いやあの、ちょっといいですか？　え、えっと……俺？」

　とりあえず確認だけしとこうと思い、おずおずと声を上げる。

　すると俺の分身（？）は顰しかめっ面つらを浮かべ、こっちを値ね踏ぶみするように睨にらんできた。

　うっわ、むかつく。俺の顔なのに超ちようむかつく。

「あ？　何だ現在の俺、意見があるなら挙手しろってあれほど言っただろ」

「や、聞いてません初はつ耳みみです。ちょっと確認したいことがあるんですけど、いいですか？」

　俺の言葉を聞いた俺は──ってメンドクセェなこれ。正面にいる『正面俺』は眉み間けんにシワを寄せながらも重々しく頭かぶりを振ふり、

「ダメだ。会議の進行に支障が出る」

　俺の申し出を一いつ蹴しゆうした。

「んじゃまず『そもそも何で凛り奈なに味方してるのか』ってところを振ふり返ろうと思う。何か言いたいことがある奴やつはいるか？」

「……いやちょっと待てよ正面俺。俺の話を──」

「黙だまれクズ」

「テメェ！　お前が俺にクズっつーことは回り回って自分自身もクズって言ってるんだぞ！」

　正面俺に摑つかみかかろうとした時、カンッ、と再びスポットライトの光がどこからともなく下りてきて、俺から向かって右側がわを照らした。

　そこのイスに座っていたのは──俺だった。

　俺と正面俺とは違ちがって髪かみが赤せき橙とう一色で眼球が白目の部分ですら真っ黒になっているところから、怪かい人じんになっているとわかる。

　何より俺や正面俺と比べてはっきりとわかる相そう違いはそいつが学ランではなく、真っ黒なタキシードを着ているという点だ。

　あれは……十年前まで俺が所属していた結社の制服だ。

　さらに身体からだ中のあちこちに大きな怪け我がを負っていて、見るからに瀕ひん死し状態だ。

「そもそも凛奈に味方する理由が曖あい昧まいです、正面俺」

　新たに現れた右側俺は思わずこっちが引いてしまうくらい血だるまだというのに、ゆったりと右手を挙げた。

「命を助けられた恩とか言ってるけど。今のご時世『命を拾われた恩義を返す』とか格好つけるのは、正直古ふる臭くさくてダサいです」

「余計なお世話だ！　つーか何これ!?　俺自身にディスられるってどんな夢!?」

「「黙れグズ」」

「うっわ傷付いた！　濁だく点てんが付いただけなのに何かクズって言われるよりも傷付いた！」

　カンッ、と三度目のスポットライト。

　俺から向かって左側に現れたのは、やっぱり俺だった。

　髪は赤橙色。その両目も黒一色なので、右側俺と同じく怪人化している。

　パーカーにジーンズという普ふ通つうの私服を着ている左側俺は至し極ごく面めん倒どうそうに右手を挙げた。

「特になし」

「何か言えや！　挙手したんだったら意見あんだろうが！」

「じゃあ言わせてもらいますけどね、現在俺」

　はあやれやれ、と左側俺は肩かたを竦すくめた。

　何こいつらマジでむかつくんだけど。本当に俺か？　俺っていつもこんなにむかつくのか？

「そもそもゼロウ・ファミリーは一度滅ほろんでるじゃないっすか。それで前総帥ジイさんも死んじゃってるし。それなのに凛り奈なを護まもるとか言われても何を今さらっつーか。それすでに護りきれてないじゃんっつー感じでマジ笑えるんですけど」

「ぐはッ！　や、やべえ。左側がわ俺マジ容よう赦しやねえ。こ、こんなあっさり本質をえぐられると立ち直れないんだが……」

「「「黙だまれクス」」」

「何それ!?　クスなんて言葉初めて聞いたけど、それ罵ば倒とうなの!?」

　このままではラチが明かない。

　俺がシュバっと挙手すると、正面俺が『何だ』と聞いてきた。どうやらこの場において正面俺が他ほかの俺よりも権限を持っている設定らしい。

「え、えっと、まず確かく認にんしておきたいんですけど……これって夢ですよね？」

「当たり前だろ。どこの世界に自分が四人いる現実があるんだ」

「で、でも何か変じゃないっすか？　だって俺、結構シリアスな感じで気絶したんですけど」

「何が言いたいんだ、現在俺？」

「何つーか、ほら……ね？　わからないかなあ？　ここはこう……過去を後こう悔かいするような夢を見るのが普ふ通つうじゃないか？」

　だってほら、凛奈がさらわれたわけだし……俺が期待していたのはシリアス風味でちょい重い空気の夢だったんだが。

　ここは誰だれかを護れなかった昔の出来事とか、己おのれの無力を痛感して自分を責めるとか、そういう夢を見るのがセオリーなんじゃねえの？

「何を言ってるんだ、現在俺」

　さすが夢の中。俺が考えてることなんか、同じ俺にはお見通しなのだろう。

　正面俺は腕うでを組んで、もったいぶるように深く頷うなずいてから、

「お前のようなクズグズクスクス野や郎ろうが、そんな格好いいこと許されるわけねえだろ」

「クスが一個増えて笑い声みたいになってるけど!?　もしや滑こつ稽けいだとでも言いたいのか!?」

「「クスクス。凛奈を連れ去られるとか、マジあいつ超ちようウケるんですけどぉー」」

「うぜえ！　左右の俺超うぜえッ！」

　ダメだ！　こいつらは今ここで殺とっておかなければ俺のイメージに関かかわる！

　俺はイスから勢いよく立ち上がり、右手の拳こぶしにありったけの魔ま力りよくを流し込む。

　ボウッ、と右手に宿った赤せき橙とう色しよくの炎ほのおが真っ暗な空間を照らした。

「おらぁ！　テメェら全員消し炭にしてやるから、かかってこいやッ！」

「「「──ほう」」」

　と、威い勢せいよく発したこちらの啖たん呵かに、正面、右側、左側の俺達がギランと目を輝かがやかせた。

「……あ、あれ？」

　何かよくない流れだぞ？

「わかってんのか現在俺。確かに俺は傷だらけのボロボロだが、善悪戦争時代を生きてた……いわば全盛期の俺だぞ？」

　右側がわ俺はイスから立ち上がり、全身から赤せき橙とう色しよくの炎ほのおを放出した。

「俺だって日夜ゼロウ・ファミリーを攻せめてくる正義の味方達と戦ってた俺だ。全盛期の右側俺ほどじゃないが、現在俺より腕うでは鈍なまってねえ」

　左側俺もイスから立ち上がり、全身から赤橙色の炎を放出した。

「そして俺だ。俺は凛り奈なに改造される前。つまり……自分の意志で怪かい人じんになれる」

　そして正面俺もイスから立ち上がり、怪人状態へと戻もどる。髪かみは赤橙色へ、瞳ひとみは黒色へ染まっていく。そして前の二人と同様、全身から炎を放出した。

　対して俺が炎を出しているのは右手のみ。凛奈の承しよう認にんがなければ怪人に戻ることはできず、身しん体たい能力も頑がん丈じようさも生命力も、ほとんど人間と変わらない状態。

「……あ、いや。これは、その？」

「「「怪人にも戻れないお前が、俺達に勝てると思ってんのか？」」」

　全身から炎を立ち上らせながら、バキゴキと指を鳴らす俺三人。

「や、やだなあ、そんな明らかに俺よりも強い俺にケンカ売るわけないじゃないですか！　いやホントすいません調子くれてました！　だからまずその炎を収めていただ……ぎゃ、ぎゃああああァァ──ッ!!」




　　　　◆◆◆




「っうああぁぁ──ッ!?」

「なッ!?」

　がばあッ、と俺は勢いよく跳はね起きた。

「はあ、はあ……こ、ここは？」

　夢から覚めたことを確かく認にんするために周囲を見渡わたす。

　俺がいるのはベッドの上。白い家具で統一された清潔感ある室内。

　一度だけここに来たことがある。

　転校初日。カノン達に轢ひかれて気絶した時にやって来た保健室だ。

「お、起きたか、鳥と坂さか橙とう也や」

　と、ベッドの脇わきに幼い外見の少女がいた。

　起き上がった俺をおっかなびっくり凝ぎよう視ししてくるのは白はく陽よう花かの学園長シャルロット・ハイドランジアことロリババアだ。

「いきなり起き上がるな。心臓が止まるかと思ったぞ」

「あ、ああ悪い……かなり胸むな糞くそ悪わるい夢を見てたもんで」

　眉まゆを顰ひそめるシャルロットの落ち着いた声こわ音ねに、こっちも冷静さを取り戻もどす。

　本気でどうかと思う夢だった。内容がカオスっつーか。できれば二度と見たくねえ代しろ物ものだ。

「それは昔の夢か？」

　と、ベッドの横にいたシャルロットが今まで見たこともない顔になっていた。

　何というか、こっちを気き遣づかっているような表情である。

「ずいぶんうなされていたからな。思わず寝ね首くびをかくのを躊躇ためらってしまうほどだった」

　終しまいには常に俺へ放っていた敵意すら薄うすれている始末。悪夢にうなされる俺をガラにもなく心配していたのかもしれない。

「え？　……あ、ああ、そうそう！　昔の夢昔の夢！　いやあホント胸むな糞くそ悪わるくってさ！」

「……貴き様さま、視線が泳いでいるが。何かやましいことでもあるのか？」

「べ、別にぃ？　そんなことねえよ？」

　こんな湿しめっぽい雰ふん囲い気きでは『昔の俺三人にケンカ売った末、手も足も出ずボコボコにされる夢を見てました』なんて口が裂さけても言えない。

「……ならいいが。それはそうと、あまりはしゃぐなよ。傷口が開くぞ」

「あ？」

　シャルロットに指し摘てきされ、己おのれの現状を知る。

　何な故ぜか見下ろした自分の両手が包帯でぐるぐる巻きだった。しかも腕うで全体に締しめ付けられるような圧あつ迫ぱく感があることから、包帯が巻いてあるのは手だけではないらしい。唯ゆい一いつ生なま身みが出ている指先で顔を触ふれてみると、やはり布の感かん触しよくがある。どうやら顔もミイラ状態のようだ。

「何これ」

「妾わらわが施ほどこしておいた。こんな夜よ更ふけでは常勤の養護教きよう諭ゆも校内に残っていないからな」

「……俺が怪け我がしたのは両肩かたと腹のはずだけど。何で全身ミイラ？」

「馬ば鹿か者。それは目立った傷であって、今の貴様は目立たないところもボロボロだ」

　シャルロットの指摘に、むぅと唸うなってみる。

　気付かなかった。全身ミイラになるくらいけちょんけちょんにされていたのか。怪かい人じん化してない俺と剣つるぎ井いの実力差は歴然といったところか。

「ま、いいか。ないよりマシだし。わざわざ悪ぃな。んじゃこんな時間だし、俺は行くわ」

　介かい護ごされたことに礼を言うと、何故かシャルロットは訝いぶかしむような視線をこちらに向けた。

　ベッドから立ち上がろうとする。すると切り裂さかれた腹に予想以上の激痛が走った。意図しない呻うめきが口から漏もれ、ベッドの上でうずくまってしまう。

「そのまま行ったところで貴様は死ぬぞ」

　俺の行動をシャルロットは一言で切り捨ててきた。

「事情は立たち花ばなカノンと大おお狼がみ真しん弦げんからすべて聞いている。剣井英えい子こが貴様達を襲おそったことも……最近多発していたＤＨ学科生徒の負傷事件にも大体関かん与よしていることも、調べはついている」

「へえ、いつから気付いてたんだ？」

「勘かん繰ぐるな。この件を聞いて色々調べた結果、ついさっきわかったことだ。悪の秘密結社の末まつ端たんや犯罪組織との間を取り持っていた者……貴き様さま達が浮うわ気き調査をしていたターゲットも先ほど確保したと連れん絡らくが入っている」

「なるほどね。あとは主犯格だけってか」

　剣つるぎ井い英えい子こ。

　二級国家クラスの正義の味方にして、ＤＨ学科の教員。

　いや。今は生徒を襲おそっていた、ただの犯罪者か。

「悪を許さず、生徒達にすら害をなす教員がいるとはね」

　ホント正義の味方の鑑かがみだよ。しかも悪を排はい除じよするために犯罪組織と繫がるなんざ本ほん末まつ転てん倒とうだろうに。どうして自分で気付かないんだろうな。

「正義の味方同士で潰つぶし合うとは世も末だよ。いやいや勧かん善ぜん懲ちよう悪あくなんてよく言ったもんだ」

「……剣井英子は学生の頃ころから正義感が強い娘むすめだった」

　ふと、こっちの皮肉にシャルロットが苦にが虫むしを嚙かみ潰したかのように顔を顰しかめる。

「悪を許さぬ模も範はん的な思想派だったよ、あやつは。人情的なところもあり、何より面めん倒どう見みもいい。そのへんを買って妾が教師として雇やとったのだ」

「……」

　過去を思い出すにしてはあまりに苦々しいその表情に、俺は何も言えなくなる。

「だがゆきすぎるところもあった。学生時代からＤＨ学科の生徒達といがみ合っていた節がある。それは教師として生徒達と触ふれ合うことで改善されていくと思っていたが……妾わらわが甘かった」

「だろうな。思想派ってのは裏を返せば自分の正義を妄もう信しんしている連中のことだからよ。時に利益に従順な利権派よりもタチが悪い」

　手厳しいな、と老ろう獪かいな少女は寂さびしそうに小さく笑う。

　そして彼女は無表情を顔に張り付かせ、こちらに向かって腰こしを折った。

「今回の件は妾の見込みの甘さと、監かん督とく不行き届きが招いた結果だ。すまぬ」

　シャルロットは深く頭を下げたまま、続けた。

「奴やつが犯罪組織に荷か担たんし、違い法ほう改造したアイテムの横流しにまで関かかわっていたこと。多くのＤＨ学科の生徒達を危険に晒さらした上、一いちノの院いん凛り奈なにまで被ひ害がいを及およぼしたこと。それはすべて妾の責任だ。貴様に……何よりゼロウに、何と顔向けしていいかわからん」

「……」

　紡つむぎ出される声には、罪悪感が色濃こく出ていた。

　学園長としての責任。教え子を間ま違ちがった方向へ進ませてしまった後こう悔かい。彼女にとっての古き友人──前総帥ジイさんに対して借りを返せなかったこと。

　そんな様々な思いがシャルロットの中に渦うず巻まいているのだろう。

　怪かい人じんであるはずの俺に頭を下げるくらいに。

「この件は妾わらわが必ず何とかする。だから貴き様さまは……」

「言ったな？　今さらなかったことにすんなよ」

　だから俺は、彼女の言葉を途と中ちゆうで遮さえぎった。

「んじゃ、これから俺が起こす暴力事件をもみ消してくれ」

「は？」

　深く下げていた顔を跳はね上げ、丸くした目を向けてくるシャルロット。

　そんな間ま抜ぬけ面づらから視線を外し、ベッドから下りた。

「見てらんねえよ、こんな殊しゆ勝しような英えい雄ゆうなんか。胸焼けして気持ち悪いっつーの」

　何より罪悪感とか借りとか、そーゆーのをあからさまに抱いだいているとこが気に食わない。

　何な故ぜならそれは……ついさっきまでの俺とまったく同じだからだ。

「お、おい！　待て、ラン……鳥と坂さか橙とう也やッ！　まさか貴様、その身体からだで剣つるぎ井いのところに行くつもりではあるまいな!?」

　重傷の身体を引きずりながら保健室から出ようとする俺を、背後からシャルロットが慌あわてた様子で引き留めてくる。

「当然。凛り奈なの身が危ないってのに他人任せにできるかよ」

「貴様、そうやって誰だれかのために自分の身を顧かえりみないのは──」

「誰かのためじゃねえよ。俺が好きでやってるんだ」

　強い語調で言い切ると、シャルロットは押し黙だまった。

「さっき見た胸むな糞くそ悪わりぃ夢でよ、思い知らされた」

　三人の俺。昔の自分に散々クズ呼ばわりされる夢を見て痛感した。

　あれは、かつて何かを護まもりきれなかった時の俺だ。

　善悪戦争と呼ばれる戦いで、かつて所属していた結社を護れなかった自分。

　結社の残党から、前総帥ジイさんとゼロウ・ファミリーを護れなかった自分。

　凛奈が受け継ついだ結社を護れなくて、白はく陽よう花かに通うことになってしまった自分。

「前に俺さ、凛奈を護る理由は命を助けられた恩と前総帥ジイさんを護れなかった罪つみ償つぐないって言っただろ？」

　それは確か白陽花にやって来た初日のこと。

　シャルロットに『凛奈を護ってやれ』と言われた時、俺はそう言ったはずだ。

「……ああ。言っていたな」

「でも全っ然ダメ。それっぽい理由で自分の気持ちに言い訳して、格好つけてたわ」

　昔の俺達に『そんなんだから凛奈がさらわれるんだよ』と責められるようなあの夢は、俺に後こう悔かいや絶望を思い出させたついでに……とある昔の出来事も思い出させてくれた。




　──誰だれかを護まもりたいなら、わたしがずっと……──




　それはこの胸に刻まれた、焦こげ付くような熱。

　こちらの理性を根こそぎ奪うばっていく痛み。

　そのチリつく焦しよう熱ねつを俺は今まで、命を助けられた恩義とか、前総帥ジイさんを死なせてしまった罪つみ償つぐないとか、そういうものから生じているのかと思っていた。

　でも違ちがった。

　そんな取って付けたような理由なんて、わざわざ声を大きくして言う必要なんざない。

「俺は凛奈あいつが気に入ってる」

　それが、この胸を焦がす熱の正体。

　結社の総そう帥すいのクセにとことんお人ひと好よしで。己おのれが弱いことを自じ慢まんげに語って。正義の味方のために淘とう汰たされる悪を肯こう定ていして。それを正義の味方の味方だと嘯うそぶいて。

　そんなあいつだからこそ、俺は一いつ緒しよにいたいと思った。

　そんなあいつだからこそ──あの時、俺は凛り奈なに味方すると決めたんだ。

「恩義とか贖しよく罪ざいとか、そんな上等な理由でやることじゃねえや。だから何つーの？　ほら、味方したいから一緒にいるんじゃなく、一緒にいたいから味方するみたいな？」

「ほう。それで？」

「それでって言われても……あー、説明すんのメンドクセ。察して」

「貴き様さまという奴やつは……ここは普ふ通つう、何かいいことを言うところだろう」

　うっせ。うまく言葉にできねえんだよ。

「えっと、家族は大切にするもんだってのが世論だろ。いやまあ友達でも恋人でもいいんだけどさ。それでさ、家族って何で大切にすると思う？」

「それは……家族だからだろう。そこに何でと理由を求めるものではない」

「そ、つまりそれ」

「？」

「その理由もない絆きずなってやつ？」

「────」

　狐きつねに摘つままれたように呆ほうけるシャルロットに、俺は不敵に顔を綻ほころばせる。

「家族だから家族を大切にする。そんなもんだろ。いちいち理由とかきっかけを求めること自体、意味がねえ」

　それでいいんだ。誰だれかのために動く時に動機なんざ。

　元より俺が戦う理由なんて、昔からそれだけだった。

「俺は凛奈の味方になりたい。そう思っただけで充じゆう分ぶんだ」

　と、シャルロットの呆あつ気けに取られた表情が、切なそうなものへ変わる。彼女は眉まゆ尻じりを下げ、こちらから視線を外すと、

「──何な故ぜ貴き様さまのような奴やつに限って、妾わらわの敵なんだろうな」

「あ、何か言ったか？」

「……フン。理由もなく動けるのは脳筋だけだと言ったんだ、この単細胞め」

「あ、何だそれ。喧けん嘩か売ってんのか？」

「黙だまれ。貴様の顔を見ているとムシャクシャする。さっさと妾の前から消えろ」

「ケッ。そーかいそーかい」

　いつもの調子を取り戻もどしたようで何よりだ。

「……さて」

　俺はそろりそろりと足音を立てず出入口のドアへ近付く。気配を消したまま取っ手に指をかけ、ガラガラッ！　と勢いよく開け放った。

「わ、わわッ!?」

「あべッ！」

　すると廊ろう下かの方から聞き耳を立てていた馬ば鹿か共が、ズシャーッ！　と雪崩なだれれ込んできた。

「お、おいコラ、立たち花ばな！　重いからさっさと退どけ！」

「む、むっか！　真しん弦げんくん、それは乙女おとめに言ってはいけない禁句トップ三だよ！」

「おい馬鹿コンビ、さっさと立て」

　白い目で見下ろしてやると盗ぬすみ聞ぎき犯──立花カノンと大おお狼がみ真弦は仲よく床ゆかに倒たおれたまま、ははは、とバツが悪そうな笑いを浮かべる。

「き、気付いてたんだ、橙とう也やくん」

「当たり前」

　シャルロットが俺をわざわざ『鳥と坂さか橙也』って呼んでたからな。二人きりの時は嫌いやがらせのように『ランタン』と呼ぶクセにそうしないのは、誰だれか第三者が聞いてるってことだろ。

「今から先生殴なぐりに行くからよ。ちょっと俺の不良行こう為いに手ェ貸してくんない？」

　そう言うと、カノンと真弦は目をパチクリと瞬しばたたかせる。こちらから視線を外し、お互たがいの顔を黙って見つめるというお見合い状態。

　それから数秒。魔ま女じよと狼おおかみはすっくと立ち上がり、力強く頷うなずいてくれた。

「ほいほーい！　姫き紗さ希きちゃんと凛り奈なちゃんの救出大作戦だね！」

「ま、やられっぱなしってのも気に食わねえからな。貸しにはしないでおいてやるよ」

「さんきゅー。んじゃ行ってくるから後始末はヨロシクな、シャルロット」

「……まったく。この悪ガキ共ときたら」

　保健室に一人取り残されるシャルロットを振ふり返ると、彼女はやれやれとでもいうかのように額を押さえていた。

「妾は何も見てない。さっさと行け」

　カノンと真しん弦げんの後に続いて退出し、また、ドアを閉める前にシャルロットに目をやる。

　そこにあるのは困ったような、呆あきれたような、そんな微び妙みような笑えみ。

「────」

　何かを呟つぶやくシャルロットの口が『やっと貴き様さまらしくなったな』と動いたように見えたのは、たぶん俺の気のせいだろう。




　　　　◆◆◆




　夢を見ている。

　そうでなければおかしな光景だ、と一いちノの院いん凛り奈なは目前に広がる景色を冷静に分ぶん析せきした。

　そこはとある私有地の裏庭。小さな砂場やシーソーなどが設置されており、公園のような状態になっている。遊んでいる者はいない。

　振ふり返ってみると、そこには大きな洋館がそびえている。自分が長年住んでいた結社のお屋や敷しき。祖父と多くの怪かい人じんが共に寝ね起おきしていた温かい家庭の象しよう徴ちようだった。

　それは十年……正確には九年半前。

　凛奈の祖父が統すべていた頃ころのゼロウ・ファミリーのアジトだった。

（……ああ、これは夢なのね）

　だからこそ凛奈は懐なつかしさを覚えると共に、ある種の諦てい観かんをもって確信した。

　現在このアジトはなくなっている。

　八年ほど前に祖父と敵対した者に攻せめ入られ、燃え尽つきてしまったから。

「……」

　ふと視線が裏庭に戻もどされる。そこに現在の自分の意志はなく、おそらく当時の自分が行っているものなのだろう。

　誰だれもいない裏庭。祖父が凛奈のために公園を模もし、遊び場としてくれた小さな遊技場。

　自分以外に誰も使う者がいない寂さびしい場所に、




「──あれ。誰だ、お前？」




　一人の若者が倒たおれていた。

「……貴方あなたこそ誰よ。どうやって入ってきたの？　ここは認にん識しき疎そ外がいされている上に侵しん入にゆう者用の迎げい撃げき結界が張られてるはずだけれど」

　裏庭に生えている大きな桜の木。太い枝にヒモをかけ、簡易のブランコが作られているその木に、男はもたれかかるように倒れていた。

　不思議な若者だった。

　少年と青年の中間といった風ふう貌ぼう。何より髪かみの毛が赤せき橙とう色しよくに輝かがやいている。こちらに弱々しい視線を送る眼球は真っ黒に染まっていて……まるでハロウィンなどでよく見るカボチャの提灯みたいな顔をしていた。

「ん……ああなるほど。無人の廃はい墟きよだと思ってたけど……認にん識しき疎そ外がいか、納なつ得とくした」

　そう言いながら少年は笑う。

　でたらめだと思った。祖父がこのアジト全体にかけた認識疎外は『中に誰だれもいない』と誤認させる類たぐいではなく『この建物自体の存在を知ることができない』という強力なものだ。

　それをあっさり破って侵しん入にゆうし、しかも勘かん違ちがいして納得する彼に感心するどころか、もはや馬ば鹿かなんじゃないかとすら思った。

　凛り奈ながこの馬鹿どうしてくれようか、などと考えていると。彼は一度だけ大きく咳せき込み、口から血を吐はき出した。

「ちょっと貴方あなた……酷ひどい怪け我が」

　今まで侵入者として見ていたから意識が向かなかったが、少年は酷い怪我を負っていた。

　吐と血けつもさることながら、腹部からもおびただしい量の血が流れている。彼が座っている地面が赤一色に染まっているほど。

「ちょっと多た勢ぜいに無ぶ勢ぜいでさ……今出てくから、勘かん弁べんしてくれ」

　そう言って、少年は桜の木に寄りかかっていた身体からだを起こし、立ち上がろうとする。

　しかし出血多量で力が入らないのか、支えにした腕うでがかくんと折れて地面に倒たおれ伏ふした。

「ちょ、ちょっと！　何してるのよ！」

　その様子を見た瞬しゆん間かん、思わず彼に駆かけ寄っていた。血で汚よごれることに構っている暇ひまもなく、倒れた少年を助け起こす。

　侵入者だという警けい戒かいはすでになかった。何な故ぜなら彼は『ここから出る』と言ったからだ。

　迎げい撃げき結けつ界かいが発動しないわけだ。彼は自分達に敵意を持った侵入者ではなく、ただふらっと立ち寄って休きゆう憩けいしていただけなのだろう。

「そんな身体で外に出たら死んじゃうわよッ……待ってなさい、今お祖じ父いちゃんのとこに連れてってあげるから」

　別に情けをかけたわけではない。ただ祖父譲ゆずりの正義感を持っている凛奈は、目の前で誰かが傷付いているのを見すごせなかっただけだ。

「あ？　いいって別に」

　が、しかし少年は死にかけているというのに、あっけらかんと笑った。

「なッ……い、いいわけないでしょう！」

「いいって。お前に迷めい惑わくがかかる」

　その笑え顔がおは──酷ひどく孤こ独どくに溢あふれている。

　当時の凛奈は知らない。彼がつい先日まで行われていた大戦で多くの同胞なかまを失ったことも。正義の味方に怪あ人くというだけで襲おそわれ続けていたことも。

　何も知らなくても。それでも……そう語る少年の瞳ひとみは凛り奈なにとって衝しよう撃げき的だった。

「恥はずかしながら今まで俺に護まもりきれたもんはなくてさ。どうもそういう星回りらしい」

「……」

「だから俺のせいでお前に何かあったら、俺はお前を護りきれないと思う」

　こんなに悲しい笑え顔がおが、この世界にあったのかと。

　助けを拒こばむ彼の顔はとても寂さびしそうで、とても悲しそうで、疲つかれきっていて。

　そして何より、酷ひどく諦めきっていた。

（ああこれは──見捨ててはいけない者の目だ）

　誰だれかを護りきれなかったとか、そういう以前の問題だ。

　だって彼は救いを求める側がわの人間なのだから。

　今日出会ったばかりの凛奈でさえ一目でわかってしまうほど、彼は摩ま耗もうしている。

　けれど幼くしてどこか達観してしまった凛奈は、彼に何もしてあげられないことも同時に気付いていた。

　凛奈はまだ幼く、誰かを匿かくまう力もなければ立場でもない。それこそ悪の秘密結社に生まれた自分が生きていられるのは祖父やたくさんの怪かい人じん、戦せん闘とう員が正義の味方から護ってくれるからだ。

　誰かに護られていなければ生きていけないほど弱い凛奈が、彼を救えるはずがない。

　だから。

「助けてくれようとしただけで充じゆう分ぶんだからさ、俺とは関かかわらない方が……」

「ッ！」

　だから凛奈は──少年の言葉を遮さえぎるように、彼の体を背負った。

「……ちょっと。何してんのお前さん？」

　さすがにその行動は予想外だったのか、背中の上で少年が眉まゆを顰ひそめるのがわかった。

「何って……言ったでしょう？　お祖じ父いちゃんのところに連れて行くの」

「や、だからいいって。俺といたらお前まで──」

「ちょっ、と……黙だまっててくれるかしら？　わたしね、本当に運動苦手なんだから……ッ！」

　その言葉どおり、凛奈の細い足はガクガクと震ふるえている。

　まだ六歳ほどの子供が成人男性に近い体格の男を背負って運ぶのは重労働だ。そうでなくとも凛奈は運動能力が壊かい滅めつ的な少女である。

　背負った少年はかなり重いし、足は生まれたての子こ鹿じかみたいに震えるし、まだ一歩も進んでないのに太ふと腿ももが攣つりそうだし、何より少年の血が背中に流れてきて気持ち悪いし。

　己おのれの運動音おん痴ちを再認にん識しきして、情けなくて泣きそうだし。

　人一人背負うこともできない弱い生き物だけれど。




「──誰だれかを護まもりたいなら、わたしがずっと護られ続けてあげるわ」




　そんな弱い自分だからこそ、彼と一いつ緒しよにいられるのだと思ったのだ。

「……は？」

　背中の上で少年が素すっ頓とん狂きような声を上げた。

　そんな彼に説明するように凛り奈なは一歩、震ふるえる足を前に進める。

「安心して。わたし、すっごく貧弱だから。味方がいないとすぐ死んじゃうくらいか弱いから」

「や、言ってる意味がよくわからないんだが」

「わからないの？　貴方あなた、ホントにお馬ば鹿かなのね」

「うっせ。馬鹿って言う方が馬鹿なんですぅ」

　子供のように拗すねる少年がおかしくなって、凛奈はふふっと笑ってしまった。

　だからもう一歩、前へ。

「わたしが、貴方が護りきった最初の一人になってあげる」

「────」

　言葉を失う少年に応こたえるように、さらにもう一歩。

　すぐに倒たおれそうになりながらも、洋館の裏口に向かって。

「貴方がわたしに味方する限り、わたしは何が何でも生き続けてあげるわ。貴方が味方できるように、ずっと弱いままでね」

　アジト内にいるはずの祖父のところまで。彼の怪け我がを診みてもらうまで。

「ほら。そうしたらわたし達は、ずっと一いつ緒しよにいられるじゃない」

　名案でしょ、と凛奈は背中にいる少年を振ふり返り──何な故ぜか嗜虐的に笑いかけた。

　その場ば違ちがいな笑えみに少年が固まること数秒。

「──俺、名前ないんだ」

「え？」

　少年が唐とう突とつにそんなことを口にした。

「怪かい人じんとしての呼び名はあるけど本名じゃない。だからさ、俺の呼び方はお前が決めてくれ。味方する相手に名付けてもらうのが俺の決まり事なんだ」

「番犬みたいね」

「うっせー。犬と一緒にすんな」

「前は何て呼ばれてたの？」

「ランタン」

「何よ、その無機質な呼び方。そうね……じゃあ橙とう也や」

「とうや？」

「髪かみの毛がオレンジ色だから橙とう也や」

「うわ、マジで犬みたいな名付け方しやがった」

「う、うるさいわね！　別にいいでしょう！」

　そんな何でもないような会話をする。会話しながら、凛り奈なは少年を背負って歩み続ける。

　自分が弱いからこそできる、彼と一いつ緒しよにいられる方法。

　護まもるのではなく護られるからこそ、彼を独ひとりにしないでおける。

　だから凛奈はそれがとてもいいことだと思った。

　自分が弱くて本当によかった、と心の底から思った。

　……その後。結局力尽つきて裏口付近でぶっ倒たおれた凛奈は、逆に瀕ひん死しの怪け我がを負っている少年に担かつがれて祖父の下もとへ行った。

　情けない話だが、それでいいのだと思っている。

　それが、これからの自分達の関係を示し唆さするようで嬉うれしかったから──




　一いちノの院いん凛奈は夢を見ている。

　弱い自分に味方し続ける少年と、彼を独りにしないために弱くあり続ける自分。

　そんな二人が初めて出会った、昔の夢を。




　　　　◆◆◆




　凛奈が目覚めると廃はい墟きよにいた。

　照明のないワンフロア。おそらくどこかの小さな廃ビルだろう。こもった空気は埃ほこりっぽく、長い間人の出入りがないことが窺うかがえる。元々は予備校か塾じゆくだったのか、今は使われていない机やイスなどが部屋中に散乱していた。

　窓には唯ゆい一いつの光源である月明かりを遮しや断だんするようにダンボールが張り巡めぐらされており、この建物がすでに放ほう棄きされていることがわかる。

　そんな薄うす暗ぐらい空間の中心に、一人の女性がいた。

「誰だれとも連れん絡らくが付きませんか……これは立たち花ばなさんと大おお狼がみ君を逃にがしたのが痛かったですね」

　その女性──剣つるぎ井い英えい子こは放置されていた古びたイスの一つに座りながら、耳に当てていた携けい帯たいの電源を切った。誰にかけていたのかわからないが、どうやら相手が電話に出ないらしい。携帯をスーツのポケットにしまった彼女の表情はいつになく苦々しい。

（──あれ……何でこんなところに……？）

　剣井が何な故ぜここにいるのか。どういう経緯で自分が彼女と一緒にいるのか。

　それを考えた瞬しゆん間かん、凛奈は気絶する前の出来事を思い出した。

「ッ!?」

　反射的に詰つめ寄ろうとしたが身体からだが動かない。どうやらフロアにある柱に縛しばり付けられているらしく、立ち上がろうとしても、ギシッと自分を拘こう束そくしている縄なわが音を立てるだけだった。

『凛り奈な、大だい丈じよう夫ぶ？』

　と、隣となりから淡たん々たんとしながら、どこかこちらを気き遣づかう色を含ふくむ声が聞こえた。見ると、凛奈の隣となりに同じような状じよう況きようの冬ふゆ咲さき姫き紗さ希きがいた。

　両手を背後で縛られ、身動きが取れない状態。

　その手にはいつもしていた黒い手て袋ぶくろがなかった。

『ごめんね』

「？　何、が……」

『アイテム盗とられちゃったから、何もできない』

「ッ！」

　凛奈は自分の顔が熱くなるのがわかった。

　姫紗希と出会って数日。魔ま導どう理論や導式の研究が得意な凛奈は好こう奇き心しんに負けて、一度だけ彼女のグローブ型アイテムについて質問したことがあった。

　あれは、彼女が母親からもらった大事なプレゼントだったはずだ。

　それを盗られたと姫紗希は言った。この状況で、誰だれに、とわざわざ確かく認にんするまでもない。

「あら？　やっと気付きましたか、一いちノの院いんさん」

　部屋の中央でイスに座っていた剣つるぎ井いが、こちらに向き直った。

「起きるのを待っていました。あっ、ちなみに大声を出して助けを呼ぼうとしても無む駄だです。ここは五階ですから、いくら叫さけんでも外の人間には聞こえないでしょう……まあ元々人通りが少ない場所なので、外を歩いている人間がいるかどうかも怪あやしいものですが」

　その顔には余よ裕ゆうの笑えみが張り付いている。縛られている自分達では脅きよう威いに値あたいしないということだろう。

「……剣井先生。貴女あなたは何が目的なんですか？」

　そんな彼女に質問をぶつける。

　彼女がファミレスで姫紗希達を襲おそった理由が凛奈には理解できなかった。窓が割れた音を聞いて駆かけ付けてみればすでに、といった状態だったのである。

　何な故ぜ白はく陽よう花かの教員である剣井が凛奈達を襲い、こうして連れ去ることまでしたのか。

　その答えは剣井本人からではなく、隣にいた姫紗希がしてくれた。

『剣井先生は、最近ＤＨ学科生徒に不ふ審しんな負傷が多発していた事件の犯人』

「え？」

『それだけじゃない。犯罪者や小さな悪の秘密結社とも繫つながっていて、生徒達を襲わせてたみたい』

「あら。やっぱり聞いていたんですね、冬ふゆ咲さきさん。さっきまでは黙だまったままだったのに。さすがＤＨ学科の優等生さん、抜ぬけ目めありませんね」

　にっこりと縛しばり付けられている姫き紗さ希きに微ほほ笑えみかける剣つるぎ井い。まるで『テストの点がよかったから』と褒ほめているような普ふ段だんどおりの雰ふん囲い気きが、逆に恐おそろしい。

　彼女達の話を聞いて、ふと凛り奈なは気付いた。

　わざわざ子供しか乗っていない通学バスを襲おそったバスジャック犯。

　数日前、姫紗希が受けようとした明らかに難度が高い人助け。

　他ほかにも凛奈が知らないだけで数々の不ふ審しんな事件があったのかもしれない。

　その一つ一つが、凛奈の中で確実な事実を組み上げていく。

　ただ動機がわからない。

　彼女がそこまでする理由が思い付かなくて、凛奈はこみ上げる恐きよう怖ふを無理矢理抑おさえ付けて口を開く。

「剣井先生、どうしてＤＨ学科の生徒達にそんな酷ひどいことするんですか。事故を装よそおってまで怪け我がをさせる目的って何ですか」

「怪我をさせる？」

　イスに座っている剣井が凛奈の問いに『？』と首を傾かたむけた。

　やがて何かに気付いたのか、凛奈の言葉を訂てい正せいするように言った。




「ああ。いえ、殺すつもりでしたよ？」




　最初は彼女が何を言っているのか理解できなかった。

　その意味を凛奈が理解する前に、それを言い放った当人がゆっくりと説明してくる。

「目的は当然、悪を根ね絶だやしにすることです。でも……さすがダークヒーローというだけありますよね。悪運が強いのか、みんな失敗して生き残ってしまいました」

「殺すつもりだったって……」

「？　だって殺さなきゃ根絶やしにはできないでしょう。悪は生かしておいても悪しか生まないのですから。正義の味方として当たり前ですよね？」

　あくまで淡たん々たんと、ともすれば穏おだやかさすら含ふくんだ口調で。

「……」

　凛奈は絶句する。隣となりにいた姫紗希も同じことを思ったのだろう。彼女もまた、剣井の言葉を聞いて体を硬かたくしていた。

　悪を根絶やしにすると、剣井は言った。

　微み塵じんでも悪の素養があるならば存在そのモノを許さない。そう言う剣井の中ではＤＨ学科の生徒達は『打ち倒たおすべき悪』となっているらしい。

　病的なまでの潔けつ癖ぺき性しよう。

　執しつ拗ようなまでの勧かん善ぜん懲ちよう悪あく。

　悪を許さぬ正義の味方。

　それは綺き麗れいさを通り越こして、おぞましさすら覚える行動理念。

「さて、私の目的を話したところで。今度は私からお二人に聞きたいことがあります」

　こちらが衝しよう撃げきを受けていることにも構わず、剣つるぎ井いはあくまでマイペースを貫つらぬいていた。一いつ拍ぱく置くように彼女はイスに座ったまま足を組む。

「単刀直入に問います。私に協力しませんか？」

　ここにきて、凛り奈なの思考は混迷を極きわめた。

　協力する？

　もしかしてそれは……生徒達を殺す手助けをしろ、ということだろうか？

『どういうことですか、剣井先生』

　混乱する凛奈に代わって、姫き紗さ希きがその質問を返していた。

「何、簡単なことです。私は貴女あなた方を買っている、ということです」

　剣井は足を組み直しながら、

「冬ふゆ咲さきさん。貴女は全学科中でもトップクラスの成績優ゆう秀しゆう者です。そこらにいる犯罪者集団や小さい悪の秘密結社より役に立ってくれるでしょう」

　私直じき伝でんの近接格かく闘とう術もありますしね、と言った剣井は次に凛奈へ視線を向ける。

「そして一いちノの院いんさん。貴女はアイテムに精通していますよね？」

「……」

「私のアイテムを初見で見抜ぬいていた貴女の才能をなくすのは惜おしい。ちょうど今まで協力してくれていたスポンサーはみんな捕つかまってしまったようでして。私や犯罪者共のためのアイテムを一ノ院さんに作ってほしいんです」

「……」

「何も人質のためだけに貴女達を生かしておいたわけではありません。どうですか？　私と一いつ緒しよに悪を根ね絶だやしにしませんか？」

　凛奈が頑かたくなに沈ちん黙もくを貫つらぬいても、剣井の話は止まることがなかった。

（ああ、この人は……そういう人なのね）

　唐とう突とつに理解した。今まで彼女の言動に腹を立てたことも、理解不能だと悩なやんだことも、そんな感情の波が一気に冷めきって、思考が冷静さを取り戻もどす。

「……いいの？　わたし達は貴女が嫌きらいなＤＨ学科の生徒なのよ？」

「ええ。ですからＤＨ学科の生徒を全員始末し、この計画を知っている犯罪者達をみんな殺した後で、私が貴女方を殺します」

　試ためしに聞いてみた問いにも、剣井は微ほほ笑えみながら答える。

「それまで生きることができるのだから、この場で死ぬよりはいいことでしょう？」

　あまりにもあんまりな暴論に押し黙だまった凛り奈なと姫き紗さ希きの様子に気付いてもいない。

　それが正義だと信じて疑わない。

　あくまで悪は存在自体許さないというのが、剣つるぎ井いが抱いだく正義なのだ。悪事を許さぬ正義の味方といえば聞こえはいいが、どう考えても彼女のそれは正気の沙さ汰たではない。

　彼女の正義は狂きよう気きを孕はらんでいる。

　いや、そもそも。




「──誰だれがそんな悪行に協力なんてするもんですか」




　彼女のそれは、正義ですらない。

　凛奈が吐はき捨てた言葉が、耳に痛い静せい寂じやくを生んだ。

「──私を悪と言いましたね？」

　やがて、ゆっくりと剣井がイスから立ち上がる。彼女の忌き諱いに触ふれたのだろう。その表情にあった余よ裕ゆうはすでに消えている。

　そのまま緩ゆるやかな動作で凛奈の前まで進み、ひゅん、と腰こしから『見えない何か』を抜ぬき放ちその切っ先を彼女の喉のど元もとに突つき付けた。

『り、凛奈……』

「私は正義の味方ですよ？　国家資格も取っている……私の正義は国に認められたものです。それを悪とはどういうことですか？」

　姫紗希の切せつ迫ぱく感を帯びた声。

　それとは逆に、静かな殺意を纏まとう剣井。

　自分を見下ろしてくる冷たい目に対し、それでも凛奈は強気に睨にらみ返す。

「当たり前じゃない。子供を襲おそって、殺人未み遂すいまでしておいて、何が正義の味方よ。それってただの犯罪じゃない」

「違ちがいます。私は悪をなくそうとしている。この世から悪を滅ほろぼす私は正義で──」

「……はあ、さっきから正義正義正義って。言い訳みたいに『正義』って言葉を使わないで。正義の味方だったら、そう簡単に正義を振ふりかざすわけないでしょう？」

　ぴくん、と剣井の肩かたがわずかに揺ゆれた。

　その拍ひよう子しに彼女が構えていた見えない刀が、薄うつすらと凛奈の首の皮を裂さいた。

　つう、と首筋を流れる一筋の血。

　わずかにかすった刃やいばの痛みと恐きよう怖ふを、凛奈は無理矢理ねじ伏ふせる。

「……正義の味方が正義を振りかざして、何がいけないのですか？」

「悪いに決まってるわ。味方した相手はね、振りかざすモノなんかじゃない。護まもるモノよ」

「ッ！」

「自分の罪を都合よく『正義』のせいにする貴女あなたなんか、正義の味方じゃないわ」

　とある少年のことを思い出す。

　彼はいつだって凛り奈なに味方してくれた。

　そうだ。そうだとしても少年は己おのれの行動を、他ほかの何かのせいにはしなかった。

　理由なんてない。自分が好きでやっていると、彼は決まってそう言っていた。

　それが味方するということではないか。

　ならば正義を理由にして、罪もない子供を傷付ける彼女は正義の味方などではない。

「……自分の立場がわかっているのですか？」

「そんなの言われなくたってわかってるわよ。わたしってどうしようもなく弱いから、何もできないって理解しているわ。でも──その弱さこそわたしの誇ほこりよ」

　だからこそ、と凛奈は言う。

「強さを振ふりかざしていたずらに他人を傷付けるただの悪人なんかに、絶対協力しないわ」

「そうですか。ならば死になさい、弱者」

　その顔から完全に感情を消し去った剣つるぎ井いが見えない刀を振り上げる。隣となりではいつも無表情な姫き紗さ希きが、珍めずらしく青ざめていた。

　怖こわくないと言えば噓うそになる。むしろ怖くて怖くて仕方がない。

　その証しよう拠こに自分の体は小刻みに震ふるえていた。

　殺されるという事実が怖くなって涙なみだが滲にじんでくるし、手首を縛しばっている縄なわが締しまって痛いし……本当にこんな時ですら弱い自分に情けなくなってくる。

　それでも、そういう存在であると決めたのだ。

　だって一いちノの院いん凛奈は、少年に味方される立場だから。

　護まもるのではなく護られ続ける。

　あの少年はもう忘れているかもしれないけど。

　彼を孤独ひとりにしないために、いつも弱いままであり続けると──




　瞬しゆん間かん。バリッ、ガシャン！　と窓を突つき破って、二つの人ひと影かげが飛び込んできた。




「なッ！」

　その音に驚おどろいた剣井は刹せつ那なの判断で構えを取ると同時に、背後を振り返っていた。

　が、遅おそい。

　飛び込んできた人影の一つが着地と同時に彼女へ跳とびかかっていた。

　跳ちよう躍やくして繰くり出される空中上段回まわし蹴げり。

　その蹴り足には──赤せき橙とう色しよくの炎ほのおが宿っていた。

「ッ！」

　反応が遅おくれた剣つるぎ井いが見えない刀の腹で蹴けりを受け止める。

　つま先がその刀身を捉とらえると、炎ほのおは一ひと際きわ大きく燃え上がって爆ばく発はつ。彼女の身体からだをガードごと横合いへ吹ふき飛ばした。

　床ゆかを滑すべり、いくつかの机とイスを巻き込みながら止まる剣井。

　そして彼女と睨にらみ合いながら、獣けもののように着地する人ひと影かげ。

「──ぁ」

　ゆっくりと立ち上がるその背を見て、凛り奈なは思わず歓かん喜きした。

　その背中は決して大きくない。

　頼たよりがいがあるという言葉とは遠く、むしろ重傷を引きずってまでやって来た彼は今にも倒たおれてしまいそうなほどだ。

　ボロボロで傷だらけの後ろ姿。その背に背負いきれなかったモノも護まもりきれなかったモノもたくさんあったという。かつては失っていくだけで、己おのれの非力を嘆なげいていたのを知っている。

　それでも彼は今、そこに立っていた。

　味方する者を背に、相対する敵から庇かばうように。

　かつて一いつ緒しよにいると誓ちかい合った彼が目前にいるというだけで、凛奈はどうしようもなく安あん堵どしてしまった。

「と……ッ！」

　嬉うれしさが体中に伝でん播ぱし、気付けばあらん限りの声量で叫さけぼうとしていた。

　その昔、自ら付けた名を。

　今この場で叫ばなくては、それこそ噓うそだとでも言うように。

「橙とう也やァァッ！」

　助けに来てくれた嬉しさと、抑おさえきれない親しみを込めて。




　　　　◆◆◆




　俺は睨にらみ合う剣井に背を向け、柱に縛しばられている凛奈と姫き紗さ希きに向き直る。

　これでは敵に無防備な背を見せつけているようだが……まあこんな露ろ骨こつなエサに引っかかるようならファミレスの時にやられなかっただろう。

　人差し指にごく小さな火を灯ともし、凛奈と姫紗希が火傷やけどしないように気を付けながら縄なわを焼き切る。自由になった二人はどうにか立ち上がり、縛しばられていた手首をさすっていた。

『ありが、とう』

　ふと、たどたどしい調子で姫紗希が感謝の意を伝えてくる。

　その手には、彼女が愛用している黒いグローブ型のアイテムがない。

　母親からもらったというプレゼントがない。

『橙とう也や？』

　始終無言の俺を訝いぶかしんでか、姫き紗さ希きが小さく首を捻ひねった。

「と、橙也ぁ……ッ！」

　するともう一人、自由の身になった金きん髪ぱつ少女がいきなりタックルをかましてきた。

「ごッ！　おま、いきなり何すん──」

「遅おそいわよぉ……似合いもしないのに何ヒーローみたいにもったいぶって登場してるのよ……し、しし死ぬかと思ったんだからぁ！」

　俺の胸にしがみつきながら、小刻みに震ふるえる肩かた。

　精せい一いつ杯ぱい絞しぼり出したこちらへの文句はあまりに弱々しく、か細い。
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「……」

　その目は、この薄うす暗ぐらさでもわかるほど赤く充じゆう血けつしていた。

　さらに……彼女の喉のど元もとからは一筋の血が流れている。

　まるで何かの刃は物ものを押し当てられたかのように。

　すでに出血が止まっていることから大した傷ではないことがわかるが……それでも凛奈は怪け我がをしている。

　怪我を、負わされている。

「と、橙とう也や？」

「悪い、ホントに遅おそかったみたいだな」

「え？」

「カノン。後は頼たのんだ」

　こちらの発言に目を丸くする凛り奈なを離はなし、すっと一いつ緒しよに突とつ入にゆうしてきたカノンの下もとへ優やさしく押してやる。

「ほいほーい、頼んじゃってください！」

　元気よく敬礼の真ま似ね事ごとをするカノン。

　それだけで俺達の考えを察したのか、凛奈と姫き紗さ希きは黙だまってカノンの下へ歩み寄る。

　あらかじめ打ち合わせしておいたカノンの役割は、五階に位置するこの場へ俺を連れて来ること。そして凛奈達を連れてこの場から離り脱だつしてもらうことだ。

　その難度から習得している者が少ないといわれるほど高度なスキルを要求される飛行魔ま導どう。

　それをいとも容易たやすく──しかも自分以外に二人分の重量を乗せられるカノンなら簡単な仕事だろう。

「さてっ、と」

　三人が箒ほうきに乗ったのを確かく認にんしてから、振ふり返る。

「……やられましたね。まさか貴方あなたがここまで優ゆう秀しゆうな生徒だとは思いませんでした」

　カノンの箒の定員は本人を含ふくめ三人まで。

　つまり定員漏もれした俺の役割は──こっちに向けて見えない刀を構える剣つるぎ井い英えい子この足止めだ。

「しかし解げせません。どうしてこの場所がわかったんですか？　ビル全体に認にん識しき疎そ外がいの導式も施ほどこしているのですが」

「……」

　質問に無言を返す。

　ネタバラシしてしまえば真しん弦げんのおかげだ。

　現在ビルの外で待機している真弦の役割は、その鋭するどい嗅きゆう覚かくと陰おん陽みよう道どうを用いた追つい跡せき術で凛奈達の居場所を割り出すこと。まさか認識疎外がかかっているとは思わなかったが……つくづく予想外に優秀だな、あの狼おおかみ。

　それをわざわざ教えてやる必要もない。これから敵対する奴やつが懇こん切せつ丁てい寧ねいに自分の切り札を説明するわけない。

　いや、そもそも……それを説明する余よ裕ゆうは今の俺になかった。

「あら無視ですか、つれないですね。まあおそらく大おお狼がみ君のおかげでしょう。しかし彼に追跡されないように手は打っておいたのですが……これは少し彼のことを侮あなどって──」

「……テメェ、何してんだ？」

　ペラペラと喧やかましいお喋しやべりを遮さえぎる。

　それと同時に、右手へ魔ま力りよくを流し込んでいく。

「？　私の目的などファミレスで聞いていた鳥と坂さか君なら気付いているかと思っていましたが」

　その穏おだやかな微ほほ笑えみが腹立たしい。

　その余よ裕ゆう綽しやく々しやくな態度が憎にく々にくしい。

「まあいいでしょう。私の目的は悪の根ね絶だやしです。私は正義の味方ですから、この世の悪を滅ほろぼすのは当然のことで──」

「勘かん違ちがいしてんじゃねえ。そんな目的はどーでもいいんだよ」

「？」

　こちらの意図を察しないその頭の悪さがむかつく。

　聞いてもねえのに己おのれの目的やら信念やらを語ってくるのが心底うざったい。

　そして何より……ああそうだ。そして何より一番許せないのはッ！




「何うちの凛奈こを泣かせてんだっつってんだ、こんのクソ女ァァ──ッ!!」




　爆ばく発はつした。

　俺の感情も。右手に宿していた魔力も、炎ほのおとなって。

「『「……えぇー？」』」

　背後から呆あきれ返り、間延びした声が聞こえる。今まで緊きん張ちよう感溢あふれる調子で睨にらみ合っていた敵さんですら、ぽかーんと口を開けっ放しにしている。

　それに構わず、ビシィッと燃え盛さかる右手の人差し指を剣つるぎ井いに突つき付ける。

「どーせ凛り奈なに何か言われて逆ギレしたんだろうが！　でもこいつは基本強がってるクセに泣き虫なんだよ！　それに刃は物もの向けるとかテメェそれでも大人か!?　ガキの発言にいちいち目くじら立ててんじゃねえボケッ！」

「え、えっと……橙とう也や？　わたし、泣き虫とかガキとか言われるのはちょっと心外というか……」

「そ・れ・にッ！」

　こっちを止めようとする凛奈の発言を遮さえぎって、叫さけぶ。

　悪いが俺の堪かん忍にん袋ぶくろの緒おはプッツンしている。言いたいことは言ってやらんと気がすまない。

「凛奈はボディーソープも弱酸性じゃなきゃいけねえほどお肌はだが弱いんだよ！　それを縄なわで縛しばり付けるとか、手首が赤く腫はれたらどうすんだ!?　ふざけんのも大たい概がいにしろォォ──ッ!!」

　あらん限りの怒ど声せいに呼応して、轟ごおッ！　と右手ならぬ右腕うでまで激しく燃え盛った。

「あ、あの、橙也くん？　他ほかにもっと怒おこるところがあるんじゃないかな？　生徒達を襲おそってたこととか、アタシ達を騙だましてたこととか」

『だけど、今まで見たことないくらい感情をむき出しにしてる』

「と、橙とう也や……あのね？　わたしを心配してくれてたのは嬉うれしいんだけど、それをそんな風に大声で言うのはどうかと……？」

　怒おこるのそこかよ、という三人分の冷たい視線が俺に向けられていた。

　意味がわからん。むしろ俺は他ほかのどこを怒ればいいというのか。

「鳥と坂さか君」

　と、剣つるぎ井いが気を取り直すように咳せき払ばらいを一つ。

「貴方あなたがこの場所を特定し、さらに私に一いち撃げきを加えた実力は評価しています。どうですか、私に協力して一いつ緒しよに世の悪を滅ほろぼ」

「黙だまっとけやＫＹ！　今はまだ橙也さんのお説教は続いてんだよ！」

「…………」

「ぺちゃくちゃ喋しやべってる暇ひまがあったらそこに座っとけ！　正座でな！」

　何やら高こう尚しような目的とか正義とか信念とかを語ろうとしたのだろう。しかし俺の割り込みで剣井は口を『ぼ』の形にしたまま固まっていた。

　ちなみに背後からは『……ＫＹとか橙也には言われたくないわよね？』『空気読めてない』『あはは……そんな本当のこと言ったら可哀かわい想そうだよ』というヒソヒソ話が聞こえていた。

　さっさと逃にげろよお前ら。

「……人の話は最後まで聞きなさいと子供の頃ころに言い付けられませんでしたか？」

　と、剣井がゆっくり怒ど気きを孕はらんだ声を絞しぼり出した。

「この状じよう況きようでそのふざけた態度も不ふ愉ゆ快かいです。教師の言葉を聞けないような悪は、今すぐ断ち切ってあげましょう」

　ゆらりと見えない刀を構える剣井。同時に彼女から魔ま力りよくが生成されていくのがわかる。立っているだけで気け圧おされてしまうほどの生成量だ。

　やはり国家クラスの正義の味方と戦うには、今のままでは分ぶが悪い。

「凛り奈な、頼たのむ」

「……ええ。でもちゃんと手加減してあげなさいよ」

　背後に呼びかけると、凛奈は俺の意図することを気付いてくれた。

　その察しのよさに感謝していると、凛奈がとある言葉を囁ささやく。

　たぶん、隣となりにいるだろう姫き紗さ希きとカノンにすら聞こえないボリュームで。

　だが、彼女の綺き麗れいな声こわ音ねは俺の耳にはしっかり届いていた。

「導式解かい除じよ要よう請せい、承しよう認にん」

　ガチンッ、と俺の中に眠ねむる『何か』が、電源を入れたように回り始める。

　同時に全身を縛しばり付けていた、本来ならば存在しない拘こう束そくがドクンッと脈打つ感覚。

「……手加減とは、大きく出たものですね。半人前の生徒風ふ情ぜいが」

　こちらの変化に気付かず、剣つるぎ井いが纏まとっていた殺意をなお大きくした。

　今にも襲おそいかかってきそうな、肉にく食しよく獣じゆうを連想させる構え。

　だが──それでもまだ、変異はできない。

　カノンと姫き紗さ希き。この二人がいる状じよう況きようでは変異するわけにはいかない。

「カノン、早く行け」

「う、うん」

　背後で何かが浮遊したのを感知する。

　そのままカノン達は割れた窓を抜ぬけて、外へ出ようとし、

「ふッ」

　窓から飛び立とうしていた彼女達に向けて、剣井が弾だん丸がんを思わせる速度で跳ちよう躍やくした。

　高速移動クイツク・ムーブ。視し認にんすることすらできない練度の移動魔ま導どう。

　しかしそれを見越こしていた俺は両者の間に割って入るように、あらかじめ跳とんでいた。

　そのわずかな時間稼かせぎの間に、背後から凛り奈な達が飛び去る気配がした。

　こちらに向けられた視線は消え、変異を咎とがめる要因もなくなった。

「ッ、邪じや魔まです！」

　剣井の判断は早い。

　彼女は見えない刀身をこちらに向けて、障害となる俺を瞬しゆん間かんで斬きりつけてくる。

　ならばと、眼前の敵を確かに見据すえ──とある呪じゆ句くを詠えい唱しよう演算する。




「──身しん体たい変異抑よく制せい導式、解除」




　と、同時。俺の身体からだは灼しやく熱ねつと爆ばく風ふうに吞のみ込まれた。




　　　　◆◆◆




　目前の少年が文字どおり燃え上がった瞬間。

　剣井英えい子こが取った行動は、危機感に従った後退だった。

「ッ!?」

　炎ほのおに包まれた少年の首を捉とらえる瞬間、刃やいばを翻ひるがえして全力で背後へ跳とぶ。

　剣井が抱いだいた直感は正しく、ほんの一瞬前まで彼女がいた空間が激しい赤せき橙とう色しよくに包まれた。

　周囲の空気を巻き込み、燃え盛さかる炎ほのお。

　薄うすい暗くら闇やみに包まれていたフロアが赤く、いや、オレンジ色に照らされる。

（な、何が起きて……ッ!?）

　強きよう烈れつな熱と光を放つ猛もう火かから距きよ離りを取った剣井が抱くのは、女子生徒達を逃にがしてしまった悔くやしさではなく、少年を仕留めなかった自分への叱しつ咤たでもなく、そんな疑問だけだった。

　突とつ如じよ燃え上がり、全身火だるまになった少年。

　それを自じ爆ばくや自じ滅めつの類たぐいだと決めつけるのは早い。

　少年の戦せん闘とうスタイルは、戦闘経験が豊富な剣つるぎ井いから見ても独特だ。

　魔ま力りよくを炎ほのおへと属性変へん換かんし、拳こぶしや蹴けり足あしに纏まとう。

　しかしその炎を対象物を燃やすことに使うのは稀まれで、主に近接格かく闘とうの威い力りよく増強に用いている。それではせっかくの火の利点を損そこねているように見える。

　だが不ふ審しんな点はそこではない。

（彼が用いているのは間ま違ちがいなく、旧式魔導）

　現代の新式魔導。結社の大半が滅ほろぼされてから世間に普ふ及きゆうしたそれは──魔導アイテムに搭とう載さいされている誘ゆう導どう補助、及および魔力の循じゆん環かん機構があって初めて行使できるものだ。

　導式と呼ばれる現実を導く莫ばく大だいな計算を補助する誘導補助。

　魔力運用の効率化を図はかる循環機構。

　その二つがあって初めて『誰だれでも使えるように普及した科学技術』が現代の魔導であり、昨さつ今こんの正義の味方がアイテムを所持する理由でもある。

　現に冬ふゆ咲さき姫き紗さ希きはアイテムの手て袋ぶくろを失ったら魔導は使えなかったし、白はく陽よう花かで教員職に就ついている剣井ですら、難しい演算を必要としない簡易魔導しか行使できない。

　だが目前で炎を纏った少年はアイテムを所持している様子はなかった。

（旧式魔導は十年前に習得が禁止され、その技術も破は棄きされたはず……ならばどうやって覚えた？　いやそもそも、新しい習得者が現れようものなら政府が黙だまっていないはず）

　アイテムもなく、導式演算と魔力生成を独自に行う魔導。そんな旧式魔導の使い手を実際にはシャルロットしか見たことがない剣井にとって、少年の実力は不ふ明めい瞭りようすぎた。

　違い法ほうとされる前に習得していたのか、それとも政府の管理不行き届きか。

　どちらにせよ彼が脅きよう威いとなる可能性を秘めているのは間違いな──

「──魔力生成量が正常値に移行」

「ッ！」

　剣井の全身に悪お寒かんが走り抜ぬけた。

　赤せき橙とう色しよくの炎に包まれながら、ゆっくりと紡つむがれる言葉。それを聞いただけで彼女の生物としての生存本能が『危険』の二文字を打ち出している。

「魔力の保存領域も通常まで拡大。変異による身しん体たい能力の向上、自己治ち癒ゆ導式の再起動も確かく認にん……っと。あー、問題ないな」

　突如、炎の中から伸のびた両腕うで。その掌てのひらは左右に向けられ、まるで己おのれが纏っている火の衣ころもを力尽ずくで引き裂さくように、両側がわへ広げられた。




「うし。んじゃやるか、正義の味方」




　左右に裂さかれた炎ほのおは一ひと際きわ大きく燃え盛さかり、今までの勢いが噓うそのように忽こつ然ぜんと消失した。

　余よ韻いんとばかりに周囲に舞まう火の粉こ。

　その中心に──人の形を模もした異い形ぎようが立っていた。

「あ」

　炎より現れた人型は真まっ直すぐに剣つるぎ井いを見据すえている。

　吸い込まれるような闇やみに塗ぬり潰つぶされた眼球。

　吊つり上げられた唇くちびるの端はしは大きく裂さけ開いていて。

　黒くろ髪かみだった彼の頭は、まるで炎のような赤せき橙とう色しよくに染まり、揺ゆらめいている。

「……ぁ、あぁ……ッ！」
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　剣井はそれを見たことがある。

　いや現物は見たことないが、現れた異形の顔によく似たものを知っている。

　十月末。ハロウィンという子供騙だましの行事に使う、魔ま除よけのランタン。

　そんな頭をしている少年は、まさしく異形そのもの。

「あ、あははッ、はははははッ！」

　目の前にいる人間以外の正体に気付いた剣井は、その口から狂くるおしい笑しよう声せいを漏もらした。

　それは現代では廃すたれきった、古ふる臭くさい恐きよう怖ふの象しよう徴ちようだ。

　かつて正義に仇あだなし、対する悪に味方した存在。

　──怪人。

　すでに滅ほろび去った前時代の遺物が今、剣つるぎ井いの前に確かな恐怖を突つき付けて現出している。

「あははははッ！　怪かい人じん！　貴方あなたは怪人だったんですか鳥と坂さか君！」

　冷静さをかなぐり捨てた剣井は、己おのれを奮ふるい立たせるように吼ほえる。

　もはや旧式魔ま導どうも新式魔導も関係ない。そんなことはもう思考するだけ意味がない。

　前方にいるのはその昔、正義の味方と対立した悪そのものではないかと。

　正義の味方に仇なし、結社に味方した、正しよう真しん正しよう銘めいの悪。

　ならば自分は正義として、目前の敵を滅ほろぼせばいいだけだ。

　剣井の狂きよう気きを孕はらんだ正義が、これほどまでにわかりやすい悪を滅めつせることに歓かん喜きする。

「怪人なんて初めて見ました。てっきり滅び去っているのかと思っていましたが……これは感謝すべきですか」

　世界にある悪をまた一つ消せる。他ほかでもない自分の手で。

　その喜びに自然、剣井が身を震ふるわせた時、

「……何？　アンタ、旧式魔導について知らないクチ？」

　相あい対たいする異い形ぎようは呆あきれすら混じった声で問うてきた。

「は？」

「……その様子だと知らない方か。んー、まあわざわざ教えてやる必要もないか。教えるのは違い法ほうだしな」

　怪人がまるで秘ひめ事ごとを楽しむかのように悪戯いたずらっぽく笑った、その瞬しゆん間かん。




　ドンッ！　と怪人が剣井の懐ふところまで潜もぐり込んでいた。




「なッ!?」

　すでに密着するような近接距きよ離り。

　高速移動クイツク・ムーブではない。怪人は直前まで魔力運用をした素そ振ぶりがなかった。もししていたのなら見逃のがすはずがなかった。

　だが、反応できなかった。

　こともあろうにこの怪人は高速移動クイツク・ムーブに匹ひつ敵てきする突とつ進しんを、単純に脚きやく力りよくだけで成しえていた。

「ッ」

　混乱する剣井は、しかし自分の顔に迫せまってくる殺意に気付く。

　赤く燃える火か焰えんを纏まとった必殺の拳こぶし。

「く、う……ッ！」

　すんでのところで上半身を反そらす。

　怪かい人じんのアッパーカットは剣つるぎ井いを掠かすめることなく空くうを切った。

　瞬しゆん間かん。その軌き道どうを延長するかのように、極大の火ひ柱ばしらが立ち上る。

　熱波を孕はらんだ爆ばく風ふうに煽あおられ、剣井は背後に吹ふき飛ばされる。怪人の拳こぶしから放たれた火柱は天てん井じようを直ちよく撃げきし、貫かん通つうした。

　床ゆかに叩たたき付けられながらも即そく座ざに起き上がった剣井は、それを見上げた。

　火の粉こを残して消えた柱。

　その軌き跡せきにあった天も井のは黒こく煙えんを上げて消え去り、暗い夜空まで吹き抜ぬけになってしまった光景を。

「なッ」

　ビルの天井、五階よりも上階をすべて消し去った炎ほのお。

　以前刀を犠ぎ牲せいに受けた時のそれとは別次元の威い力りよくに剣井は慄おののいた。

　慄いて、しまった。

「くっ！」

　己おのれの感情に気付いた剣井は己の愛刀を構えた。

　今のはあってはならない感情だ。

（正義の味方が悪に、怪人なんかに……ッ！）

「あ、このッ……避よけてんじゃねえよ！」

「ッ！　何を無茶苦茶な……ッ！」

　言動こそあれだが、この怪人の実力は本物だ。

　今すぐにでも殺さなければ自分が死ぬ。

　判断と跳ちよう躍やくは同時に。彼女が持つアイテムの『次元転位した刀』を使用した必殺。不可視の刀身に強化と硬こう化か。さらに高速移動クイツク・ムーブの導式を展開し、怪人との距きよ離りを一いつ瞬しゆんで縮める。

「ふっ」

　すれ違ちがい様に胴どう薙なぎを一いつ閃せん。

　さらに追つい撃げきを加えるために刀を翻ひるがえし、振ふり向きながら左胴どうから右肩かたにかけて無防備な背中を斬きり上げる。

　が、その追撃は空振った。

「な、何で……ッ!?」

　剣井を振り向いた怪人の手。

　炎を宿したその右手に──発熱しながら赤く焼ける刃やいばが握にぎられていた。

　へし折れたことで次元転位導式が解け、不可視ではなくなった刀の片割れ。

　気付き、剣井は己が握っている愛刀を見る。その刀身はやはり視し認にんできるようになっており……ちょうど怪人が握っている長さの分、短くなっていた。

　先せん端たんはまるで焼いた鉄のように熔よう解かいしている。

　初しよ太だ刀ちを放った際に高熱で焼き切られ、折られた。

「う、噓うそ！　噓です……ッ！　次元転位している刃やいばに、貴方あなたから触ふれられるはずが……」

　今まで防ぼう御ぎよするために、わざと彼の拳こぶしに触れられるようにしたことはあった。

　しかし今回は別だ。剣つるぎ井いが接せつ触しよく設定したのは攻こう撃げき対象の胴どう部だけ。彼の手が次元転位した刀身に触れられるわけがない。

「何驚おどろいてんだよ。次元転位されてようが、攻撃の瞬しゆん間かんは必ず俺の身体からだに触れるだろ。だったらそこに迎げい撃げきを置いとけばいい」

　もっともらしく言い捨て、怪かい人じんは刀身を握にぎり締しめて砕くだいた。

「あとはタイミングと呼吸だろ」

「ばッ……！」

（馬ば鹿かじゃないのか、この怪物は……！）

　命の取り合いの最中だというのに、剣井は思わずそんな感想を抱いだいた。

　怪人は『次元転位した刃に触れられる』ことを前提に話している。しかしその対処法はまったくの見当外れだ。

　次元転位にそんな弱点は残っていない。次元がずれた刀身に触れられるのは術者が定めた部位のみ。その圧あつ倒とう的なアドバンテージをなくして、次元転位は成り立たない。

　タイミングや、まして呼吸で何とかなるはずがない。

（ま、まさか次元転位導式を誘ゆう導どう補助もなしに展開したとでもいうの？　導式を逆算して自分の手を同じ次元にずらした？　ま、まさか……そんな高度な演算、人間にできるわけが！）

　それを呼吸などという曖あい昧まいな理由で達成してしまうなど、人間の所業であるはずがない。

　だがしかし、自分が前にしているのは何か？

　怪人という、まさしく化け物ではなかったのか？

　その化け物が剣井へ無造作に手を伸のばしてくる。

「ッ！」

　瞬時に簡易防シ護ー障ル壁ドを張りながら窓際ぎわへ跳ちよう躍やく。怪人から逃のがれるように距きよ離りを取ろうとした。

（一度体勢を立て直すために引くしか！）

　アイテムを失った今では魔ま導どうもロクに使えない。ならば一いつ旦たんこの場から逃にげた方がいい、と剣井は判断する。

「テメッ、何逃げようとしてんだ！」

　こちらの算段を見抜ぬいた怪人が、轟ごうッ！　と特大の炎ほのおを背負って追撃してきた。

　爆ばく発はつさせた火の勢いを利用した飛ひ翔しよう。その速さは凄すさまじく、背後へ跳とんだ剣井に簡単に追い付き、手を伸ばしてくる。

「────」

　終わった、と。

　剣つるぎ井いがそう悟さとった途と端たん、パリンッ！　と甲かん高だかい音が響ひびき渡わたる。

　簡易防シ護ー障ル壁ドをいとも容易たやすく突とつ破ぱした怪かい人じんの手が剣井の頭を摑つかむ。そのまま怪人は、ビル内部へ向けて剣井の体を無造作にぶん投げた。

　まるでハンドボールのように投げられた剣井は物もの凄すごい速度で床ゆかに叩たたき付けられ、かはっ、と肺の中の空気を吐はき出した。

「……さてっと」

　背中を強打し、全身に駆かけ巡めぐる激痛から立ち上がることもできない剣井に──パキッと指を鳴らした、絶対的な『死』が歩み寄ってくる。

「ど、どうして……ッ！　十年前に滅ほろぼされた負け犬が！」

　あくまで緩ゆるやかな足取りで近付いてくる怪人に、剣井はこみ上げる感情に従って絶ぜつ叫きようする。

「悪悪悪、汚けがらわしい悪ッ！　消えろ消えろ消えろ、私の前から消えろッ！　どうしてこんな悪に、戦争に負けた弱者なんかに！　正義は私なのに、どうして私が負け……ッ!!」

　病的なまでの潔けつ癖ぺき性しよう。

　執しつ拗ようなまでの勧かん善ぜん懲ちよう悪あく。

　狂きよう気きすら孕はらむ彼女の正義は、しかし、

「おい」

「ひっ」

　無ぶ遠えん慮りよに伸のばされたその手に、理解した。

　──怖い。

　これが本物。これが十年前に存在した悪。

　怪人。

　自分は、正義の味方は……こんな恐きよう怖ふと対たい峙じしていたのか。

　悪を前にして初めて抱いだいた怯おびえに、自分の中にあった正義が砕くだけ散ったのを剣井は悟さとった。

　そんな彼女に怪人は、ひょいひょい、と伸ばした手の指を動かす。

「えっ、な、何──」

「姫き紗さ希きから取ったアイテムを返せ」

「そ、そんなの、誰だれが聞……」

　途と端たん、怪人の怒いかりに呼応するように、彼の背から赤せき橙とう色しよくの炎ほのおが噴ふん火かした。

「あれ、大切なものらしいんだ」

　近付くだけで肌はだが焼ける熱波とは裏腹に、こちらを見下ろす黒い瞳ひとみは酷ひどく冷たい。

「……ぁ」

　気付けば震ふるえる手で必死に懐ふところを探さぐり、生徒から奪うばった黒いグローブを差し出していた。

「あー、うん。確かに」

　黒いグローブを受け取った怪かい人じんは口元を緩ゆるませた。

　依い然ぜんとして赤せき橙とう色しよくの髪かみをなびかせ、瞳ひとみは人間ではありえない黒一色で、吊つり上げた唇くちびるは笑え顔がおの拍ひよう子しに酷ひどく裂さけ広がったけれど。

　その笑えみだけは幼い子供を思わせる、純じゆん粋すいなものだった。

　そして手て袋ぶくろを学ランの懐ふところにしまった彼は──バキベキッと思い切り拳こぶしを握にぎる。

「えっ……？　な、何を!?」

　先ほどの穏おだやかな笑みとは異なり、怪人は邪じや悪あくに唇の端はしを吊り上げる。

「オイタがすぎた奴やつを叱しかりつける時は拳ゲンコって、相場が決まってるだろ」

「な、何で……冬ふゆ咲さきさんのアイテムはちゃんと返──」

「バーカ。それとこれとは別件。アンタは凛り奈なを泣かせたからな。二度とこんなことしねえように、一発キツいのお見み舞まいしとかないと」

　ああそれとＤＨ学科の生徒はもう襲おそうなよ、と。

　本当についでとばかりに付け加えた彼は、剣つるぎ井いに見せつけるように右手の拳を握り締しめた。

　炎ほのおは宿していない生なま身みの拳。だが先ほどいとも簡単に防シ護ー障ル壁ドを破ったことから、その威い力りよくは容易に想像できる。

　剣井の恐きよう怖ふが伝わったのか、怪人の笑みに嗜し虐ぎやく的な色が含ふくまれた。

「床ゆかをぶち抜ぬき続けて一階まで落っこちるかもしんねえが……ま、仮にも国家資格持ちなら死ぬこともねえだろ。全力で防シ護ー障ル壁ド張っとけ」

「や、止やめ──」

「残念」

　魔力ほのおでコーティングもしていない拳げん骨こつを怪かい人じんは思い切り振ふり上げ、

「そこは、凛り奈なを泣かせてごめんなさい、だったな」

　制止も聞かず、ハンマーのように振り下ろした。
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　その拳は宣言どおり剣井を一階まで叩たたき落とし、容よう赦しやなく彼女の意識を刈かり取った。













　　　終話　味方する者される者







　翌日。俺を待っていた事実を列挙してみる。


　・白はく陽よう花か学園の敷しき地ち外での無断戦せん闘とう。

　・それによって生じたファミレスの窓及および廃はいビルの破は壊かい。

　・教員に対して働いた過か剰じような暴力。



　などなど数々の校則違い反はんによる処しよ罰ばつ。




　三日間の停学。

　並びに反省室入り。




「……」

　キィィ、ガシャンッ！　と鉄てつ格ごう子しが閉められ、しっかり施せ錠じようもされた。

　見渡わたす限り冷たそうなコンクリートの壁かべ。硬かたそうなベッド。一応プライバシーを配はい慮りよしてかパーティションで仕切られたトイレ。極きわめ付つけが俺の前方にある頑がん丈じようそうな鉄てつ格ごう子し。

　それは白はく陽よう花か学園の一施し設せつ内の光景。

　言うまでもない。

　ここは反省室ではなく独どく房ぼうだ。

「いやいやいやいや、ちょっと待て！　おかしい！　おかしいぞこれは!?」

　鉄格子をガンガン蹴けり、抗こう議ぎの声を上げる。

　どうして学校に牢ろう屋やがあるのかとか、反省させるどころか犯罪者扱あつかいだろとか、そーゆー突つっ込こみはこの際どうでもいい。

「やかましいぞランタン。反省くらい静かにしろ」

　俺を反省室へ叩たたき込んだ張本人は鉄格子の向こう側がわで眉まゆを顰ひそめていた。

　外見は可か憐れんな少女、しかし中身はどす黒いシャルロット・ハイドランジアだ。

「おいどういうことだ、きっちり説明しろ！」

　どうして俺は『事件を解決した生徒』ではなく『教員に暴行を加えた生徒』なんて扱いを受けてるんだ？

「何かと思えば。妾わらわはしっかり言ったが？　妾は何も見なかったと」

「なッ!?」

「その証しよう拠こに貴き様さまが無断で夜間外出した件は咎とがめられなかっただろう？」

　感謝しろよ、とそれが当然のように胸を張るシャルロット。

「な、納なつ得とくいかねえ──ッ！」

　ビターンッ！　と俺は背後に倒たおれ込んだ。

　こっちは大おお怪け我がしてまで剣つるぎ井いを捕つかまえたってのに……ああいや怪我は怪かい人じんに戻もどった時に自然と治ったんだけども。それ以外にも廃はいビルの倒とう壊かいを聞きつけてやって来た警察や消防、正義の味方に見付からないように白陽花に戻ってきた苦労とか、本当にしんどかったんだ。

　それが白陽花に戻ってみれば何だ？

　浮うわ気き調査の人助けは不達成判定。もちろん学費免めん除じよ値ちはもらえない。凛り奈なを助けるついでとはいえ、生徒を襲おそっていた犯人を捕つかまえたら『教師に暴行を加えた生徒』と処しよ罰ばつされる始末。

　理り不ふ尽じんすぎて泣けてくる。俺、今回はいいことしたはずなんだけど。

「まあ、あれだ。ランタン」

「あ？」

　と、シャルロットが改まった調子で告げてくる。

　起き上がって見てみると……鉄格子の向こうにいる老獪な少女は、明後日あさつての方を見ながら、

「今回の件は一応礼を言っておこう……き、貴様がいなかったら、もっと大おお事ごとになっていたかもしれぬからな」

「……」

　居い心地ごこち悪そうにしている彼女の顔は少し、本当に少しだけ赤くなっている。

　これは、もしかしてあれだろうか。

　俺は今、剣つるぎ井いを止めたことに対してシャルロットから礼を言われているのか？

　……ああなるほど。そーゆーことか。

「あのさシャルロット。いくら何でも拾……」

「拾い食いなどしておらん」

「じゃあ熱……」

「熱もない」

「……」

「情じよう緒しよ不安定にもなっていないし、妾わらわは偽にせ物ものでもない。ストレスも溜たまってないし、お礼という言葉の意味をはき違ちがえているわけでもない。妾は正しよう真しん正しよう銘めい、貴き様さまに感謝している」

　わかったか！　とシャルロットは早口で捲まくし立てた。

　……いや、それはそれでお前に感謝される理由がわからないんだけど。

「つーか感謝してるんだったらここから出しやがれ。あと学費免めん除じよ値ちよこせ」

「そういうわけにもいかん。これでも体てい裁さいとかがあるのだ」

　フン、といつものように不ふ機き嫌げんそうに鼻を鳴らすシャルロット。

「教員が生徒を襲おそっていたという問題に関して、我が身が可愛かわいい理事会の連中は隠いん蔽ぺいするつもりなんだよ……ならば誰だれかを吊つるし上げておかなければ世間も納なつ得とくしないだろう」

　剣井英えい子こという教員が犯罪者や悪の秘密結社と繫つながっていたことはバラしたくない。何より正義の味方の学校だ。生徒を襲うなんて不ふ祥しよう事じは、普ふ通つうの学校よりも騒さわがれるだろう。

　学園の評判を落とさないこと。上の連中が責任逃のがれするため。そんな様々な理由から今回の事件はもみ消すと決まり、剣井を直じかに殴なぐった俺が栄はえある生いけけ贄にえに選ばれたわけだ。

「クッソー、説明されてもやっぱ納得いかねえ」

　納得できない。納得できないけど……まあ処しよ罰ばつされるのが俺だけでよかった、と思っている自分もいることが悔くやしいのだった。

「で、剣井の奴やつはどうなったんだ？」

「貴様に負わせられた怪け我がで絶賛入院中だ。重傷だが命に別状はないらしい」

「ふぅん？」

「外傷よりも精神的なダメージの方が深刻らしい。満足に喋しやべることもできず、火を見ると異常に怯おびえるのだとか。あのような精神状態では、まあ貴様の正体を口にすることもできんだろう」

「……へえ」

「……何だランタン、喜ばないのか？」

「ま、それはそれで充じゆう分ぶん喜ばしいけどね」

　怪我が完治した彼女が復ふく讐しゆうしに来るかもしれないと懸け念ねんしたのだが、しかしそれも杞き憂ゆうだったようだ。

　聞いた限り退院したとしても俺のとこには来ないだろう。口もきけないのなら怪かい人じんの正体がバレる心配もない。

「ま、あれだけの問題をなすり付けられておいて、たった三日の反省室入りですんだのだ。ラッキーと思え」

　シャルロットはケタケタと可愛かわいらしい外見らしからぬ老ろう獪かいな笑い声を漏もらす。

「ケッ。正義の味方が責任逃のがれするために隠いん蔽ぺい工作とはね。つくづくどうしようもねえな」

「むっ……痛いとこを突ついてくるな。まあそれに関しては妾わらわも同感だ」

　ならこうしよう、とシャルロットは持っていた鍵かぎで鉄てつ格ごう子しを開けた。

　ん？　何だ、やけに簡単に出してくれるんだな。

　しかしそれは勘かん違ちがいだったようで、シャルロットは何を思ったのか自ら独どく房ぼうの中にテクテク入ってきた。そのまま鉄格子の間から手を出して、鍵をかける。

「フン。これでいいだろう？」

　鍵を懐ふところにしまい、どうだまいったか、といったドヤ顔で腕うでを組む白はく髪はつ少女。

「……いやあの。すいません、何が？」

　何でわざわざお前が入ってくんの？　しかも自分で鍵まで閉めて。

「む？　だから貴き様さまが言うとおり、妾も責任を取ることにしたのだが？」

「はあ？」

「これから三日間、貴様と一いつ緒しよに反省室ですごす。今回の事件は妾の監かん督とく不行き届きが招いた結果でもあるしな、妾も責任を取る。これで満足だろう？」

「……いや、満足じゃねえよ。大変不満だよ。何が悲しくてプライバシーもない独房でお前と一緒に三日間もすごさなきゃなんねえんだよ」

「そう照れるな。たとえ何日同じ場所で寝ね起おきしようとも、妾と貴様では間違いなど起きまい。寝ね首くびをかこうとはするかもしれないがな」

　ふと、シャルロットが何かに気付いたようにこちらを見る。

「それとも……もしかして妾にも欲情するのか？」

「はあァッ!?　何勘違いしてんのお前！　こっちはテメェの面つら見てるだけでイライラするっつってんだ！　つーかさっさと出てけ、さっきから加か齢れい臭しゆうがするんだよ！」

「く、臭くさくなんかない！　絶対ない！　お、お風ふ呂ろだって毎日一時間以上入っているから絶対ない！　適当なこと言うな！」

「いーやするね。絶対するね。やーいやーい加齢臭ぅー」

「こ、このクソガキ！　先ほどから言わせておけば……ッ！　な、なら直じかに嗅かいでみればいいだろう！」

　ピタリ、と時間が止まった。

「……何ですと？」

「ちゃんと直じかに嗅かいで確かく認にんしてみろ！　妾わらわからはちゃんと石せつ鹼けんの匂においがするはずだ！」

　そう言いながら、シャルロットは両手を構えながらジリジリにじり寄ってくる。少しでも隙すきを見せたら飛びかかって抱だき付くぞと言わんばかりに。

「おい止やめろ！　何獲え物ものを狩かる目で近付いてきてんだコラ！」

「うっさい！　さっさと妾の匂いを嗅げ！　そして石鹼のいい香かおりがすると認めろ！」

「ちょっと、そんな顔赤くしながらムキにならないでくれる!?　こっちまで恥はずかしくなってくるから！」

　むぅ、と唇くちびるを尖とがらせるシャルロット。

　顔は真っ赤だし、恥ずかしさからかその人形みたいな目は潤うるんでいるし、その姿は外見相応の可愛かわいらしい少女に見え……いやいや待てって俺！　いくら外見が可愛いからといって、こいつは俺よりも遥はるかに年上だぞ!?　何でドキドキしてんの!?

「あーわかったわかった！　加か齢れい臭しゆうなんてしない！　すっごくいい匂いする！　超ちよういい香り、超フローラル！」

「妾が使っているボディーソープの匂いはラベンダーだ！　シャンプーはローズマリー！」

「注文細け！　あっ、テメッ、この……ッ！　摑つかみかかってくんじゃねえ！」

　二人でぎゃあぎゃあ取っ組み合いを始める。

「橙とう也やー？　三日分の着き替がえ、持って来たわよー？」

　その時、カツンカツンと牢ろう屋やに反はん響きようする複数の足音が聞こえてきた。

　それらは徐じよ々じよにこちらへ近付いてきて、ちょうど俺がいる鉄格子の前で止まった。

「まさかボッチに続いて剣つるぎ井い先生も倒たおしちゃうとはね。橙也くんってホント何、者……」

『私の方からはノーコメン……』

「……あー、何だ。お邪じや魔まだったかオレら？」

「……」

　我らがチームメイト達の姿がそこにあった。

　カノン、姫き紗さ希き、真しん弦げんは元より、俺がこれから三日間反省室ですごすと聞いて着替えを持って来てくれた凛り奈なですら固まっている。

　つーか何な故ぜか額に青筋を浮かべている。

「あ？　お前ら、何気まずそうにしてんだ？」

　言いながら、ふと今の状じよう況きようを考えてみる。

　突とつ然ぜん発生した取っ組み合いの流れで、どういうわけか俺はシャルロットの上に覆おおい被かぶさっていた。対してシャルロットは床ゆかに倒れた体勢で固まっている。

「……ッ」

　さらに言えば俺の下にいるシャルロットが、つい、と顔を逸そらした。その頰ほおは若じやつ干かん赤味を帯びている。まるで今の状じよう況きようが恥はずかしいものだとでも気付いたように。

「──うん、そうね。橙とう也や」

　と、今まで黙だまっていた凛り奈なが一度だけ頷うなずき、

「大事なとこは三センチくらいでいいかしら？」

「待て！　怒おこるのは百歩譲ゆずるとして、第一声がそれなのはどうなの!?　女の子として！」

　ガバァッ！　とシャルロットから離はなれ、理り不ふ尽じんな確かく認にんに対して悲鳴を上げる。

　つーか三センチって鬼おにかお前!?　これだから他ひ人との身体からだを簡単に改造できる奴やつは！　脅おどし文もん句くが現実的すぎて怖こええよ！

「背に腹は代えられないわ」

「いや背に腹は代えられないっていうか大変なとこを変えようとしてんだろ!?　俺の男の子をミニマム化しようとしてるからね、お前!?」

　バッ！　と助け船を期待してシャルロットの方を見る。

　しかし彼女は床ゆかに女の子座りしながら、ぎゅっと乱れた衣服を握にぎり、うつむいていた。

　……おい。止やめろよ、本気で勘かん違ちがいされるから。

「凛奈ちゃん。確か男の子って去勢されると大人しくなるって、アタシ聞いたことあるよ？」

『迷信かもしれないけど。確かに男性ホルモンは減少するから、あながち的外れでもない』

「それならいっそ取り除いた方が……ッ！」

「何恐おそろしいことをさらっと呟つぶやいてんだ！　つーかお前ら、どうして男の子の男の子にそんな詳くわしいの!?　女の子としてマジでどうなの、それ!?」

「は、はは……オレ知ーらね」

　女子三人の恐ろしい会談に対し、真しん弦げんだけが珍めずらしくそれを煽あおることなく青ざめていた。同じ男オスということで、わかるところがあったのかもしれない。

「あーもうメンドクセェ！　シャルロット、もういいからお前は牢ろう屋やから出てけ！」

「は？　しかし妾わらわとて今回の件の責任を取らなければ──」

「こーゆー時に『責任を取る』とか勘違いされる類たぐいの発言はするな！　これ以上ややこしくなる前に出てけ！　そして全員去れ！」

　ビシィッ！　と鉄てつ格ごう子しの外を指差す。それにどこか納なつ得とくいかなそうな顔をしていたが、シャルロットは『……わかった』と小さく呟いて鍵かぎを開け、外に出た。

「ふむ。では行くぞ」

　そのまましっかりと施せ錠じようし、カノン達を引き連れて立ち去っていくシャルロット。

「ん？」

　と、何な故ぜか凛奈と姫き紗さ希きがシャルロットの後に続かず、鉄格子の前に佇たたずんでいた。

『橙也』

　姫紗希は一度、俺に対して自分の両手を見せるように広げる。

　その手の黒い手て袋ぶくろを自分はちゃんと着けてると示すように。

『これ、取り返してくれてありがとう』

　そう言う彼女はあくまで無表情。

　そのまま姫き紗さ希きはカノン達の後を追った。ちょい小走りで。まるで呆ほうける俺の視線から逃にげるように。

「……何だ今の？」

　しばらくして、すでに姿がない彼女の背を指差しながら、俺は鉄てつ格ごう子しの前に残っていた凛り奈なに聞いてみる。

「ふふ。あれでも凄すごく感謝してるみたいよ？」

「はあ？　あれで？」

「ええ、あれで」

「あー……まあ確かにそうか。わざわざこんなとこまで来るくらいだもんな」

　カノンや真しん弦げんは冷やかしだとしても。ファミレスの一件で、俺に敵意まで持っていた姫紗希がここまで来る理由はない。

　それをわざわざ面と向かって礼を言いに来たのだから、律りち儀ぎというか何というか……よほどあのグローブを大切にしていたのだろう。

　と、そこで凛奈がまだ鉄格子の前に残っていることを改めて意識した。

「ん、どした？　姫紗希達のとこに行かないのか？」

「……」

　先ほどまでの明るさはどこへいったのか。何な故ぜか凛奈は暗い面おも持もちだった。

　何かを言おうとして口を開く。しかし言葉が見当たらないのか、それともうまく伝える言葉が思い付かないのか、また口を閉じてうつむく。その繰くり返かえし。

　ここで無理にうながしてもあれなので、しばらく待ってみることにした。

　やがて出てきた言葉ときたら、

「……橙とう也や、怒おこってない？」

　こんな感じだった。

「はあ？　どうして俺が怒るんだよ？」

「だ、だって！　橙也は何も悪くないのに、こうやって反省室に入れられちゃったし……わたしが剣つるぎ井いさんに捕つかまらなければ、こうならなかったし……」

「……」

「そもそもわたしがシャルロットさんの誘さそいを断って、白はく陽よう花かなんかに通わなければ……橙也は大変な思いをしなくてすんだのに……」

　眉まゆ尻じりを下げた凛奈が、気まずそうに視線を落としている。

　……ああ本当に、悪の秘密結社なんか似合わないほどのお人ひと好よしだ。

　あれだけのことをされておいて。殺されかけておいて、まだ剣つるぎ井いに敬称を付けるとことか。今回は全面的に剣井が悪いのに、自分を責めるとことか。

　ホントこいつときたら……お人ひと好よしすぎて、弱々しい。

「いいんだよ別に。大変だろうが何だろうが、俺は自分が好きなようにやってんだから」

「……橙とう也や」

　だから、俺は言う。

　慰なぐさめるわけでもなく、励はげますわけでもなく、ただ俺の気持ちを。

「弱いままであり続けるのはさ、凄すげえことだと思うんだ」

「──ぁ」

　驚きよう愕がくの眼まな差ざしをこちらに向ける凛り奈な。まるで思いがけない過去を目にしたかのように。

　そうだ。弱くあり続けることは、その実、強くなることよりも難しい。

　人には誰だれだって向上心がある。テストでいい点を取って褒ほめられたい。部活でいい成績を収めて己おのれの足そく跡せきを残したい。そうやって他人に評価されたいというのが人の心。そのために努力するかはさておき、その向上心だけは誰にだってあるものだ。

　そんな己を磨みがこうという意志を抑おさえ付け、誰かのために弱くあり続けようとする。

　俺はそんな凛奈だからこそ、味方したいと思った。

　理由はない。思っただけで、充じゆう分ぶんだ。

「前にお前が言ってたけど、弱いままってのは素す敵てきなことだよ。まあ確かに一いつ緒しよにいると多少大変だけど、それはそれ。味方のしがいがあるって感じかな」

「……うんっ」

「だからまあ変に気負わずにさ。凛奈が弱いままでいてくれれば、俺は嬉うれしいんだけど」

「──うんっ」

　俺のどうしようもない身勝手な頼たのみに、しかし凛奈は頷うなずいてくれた。

「これからもずっとずっと、わたしは弱いままでいてあげる」

　一見すると、どうしようもないくらいの自じ堕だ落らく宣言。

　しかし、何よりも強い意志が込められている発言。

　そんな言葉を紡つむぐ凛奈が浮かべたのは、

「だから安心して、わたしの味方でいてちょうだい」

　初めて出会った頃ころ、俺を背負った時と変わらない、酷ひどく嗜虐的おひとよしな微ほほ笑えみだった。
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　　　あとがき




　この度たびは拙せつ作さくを手にとっていただき、まことにありがとうございます。

　またこうして本を書かせていただけること、大変嬉うれしく思います。

　本作『正義の味方の味方の味方』の内容を簡単に紹しよう介かいしますと、

　チンピラ怪かい人じんの主人公と、悪の秘密結社の総そう帥すいなのにやたらお人ひと好よしのヒロインが、正義の味方に囲まれながらわんやわんやラブコメする。

　といった感じになっております。




　そんな本作がこうして出版に至るまでには、たくさんの方々にお世話になっております。

　さくやついたちさん。本当に、本っ当に素す敵てきなイラストをありがとうございます。橙とう也やや凛り奈な達がキャラクターとなったのは、ひとえにさくやさんのおかげです。

　電でん撃げき文庫編集部の皆みな様さま。広告・宣伝の皆様。印刷所の皆様。頑がん張ばれ、と何よりも励はげみになる言葉をくださった知人・友人・家族一同。

　そして本作を手にとってくださった読者の皆様。

　本当にありがとうございます。

　直接お会いしたことのない方々ばかりなので、せめてこの場を借りてもっとしっかりと感謝の気持ちを伝えたいのですが、不ふ甲が斐いないことに月並みな言葉しか思い浮かびません。繰くり返かえしになりますが、本当にありがとうございます。

　あとがきのスペースがほとんど謝辞になってしまいました。けど本当に感謝で胸がいっぱいなんです。できれば残りすべてを『ありがとうございます』で埋うめ尽つくしたいほどなのですが、そうすると逆に、ただのサイコあとがきになるので自重しておきます。

　それでは次巻があるかはわかりませんが、また何かの機会にお会いできれば幸いです。





哀あい川かわ譲じよう
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哀あい川かわ 譲じょう

自宅に遊びに来た友人とかに「何もない部屋だな」とよく言われます。そんなことないと個人的には思います。色々あります。布団とかカーテンとか。
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イラスト／さくやついたち

エビフライとスパゲティと試験管とカレーが好きです。世界のはじっこで机にかじりついてひっそりと生活しています。
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正せい義ぎの味み方かたの味み方かたの味み方かた








哀あい川かわ 譲じよう
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